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木材利用合理化と木材加工技術
a

l

小倉武夫

ある。ここに木材利用合理化の問題点が存在するのであ

る。木材資源はやはり貴重であるから，伐採された木材．

はできるだけ歩止りよく利用し，従来は捨てられていた

材料でも，さらに利用することを工夫しなければならな

いとともに，木材の材料としての短所をできるだけ改良

して，すぐれた水質材料を生産し，木材の附加価値をた

かめることが真の木材利用の合理化であると考えられ

る。木材からすぐれた木質材料が生産され，しかも他の

材料に比して安価であれば，その需雲まますます増加

し，この結果はとりもなおさず林業の発展になるのであ

る。このような見解にたって木材利用合理化を見直すと

き，これを解決するのは進歩した木材加工技術あるの承

といっても過言ではない。すなわち，従来はかえりゑら

れなかった工場や林地の廃材，あるいは薪炭材にしか用

いなかった材料をできるだけ有効に利用しなければなら

ないし，現在一段に用いられているような質のよい原木
●

も少くなってくるので，これに代わる方法も考えなくて

はならない。また木材の材料としての性質を何んらかの

方法で加工処理して，より品質の良いものに改良して，

他の材料に優るようにもしなければならない。このよう

な方面にたいして，加工技術の問題がそれぞれ存在する

のである。

従来の木材利用の状態

このような見方で，今日室での木材工業を見直すとき

に対象となる主なものは製材と合板の部門であると思う

ので，ここにその概要をのべておこう。

(i)製材わが国では，針葉樹を対象とした製材業

が遼的には木材工業の重要な部門をしめており，その工

場数も32,000にも達するので，この部門での木材の利

用状態ほすこぶる注目に値するものである。すなわちこ

れら製材工場のうち20馬力以下の設備しかもたない工

場は全体の63％もしめているので，いわゆる工場と呼

ぶに値しないような工場がいかに多いかがわかる。しか

しわが国の建築榛式その他の特殊な事情から，これら小

規模の工場でも存在をみとめないわけにはいかないので

あるが，このような工場ではた凡に角材や板類を僅づか

に製材するだけで，製材したときに生じた背板類を利用

することはとうてい望むべくもない。これらのいわゆる

工場廃材といわれるものの利用法が大きな問題となる。

木材利用合理化とは

木材利用合理化ということが叫ばれはじめたのばもう

ずいぶん以前のことである。昭和25年に木材利用合理

化推進本部というものが林総協に設罹されて，木材利用

合理化をとなえ，林野庁も政策の一つとしてこれをかか

げたのであった。しかし，その当時は，森林費源の危棲

が呼ばれ，何んとかして木材使用の節減とはからなけれ

ばならないというので，従来は木材が用いられていた分

野を他の材料でおきかえようとする運動がおこり,これ

がいわゆる木材利用合理化運動となってあらわれた。そ

の結果次の表に示めしたように，坑木，建築材，包装材

昭和25年をベースとした合理化による木材節約量
（千石）
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しかし，掛渉ﾄの自璽庫用木質燃料の節約量は除く。
（林総協資料による）

料などでもかなり代替物でおきかえられ，いわば代替産

業の勃興のかたちとなってしまった。このことほわが国

の産業全体の立場からは，まことに結購なことといえる

であろう。しかし，木材を生産している林業家の立場か

らほ，これとは反対に困ったことである。

森林溌源の節用だけが大きく問題になったあの当時と

しては，止むをえなかったにしても，今日となっては木

材を大い淀利用してもらわなければならないと思うので

ある。なるほど，木材よりは他の材料の方がすぐれ，し

かも経済的であれば，木材へ用いられていた分野が他の

材料でおきかえられてもさしつかえなく，むしろ好まし

い腫向とさえいわなければならない。けれども，何もし

いて代替物でおきかえる必要もない。ただ，すぐれた他

の材料が次へ生産される今日であるから，安閑として従

来どおりの木材の用い方をしていたのでは，品質でも，

生産コストの面でも完全に打ちのめされてし童うだけで

,屯

筆者・林業試験場木材部長
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小倉：木材利用合理化と木材加工技術

輩た，技術的な点からみると，とくに板材.をとるため

には薄鋸の使用が重要視されてきた。これは製材歩止り

をたかめるためには当然のことであり，目立技術の向上

と相まって普及されてきたのである。しかし，これから

ほ，原木の径級も次第に小さくなり，また板に代るべき

木質製偏がさらに安く生産されるようになること（この

点は後述する）が考えられるので，丸太から板材をとる

こと自体が有利でなく，次第に少なくなるものと思われ

る。このように一般の製材林業を承てくると，技術や経

営の面で今後に考えなければならない問題がかなり存在

する。

(ii)合板いまさら，合板はどんなものかを述べる

必要もないかもしれないが，木材にば水分の増減にとも

なって伸縮し，繊維の方向によってその強さが異なるな

墾の欠点があるので，これを除くためと，丸太から広い

板材｡を作るために，すが国でも数10年も前から作られて

いる。ところが合板は俗にベニヤ板といって，すぐ剥れ

てしまったことが多く，安物の代名詞のような感を与え

ていた。近ごろは，接着剤もいちじるしく進歩し，品質

も改良されて，その面目を一新し，とくに南方諸国から

ラワン丸太を輸入して，合板として主に米国へ輸出し，

その量は年間6．3億平方尺，金額にして130億円にも達

している現状である。しかし，このような良質の合板を

多量に製造できる近代設備をもっている工場は，わが国

ごとく，だんだん細分化したものを再び集めて，大きな

材料としていい品質のものになるばかりでなく，好むも

のに作りかえることもできるし，これに用いる材料は，

工場で作られる廃材や，従来はかえりゑられなかった小

径木などであるから，正に一石二鳥にも三鳥にもなるの

である。したがって，工場に運ばれた木材を完全に利用

するためには，各凌の工程で作られる屑品を次から次え

と利用して，各種の製品を製作するような多角的な生産

工程を考えなければならない段階になってきたのであ

る。このような一貫した大規模の工場は，まだわが鬮iこ

は見当らないが，アメリカには若干あり，今後はどうし

てもこのような考え方の経営なり，組識を作らなけれ

ば，木材利用の合理化は望むことができない。

さて，このような思想のもとに，これから大いに作ら

れようとする材料･ ･ ･・ランバーコア･-合板，集成材，繊

維仮，削片板その他合板などにちょっとふれて承よう。

(i)ランバーコアー合板さきにのべたように巾の

広い板はどうしても反る欠点をもっている。反らないよ

うにするには，板を細い棒状のものとし，それを巾や長

さの方向に任意にならべて互に接着させて一枚の板と

し，これを丁度合板の芯仮のようにして，その表と裏に

接着剤を両面に塗布した単板で，別の美くしい単板を接

着させると厚い5プライの合板ができ上る。これがラン

パーコアー合板といわれて，いわば芯を木材とした厚い

』

の320もある合板工場のうち，数えるほど

しかない。その大多数の工場でば，木材利

用の立場で工場内を承ると，おびただしい

桜震れるクズ単板の量，ベニヤをむいた残

りのムキ芯（径6～7寸）の山などが見ら

れる。

これらの量をなるべく少なくするととも

に，その利用法も考えなければならない。

また合板の品質にしても，技術的の研究に

よってこれを改良に努力しなければ，とん

だウキ目を承るようになろう。

今後の木材加エ技術

木材には材料として長所もあるが，短所

＝bf語一＝一睡』

盤9'乗

１
１
１

●
』

叩

躍織
一b

i."
唾塑制覗苗弓宍’、 Pad票宗 ザ戸 むり包句

第1図ランバーコアー合板

合板であって，家具用材や建築内部飾装材料に用いられ

る。このような合板は最近になって若干の工場で副業的

に造られかけたが，ある程度は発展するものと思われ

る。要は，芯板に細い棒状のものを用い，しかも巾と厚

ささえ揃っておれば，長さは任意でよいのであるから，

工場における製材の廃材，ロータリーのムキ芯などが用

いられ,これらを一定厚さの板に製材し，人工乾燥して

含水率8～10%にしてから棒状に製材して，組合せ接着

もある。燃えやすいことや，腐り易いほか挺，方向によ

って性質がことなり，とくに水分の変化によって伸縮を

し，板などはそりやすい。これらを防ぐためには，素材

のままで用いないで一産細いものにして互に接着して再

び板や住に作りかえて用いるか，または，さらに細かく

チップや繊維にまで催ぐして，これを再び板に作ること

である。つまり，今菫でのように素材のままで用いない

で，桟木のような細いもの，さらにチップ，識維という

－2－
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小倉；木材利用合理化と木材加工技術

すればよいのである。したがって，節などの欠点などは

要すれば任意に除くこともでき，ごく小さい材料を集め

て，思いのままの大きさの板に再生させることができ

る。芯に用いる樹種は，狂いの少ないことが必要である

から針葉樹か，嗽い広葉樹が適している。このように説

明してくると，いかにも簡単に作られるようであるが，

実際には技術的問題が多くあり，工程上の要所をおさえ

る適当な設備をもたなけ-れぱならないことは申す:までも

ない。

(ii)集成材木材･朧燃えやすいからといって，これ

からの蓮物はいわゆる耐火建築へ移りかわりつつあり，

施策の面でも極力この線にそっているけれども，やはり

公共建物や一般住宅さらに土木用材などは，わが国の経

済事購を考えると今日より多くなるとは考えられないに

しても，少なくも現状程度には将来とも用いられるであ

ろう。ところが従来のような大径木や節のない材は姿を

けしてくるので，節のある，小径木を対象として，構造

用の材料を考えなければならない。これには集成材に作

り上げることが最もよい方法であり，またこれ以外に嫁

ないのである。

集成材というの催，丸太を一定厚さの板に製材し，こ

れを人工乾燥して含水率を一定にととのえてから巾をそ

ろえ，表面を仕上げて平滑にする。これらに接清剤をぬ

って望みの厚さになるだけ板の枚数を稜みかさね，長さ

の方向も望む長さになるまで並べて，これらに圧力をか

けて互に締めつけた童まで放綴して，接着剤の硬化する

のをまつ。このようにして出来た材料が集成材といわれ

ているものである。材料の巾さえそろえておけば，高さ

や長さは任意の大きさにすることもできる。また，一枚

の板が6～8分程度であれば，曲げたままで圧締接着を

することができるので，いわゆる湾曲集成材も作られ

る。これになると，とくに…ｵ料としては，すぐれた

もので，スパンが広く中間に柱のない大広間，例えば体

育館,劇場，停車場，学校などを作るのに適している。

すでに欧米で健30～40年も前からこれらの技術がすす

み，この様な建物がたてられ，鉄筋コンクリートなどで

総承られない優雅な趣があって，教会などにほとくに多

く用いられている。ところが，わが国では童だ試作の域

を脱して鎧らず．一般には用いられていない。わが国で

初めてと思われるのは森林記念館の広間である。実をい

うとこれば内部装飾に限られ，鱗造部材としては用いら

れていない。しかし接着剤は改良され，加工技術も進歩

してきたのであるから，もう集成材も技制職には心配す

る必要もないところまで来ていると言えよう。ところ

が，この集成材を建築に用いることは，まだ法的には綴

められていないので，どんどん実用化することはできな

藤

勘

鶏

・
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罐

』
１

口晶予

勢浦
鐸 轡.

魂

州

撫

』

I

一巳

企

影

■
１
４
口
・
９
６
『

＃

贈

嬢

第2図森林記念館
＆

！
4

』閲

第3図集成材を利用した倉庫

い。これには，集成材を鱗造部材･として十分利用できる

ことを信じさせる資料や，その設計に必要な基礎蓑祭を

速やかに作成し，建築界と協力してこの推進に努力する

ことが必要である。こういう意味で，本年度に林業試験

場では集成材実用化試験というのを行なうことになり，

露曲集成材を試作して強度試験を行ない，さらに構造物

を造ってこれの剛性試験をしたのち破壊まで至らしめて

多くの必要な資料を作ることになっている。これによっ

てまだわが国にはなかった盗料をととのえて，速やがに

実用化に達したいと念願している。これが実現すれば，

構造材料としても従来のような大材を必要とせず，小径

材で十分に間にあうのであり，林業の経営方向にも一つ

－3－



小倉：木材利用合理化と木材加工技術

ることも大きな問題であって，目下のところとるべき対

策を研究中であるといえよう。ただこんなところにも木

材･利用合理化において我なの考えるべき問題点のあるこ

とだけを指適しておこう。

むすび

科学の日進月歩にともなって，木材の加工技術もまた

日進月歩をなし，しかもその速さはまことに急である。

数年前までは燃料としか考えなかった制地や工場の廃材

が，将来の板類としての主なる凋料になろうとは果して

何人が予想したであろうか？木質材料も他の生産製品

と競合して木材･の長所をできるだけ保ちながらその品質

を改良して行かなければならない。木材は材料としては

正に貴重品であるから，生産されたものは，まず完全に

合理的に利用されなければならないし，そうなるであろ

う。それだけに，材を生産する林業の方は，木材の利

用を考慮し，用途に適した材料を生産することを忘れて

はならない。わが国の備牒も今日大きな転換期に来てい

る。多方面にわたる用途をそれぞれ対象とした生産計画

にもとづいて，紳鎗経営が行なわれてはじめて，木秘利

用の合理化，さらに広くは附鐸の合理化が行われること

になる。その日の速く来ることを念願している。

輯爽を与えるものといえよう。

(iii)合板今日の合板業界は童つたく隆確をきわ

めているといえよう。しかし，その原木は南方からの輸

入材であり，合板の品質もとくに良質とも言えないよう

である。現在では合板は主に家屋内の用途に限られてい

るが，今後ほ合板でも屋外にでも用いるようになるので

はないかと思われる。というのは，これからは原木の径

が小さくなるので，今までのように素材から板をとるこ

とが出来なくなるからである。そうなれば，板類に代っ

て合板の進出も考えられる。そのためには，合板自身の

性質をもつと改良しなければならない。合板には完全耐

水性合板といわれるのがあるが，今のところこれはただ

鋳誉剤だけが水にたいして強いというだけで，屋外に長

い間バク戸されていると，なるほど表掘菰接清されては

いるが，表仮に割れが生じてくる。これでは品質として

ば良と言われないので，屋外に放置しておいても割れな

くて，塗料などもはがれないようなものであってほし

い。このような合板が市場に出て，今の板の代りに使わ

れるようになれば，まだ蓑だ合板は錨蔓されるように思

われるが，そのときは合板用原木は底をついてしまうの

ではないかとも懸念される。そのうちに合板，とくに室

内の装飾用のものは貴重品となる時が来るのであろう。

この様な合板はやはり必要で，木材のよいところは他の

もので肱おきかえられないから，その原木はこれからの

林業でも引続き生産するようにしなければならない。

(iv)パーテクルボードとハードボード
（削片板） （履舞職綱反）

これらのことは，それぞれの専門家が執筆されているの

で説明することをはぶかせていただく。これらは，何れ

も，工場の廃材や林地の小径木を利用して造られる新ら

しい木材工業で，パーテクルボードは家具類や室内輯茄

’用の厚い振鎮として，ハードポードは屋内や外部用の板

類として，用いられる。とくに，ハードポードはいちじ

るしくのび，今の癖に代るであろう。これらの獅廠に

よって，小径木や廃材から任意の大きさの板類が，しか

も湿気にあってはならない材料から，いくら蔬露にさら

されても一向に差支えない凋料にいたるまで，大量生産

されるようになったのである｡これら両者は今のところ，

朧つきりと区別されているが，そのうちに次から次へと
品質も敦良され，軽いものから重いもの蓑でいろいろな

オ壇材料が作られることであろう。また樹皮とくに針葉

樹の樹皮も利用されて立派な絶縁材料となる日が来るも

のと思われる。

(v)防火と防腐木材の耐用年度を増すことも利用

合理化の大きな問題である。木材防腐ということも一部

には古くから行なわれて‘きたが，全般的には微なたるも

ので，とくに家屋にたいする防腐，白アリにたいする防

虫などは一般大衆に関心をもたせ，その対策を講じさせ

ることが必要である。また火災にたいして燃えにくくす
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は木材の関連産業も，やす象なく質的,構造的変化を続

けて行く。

前記の通り，日本の経済は，戦後大巾に成長したが，

それは戦前の単なる延長としての量的拡大ではなく，内

部溝造は高度化し，タ陪鷹環境は一変した。

それは第2表および第3表に示めす貿易構造の変化を

承ても明らかであろう。

第2表主要輸出品の構成比率
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木材にたいする需要が，経済の消長とともに増城する

ことはいうまでもない。

戦後，日本経済は飛躍的に発展し，実質国民所得は，

年平均11％工業生産は22％という非附な高率の成長を

示めした。また31年における各種産業の動向をぶても，

近代産業とい湖もる鉄鋼，自動車，セメント工業等の生

産額が，世界第5位，総輸出額が第7位，造船量が第1

位（31年の世界の総造船量600万総屯中150万屯を日

本において造船）などと飛躍的な復興発展を象せている

ものがすぐなくない。

木材需要が，こうした経済の発展をそのまま反映し

て，戦後大巾に増大していることは当然である。

すなわち，昨年林野庁が関係磯関と協力して調査推定

したところによれば，30年度の木材消費量は1億4千

5百万石に達していることが判明した。これは戦前の基

準年（昭9～11年）当時に比較して約2倍に近い量であ

り，昭和25年に比較しても約5割の増大である。

第1表木材需要量（単位千石）

’
ー

※
※寺

』
》

U

’

15．9

－

0．9

(註）※は不明，一は単位未満

第3表主要輸入品の構成比率
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さらに戦後最大の好況とうたわれた31年度の消費が，

これより大巾に伸びていることはいうまでもない。今後

についても，かかる需要の増大傾向が益を強まると云っ

て決して誤りではなかろう。

しかしながら，経済は日に日に成長しながらその椛造

をかえていく。

その内にあって，木材を消費する国民生活も，あるい

’そ

化
機
そ

筆者・林野庁林産諜長補佐
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高橘：木材需結の将来と木材工業の動向

すなわち，輸出品の職成を承れば，戦前輸出金額の半

以上をしめていた繊維およびその製品は，戦後化繊の進

出などによって大きな汪迫をうけ，31年には約3割台に

おち，特に生糸は11％から2％へと急激な減少を示

めしている。これに反して磯械類，金属製品等の伸びは

箸るしい。

また,輪ス商品の構成をゑても,戦前総輪ス額の32％

をしあていた繊維原料は，わが国における錦花需要の激

減(優良化繊の増産および綿識物輸出の減少)によって，

今は25％程度におち，今後も益を減少の傾向をしめし

ているが，金属鉱鉱物性燃料の輪スは大巾に増大し，わ

が国における産業構造の高函bあるいは，軽工業から重

工業への経渋構造の転換を単的に示めしている。

すなわち，わが国の経済は戦後大きく溝造的淡化をき

たしており，今後も年,とそうした道を辿るものと推定さ

れる。

そして，戦後の木材消擬も第4表のように，大きく斑

第4表木制･の主要用途別国内消蕊量
（素材千石）

に上下し，30年度には約5千万藏全木材消費瞳中の3

割強を消費していることとなる。これを住宅と非住宅に

分けその耐火構造率を示めせば，

戸数 坪数 ’零轡耐縛需
住宅397千戸6,238千坪 88％ 12％

（78） （22）
非住宅- 4,616〃 65％ 35％

（56） （44）
計 - 10,854"

〔(註）（ ）内は35年度の推定〕

以上の通りであり，耐火雲は年燕坪数で2％程度

の増加を辿るものと推定されている。しかし，一昨年建

設省が訳燈したところによれば, 30'年度における住宅不

足朧270万戸に達しており，これに人口増によるものあ

るいは琴f等年に新規に需雰曽となるもの20万戸の存

在を考えあわせれば，今後当分予燃化率以上の道鍵増が

あるものと繼老され，この部分における木材の消費は尚

当分増加の傾向を辿るものと考えられる。

なお参考までに,林野庁で行なった40年後の需要推
定では，蕊蘂における木凋需要鑓を8千万石，つまり現

在の6割と承ていることを付言しておきたい。しかしこ

のうち合板，繊維仮，削片癖加工材･がしあるウエイト

カ状きくなることは申すまでもない。

（ロ）バルブ用材

戦後の木凋需蕊動向と，もっとも注目すべきものはパ

ルプ用材の量的増大および質的変化である。

30年度の消費量は第4表に示めす通り約2,700方右で
あるが，これは戦前の基準年（9～11年）当時における

樺太等をも含めての消喪約800万石に比し3.4倍に相当

する。

さらにその用材をみれば，戦前歓迎されなかった内地

のマツ材が主要な部分をしめ，しかも予想だにされてな

かった広葉樹さえ，今日では数百万石使用される状況と

なっている。

パルプ産業が，こ･のように驚くべき伸びを示めしたの

は，国内の旺盛な折需要および化繊工業の発展に基づく

ものであるが，この数年間における内需の動向および外

国からの注文の殺到などを見るならば，今後もますます

膨張をつづけるものと象なければならない。特に31年度

は日本経済の好況を反映して16～17％の伸びに達して

いるようであるが，32年度もさらにこれを上まわり10

％以上の伸びを示めすものと推定される。

かかる急激な膨張から，パルプ工業が，はげしい原木

不足になや桑つつあることは，最近種おけるパルプ材価

格の値上り，全国的な交流輸送の激化，広葉樹の釆晦増

大，針葉樹小径木の釆鵬増大，製材工場等における残材

～

存

坑木|枕木l南の響｜
10,600 3,2

12，139 2，7

12,012 2,8

11 ,0221 2,8
8,890I 3,0

劃‘’’8，6

年度|建築|鳶ﾙ感 ｑ雪
司

25 1 54,072 11,707

26 147,741 16,322

27 48,336 18,4401

5"5:5Y5":6"1
29 46,80523,311

30 49,518126,6161

95，908

1 14,507

1型,562

138,247

134，476

139,648

■

＄

（註）1．建築用材ほ建築蒜工坪数より推定した。
2. 30年度のパルプ用材にはパルプ用とLて購入し，その

後他の用途にむけられたもの約52万石を除いてある。
3．坑木iこは炭砿以外の鉱山に使用されたもの約110～130

万石を含む◎

的な変化をとげつつあり，かかる傾向は，今後もますま

すつよ童るものと考えられる。

い童，そうした木材消費の質的変化を主要部門別にぶ

れば次の通りである。

2． 消費部門別にみた木材の需要動向

最近における木樹･の需要動向をかえり黙るならば，そ

れは．｢溝造材料的な需要に比較して，工業原材料的な需

要のウエイトが年を増加しつつある」と結論づけられる

であろう。

以下そうした動向を部門別にみて行くこととしたい。

（イ）建築用材

木材の消費部門中，第1位を示めるもの朧依然として

建築である。

ここ数年間の動向をかえり琴れぱ，第4表に示めして

いる.通りであって，25年には復興建築の増大により戦後

の最高を示めしているが，その後日本経済の消長ととも

:~
ｰ
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木材需給の将来と木材工業の動向高橋

第5表 30年度(35年産）のパルプ用材所婆墨

|SP I DSP I DKP I BKP UKP I SCP AP他| GP |
581 6621

(30)I (895)
485 5，661

（273）（7,608）
01 178

(8)I (380)

計

53
(200)
558

(1,900)
336

(1,900)

1，951
（2,878）

26，616
(37,510)

3，148
（9,946）

494
（460）

8，323
(7,590)

887
(1,139）
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111 282

（45） （420） （400）

1，576 4，340
(810) (5,754) (55880)

813 260

(405）（4,603） （588）

ノく ノレ

用

内広葉 樹

(註） 1． 単位，パルプ千爽極木材千石
2． 35年度のパルプ計（2,878）中には雑パルプ23千屯を含む。2． 35年度のパルプ計（2,878）中には雑'

利用の推捗などが如実に物語っている。

しかし，それにもかかわらず，パルプ工場の新設ある

いは拡張は，年々ﾎ跨って進められつつあり，将来の木

材需給上，パルプ原木の問題はきわめて重大な問題とな

っている。

一昨年以来進められているソ連材の輸入対策’あるい

は現在さかんに調査が進められている南方材のパルプ?用

としての輪ス問題などもパルプ工業にとっては今後のき

わめて重要な問題であろう。

なお林野庁で行なった40年後の需要推定でもパルプ材

需勢撫9,000万石以上に達するものと推定されており，

わが国の木材需給と大きなウエイトを持つものと考えら

れている。

（3）包装用材

包装用材の需要は，工鉱業製品の包装の他，果物，野

菜，水産物等の包装材需要によって構成され，その種類

は多種多様であり，需要の時期的な変化もきわめて複雑

である上に量的にも瀞§なものであって，木材需給上微

妙にして，かつ重要な地位をしめているといわなければ

巌らない。

一昨年，数倍に上る関係鱈筒罰体，あるいは関係官庁

の協力を得て調査した線深その総量ば2,300万石をこえ

るものであることが判明したが，その後も日本経済の発

展とともに増加の傾向にあり，今日2千数百万石を-ピ下

しているものと考えられている。

しかし溝丘数年の動向として，ラヂオ，電透,薬剤等

の如き各露淫渥鋤の乞嵯が念漣にダンポール函に1峰興さ

れつつあり，さら腱ワイヤパンドポツクスなどの使用も

普及しつつあって，包装業界の将来は多難であろうと考

えられるが，ここ当分は2千万石台の需譲を鶴しうる

であろう。

（4）坑木

罪kは，その80～90%が炭鉱で使用され，残りの

10～20%が金握鉱山で使用されている。したがって坑

木の需要は，石炭の生産量によって左右されるといって

も過言ではない。

30年度は炭鉱で751万石，その他で110万石b合計

860万石消費されたが，31年度は一般経済の好況に支え

られた石炭市況の活況に伴い900万石をこえるものと推

定される。

ここ数年努力された炭坑の経営合理化による坑木原単

位の引下げも略限界に達している模様であるから坑木の

需要錘ま出炭量の増加につれて，微増を続けるものと考

えられる。

ただ問題は，パルプ材との競合であり，最近ではその

対策として広葉樹坑木の使用（北海道の大口炭鉱では坑

木使用量中50～60%が広葉樹になってきている｡）カラ

マツ坑木の使用などすすめられ，またパルプ工業との立

木の協同雌ス策などの手もうたれつつある状況である。

（5）その他の用材

以上のほか，電柱,枕木,杭,造般用材,車繍用材，

土木用材，建具家具用材等についても，需要の質的な変

化は年を進行しつつあり，これらのものにとってかわっ

てセメント製品，金属製品など耐火資材の進脳が年に目

立ってきているので需要の伸びにもかかわらず，木材の

需要量はほとんど増加の見透しはない。

しかし，一方繊維板（1屯あたり木材10石）削片板，

合板等の需要は年を増加の傾向にあり，木材糖化工業育

成の努力も払われつつあって，かかる工業原材料用木材

の需要は，ますます急速に増大するであろう。

（6）薪炭材

薪炭ば戦前家庭燃料の大宗であったが，戦後大都市に

おいては鉱物性燃料の使用が急速に普及し，その市場は

年を狭ばめられつつある。またパルプ用材,坑木，削片

板用材などとして，従来薪岩材に使用されていた程庭の

広葉樹小径材が多量使用されはじめており，こうした原

木の面からも薪炭業の将来は多難であろう。

30年度の消費量は木炭200万屯,薪7,000万層識石

程度と推定されているが，今後，人口および世帯数の増

加生活水準の向上などが考えられるとしても，代替燃料

の増大の結果現在以上に需要の伸びがあるものとは考え

られない。

毎毛

樫
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高橋：木材需給の将来と木.材・工業の動向

3． 木材の供給対策

現在の林業技術では木材の生産に,少なくとも30～40

年の年月を必要とする。

このため将来における木材の生産計画を立てようとす

る場合，少なくとも30～40年後の需給を一応想定して

ふることも必要であろう。かかる立場から林野庁では，

昨年40年後の木材需要動向を推定した。

それによると, 30年度の需要が1億4千5百万石であ

ったのに対し，40年後には約2億8千万石程度に達する

ものとの結論に達している。

年 度 用材需要 ・

昭和30年度 145百万石（註)薪炭材は含まず

40 180

50 213

60 247

70 280

しかるに，このような需要の増大に対して木材の正常

供給力は，現在でさえ半分以下にしかすぎない。

このため林野庁としては，大要次のような長期にわた

る需給対策を立て，今後それを強力に推進しようとして

いる。

（1）当面の措置

（イ）林道開設の促進

現在の残された開発可能林770万町歩に対して，今

後20カ年間に，

民有称林道 ･79,000粁 (471万町歩）

国有林〃 34,000" (308万町歩）

の林道を計画し，31年度以降5カ年間にはこのうち国

有林において4,000粁，民有林において24,000粁，

計28,000粁を開設し，木材の生産を極力増大する。

（ロ）利用の合理化

木材の節約,積極的な高度利用などを強力に推進す

る。（例えば，木材，防腐，歩止りの引上げ，廃材の

利用，燃料の節約，代替資料の利用促進等）

（ハ）外材の輪ス

31年度においてば，約740万石（南洋材665万石，

米材60万石，ソ連材6万石，其他）の輸入を行ない，

31年度はさらに増大して900万石をこえる輸入に成

功したが，今後も当分国内の需給動向とにら承あわせ

て，円滑な輪スを促進する。しかし，10～20年後に予

想せられる国内生産の最低期をさかえとして，その後

は漸次国内材への依存度を増し，30年後頃には，特殊

材数百万石程度の輪スで，国内需給をまかなう方針と

する。

（2）長期対策

（イ）人工造林の拡大

現在の国有林造林地103万町歩を40年後に朧300万

町歩にし，民有林造林地460万町歩を35年後には800

万町歩に拡大し，合計1,100万町歩の人工造林地を造
成する。

（ロ）林木育種等による土地生園生の向上

品種改良，外国樹種の導入などにより，造林地の生

産性を引上げる。

（ハ）その他林業技術の高度化による生産力の引上

げ。

林業技術に関する試験研究を強力に進め，普及機雛

を通匹て，民有林における生産技術の向上をはかる，

また国有林では経営合理化を進めることによって，生

産力の増大をはかる。（詳細は林野庁繍鱈「木材需給

の長期対策について」または「林野時報」昨年11月

号を御参照願いたい｡）

すなわち，以上のような方針と目標との下に，今後各

種の具体策を進めようとしている。

4．あとがき

木材需要侭前記のように急速に増大しつつあり，しか

も質的にも大きな転換を承せつつある。

しかし,注意しなければならないのはハードポード,木

材糖化のように木材工業の発展に伴なう需要の麹勺変化

と，パルプ材のように木材資源の欠乏に対応して現われ

ている質的な変化とを混同してばならないことである。

いずれにしても，木材工業の側は如何なる樹種でも，

遥的にまと霞つた生産が行われさえすれば技術的には利

用出来る段階に立至りつつある。勿論，40年後の見透し

においてすら，木材需要の総量の30％近い需要量の推

定される建築部門の構造材などは，径級面の要求度こそ

変われ樹種的要求はその程緩和されるとも考えられない

ので，スギを中心とする針葉樹の需要は等閑視するわけ

にはゆかないが，少なくとも製材以外の木材工業用材に

関する限りは，林業の側では，適地適木主義に徴して，

単位面獄当りの木質生産量を最大にする努力をするなら

ば，その要請にこたえうるであろう。目先の需要動向，

特に木質資源の欠乏に伴なう応急的需要動向にひきずら

れることなく，単位面積当りの生産量を増大ならしめる

ことに，林業技術研究の重点は指向されなければならな

い。

ともかく，木材の需要は量的にも，質'約にも将来ます

ます変化の道を辿るものと思われる。本号からにじ承出

ている木材工業側から林業に対する要請が，林業技術者

に充分汲承とられることを念願してやまないのである。

、

｛
』
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のであるが，特に注擬すべきは木造家屋の減少と需要の

関係である。昭和31年中の総鐸着工坪数は12,404千

坪と戦後騎笥の数字に達し，前年に比し実に23％の増
加であった。その間にあって木造建築の總平数に対する

比率は年を減少している。遺筆濁流計によっても，雁豚ﾛ25

年92％をしめていた木遥蕊塗驚は31年度でば77％と

低下しているのであるが，絶対量の異常な埠珈によって

全体の坪数としては尚積増の潅勢にあるということがい

えるのである。

したがって現在の建築用材の需要を承て，不燃住宅が

増加しても現在の需要趨勢が持続されることを予想する
のは早計であって，その間に木材業界としては需要対策

を練って置く必要があると思われる｡

昨年のこの好況をさらに助長したものとして，会社，

法人による清工が箸増したこと力挙げられる。これらの

坪数は公共営住宅と合算すれば総建築坪数の35％に達す

るものであって，産業部門の好況がこの識3にも強く表

われたことを示めしている。それと同時に従来とかく盗

金回収の遅れていたこの部門が，早期支払に転じ得たこ

とが，木材業界に経済的活力を注入したことも争えない

事実であった。

○家具，包装材等の需要について

家具，包装材等の需要は建築用材に比し，その実体を

把握し難いものであるが，これも昨年捻大きい需要があ
ったことは明白である。昨年初頭の見透しにおいても，

家具用材関係は適材の集荷に悩承，家具業界は〃本年は
夏枯れなし〃と豪語していたのである､が，実際需要もこ

の期待を裏切らなかった模擬であり，したがって危倶さ

れていた金属性家具の進出も，価絡の点では大した影響

はなかった。しかしこの影には家具適材の生産に改良を

企てた北海道材関係業界の努力を見逃し得ないのであっ

て，木材利用合理化対策としても，ひとり家具関係のみ
ならず，他の産業部門需要に対する研究の必要なことが

痛感される。

包装用材の需要増は，さらに顕著なものがある。特に

最近の包装需要は機械包装を主とす-る重包装用途に向け
られる傾向が強まりつつあり，昨年の鉱工業生産指数の

数字（昭和28年を100とする場合156.9に達している）

は，この需要増を裏付けるものである。
また包装材について考える場合，ヱゾ松を主体とする

風害木，北洋材の輔移ス，並びに松，杉の廃材利用の面

を特に考慮せねばならない。これは先きにのべた重包装

の場合は比較的関連が薄いのであるが，雑包装生産者に
とっては重大な問題だからである。輸送面においてもっ

とも注目されているのは仕組板を主体とする包装材であ
って，これが工場廃材整理の面からある程度採算を除外
視して遠踊雛に運ばれていることは蘂夷であり，また一

般材に比して工場在荷より常に駅頭在荷が_瞳､っている
ことは，この間の消息を物語っているものといえるであ

ろう。

以上の点は別個の問題として，ヱゾ松に対する底潅な

需要は包装材の一傾向を示めすものであって，この部門

－＝サーー－．－一 一 一堂ニーー．一・一一り”＝

最近の

木材流通

事情について
田好彰
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木材の流通を論ずる場合，まず需要部門の経済事情に

基づく交流状態を観察し，さらに他の一般経済の影響を

考盧に入れつつ生産，配給機購の動きを検討せねばなら

ぬと考える。この意味からいうならば，〃神武以来〃と

称せられる経済好況の影響が木材界におよぼした効果は

特に本年は注目すべきものであろう。

1．需要はいかに進展したか？

○建築需要

端的に木材業界の好不況を示めすものは需要量である

林野庁の発表している需給量推定によれば，生産量及び
内地需要とも昭和30年度に比し次の如く増大している。

一

W

年 度｜内地生産量｜ 同需要鐙
千石千石

137,613

142,422

昭和30年

同 31年

139,643

144，922

の

また輸入，輸出も共に増大しているが，需要量は200

万石乃至250万石生産篭を上廻っていることば，今後の

わが国木材需給のバランスを図るためにば将来とも相当
量の輪ス材･の必要なことを示めしているのであって，さ

らにその内地需要の現況を樹種別に検討するならば，輪

ス材対策の根本方針にも触れる問題となるであろう。

森林盗源の澗渇が叫ばれつつこの増産が行なわれてき
ている最大の原因は価格の堅調にある。全国的に木材価

絡の基調と目されている杉小丸太価格の推移はこれをよ
く表わしているものといえよう。すなわち東京，大阪，

名古屋の三大市場の動きをみる場合，昭和31年1月か
ら上昇をみた価格は，例年多少とも表われる不需要期に

おける下降傾向を示めさず年間に2割以上の上昇を示め
したのである。

この価格推移は建築用材を主体とした一般用材関係の

ものであり，パルプ用材については後述するような更に

複雑な動きを示めしたのであるが，その基調となるもの

は建築需要の進展にあったことは争えない。建築需要に
ついては種々な観点から需要の趨勢を象ることが出来る

垂
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吉田：最近の木材流通事情について

においても需要は一向に減少しないばかりでなく，いわ

ゆる数量景気の影響をもつとも多く受けたのは包装材で

あったといえる。これらの需要の情況は，今後の木材需
給推定上の参考とすべきものである。

○パルプ材の需給関係

最近木材需要部門中需要の減少している主たるものは

坑木であり，それと対照的なものはパルプ用材であろ

う。しかもこの両需要は樹種的にも，また地域別需給関

係からも競合する立場にあるものであって，いろいろの

意味から検討されている問題である。

特に本年のパルプ材の需給関係は複雑な素因を含んで

おり，将来涯も大きな問題を投げるものだと考えられる

のである。パルプ工業の増産計画による驚くべき需要増

加は，全国の木材需給及び流通事情に大きな変化をおよ
ぼす必然性があった。これが全国的にはさほど波紋をお

よぼさなかった最大の原因は風害木の発生による内地輸

販材及びソ連材の輸入によって，北海道，東北，北陸地

方のパルプ材需給の緩和の役割が果されたということに

あった。これらの地方に移スされた風害木の数量朧昭和

31年度でパルプ材約60万石，さらに間接釣にパルプ材の

需給緩和に役立った一般用材80万石（ヱゾ松の包装用材

としての地位は極わめて重く，したがって赤松の供給不

足iをヱゾ松で充当したことは見逃せない事実である）で

あってこれが影響して以上の三地方においてはパルプ材
の価絡及び流通は比較的安定していた。

しかし，この風害木の好影響も地域的に限定されたこ

とば免れず，しかもそれ以外の地区にパルプ工業の増産
計画の重点が掻かれているため，需給関係に大きな問題

を起すに至った。すなわち，山陰，山陽，九州における
パルプ盗材の礎得競争の激化は一般材価をも高騰せしめ

製錘[:場は資材不足と採算不能の結果,箸るしく出縦旨
力を減少せしめてしまったのである。これがまたパルプ

材の輸送経路とも関連して，全国的な輸送難と相俟って
木材の流通状況にも影響してきたのである。

パルプ材と一般製材,坑木の需粭調整の問題は，あら

ゆる面から今後の研究課題として残されるものである

が,従来も屡盈叫ばれてきたパルプ業界の地域的な協定
及び一段材坑木業界との間の調整を図って，輸送面から
も合理的な運営を期さなくてはなる叢い。

2．－織材の市場関係動向

最近のこれら需要面の活況に対して生産も確しかに増
進されつつある。東京，大阪の各市場に対するス荷は昨

年に比し約10％の増を示めしている。しかしながら内

容的に承る場合，集荷地域，荷受者別数量比率等に“目
当の変化のあることは注視すべきであろう。

その一として挙げられることは昨年沈滞していた大阪
市場が，価裕約にば東京に比較して値上率が高いことで
あって，これは大阪市場に集荷される地域別数量にも影

響している。林野庁調査による『生産地市場の仕向先別

出荷量調査』によっても，大阪市場向けに出荷している

27生産市場についで男応るに，

前年同月比増加を示めしたもの 11
〃 減少を示めしたもの 8
〃 略同程度のもの 8

となっており，東京と比較して増加市場の数が多いとい

えるのである。勿論これに対しては後迷う~る輸送関係の

逼迫があったため漣，自動車，海上輸送による部分が多

い大阪市場が有利だったという価絡以外の要因もあるの

であるが，東京市場においては九州地区の入荷が減少し

ているに反し，大阪市場は九州材が再び勢を取戻してい

るというこ.とを明白に示めしているのである。

このことは稀来価絡差のあったため，運賃高を吸収し

て東京市場に送られていた九州材が，大阪市場の好況の
ためそこでチェックされたというのが主たる原因と考え

られ，この傾向城山陰材にもおよんでいる。

また価格動向と関連しで今一つ注目すべき動きがあ

る。現在の木材価格は需要の活況に東幟されて高水準を

示めしてはいるが，大巾な値上りを見せているわけでは

ない。換言すれば除禽ではあるが，堅実な上昇線を辿っ

ているのであって,東京市場において侭4月に#ま堅調では

あり，荷動きも全蹴勺に良い中にあって,一部材種(例え

ば.3寸5分角2等の如き)は頭打ちの状態となっている。

しかし，このことは決して消費地に対する出荷意慾を
減退せしめてはいない。本年2月から3月にわたっては

運賃値上の見透し及び4月からの需要期に備えて，東京
業界の集荷の動きは極わぬて旺盛であった。特にその傾

向が附売問屋の部門で強かったことは注目すべきである

が，ここで流通瀞#としての附売，市売の特質に触れて
承る必要があろう。

各需要都市始め地方生産地にも発達した市売市場の取

扱高は，昨年においては一般材製品総量の40％にも達
している。したがってこの動きを無視して木材の流通は

考えられないのであるが，市売に対するス荷量は木材価
格の変動事謄によつで左右される場合が多いのである。
ここに市売と附売の夫公の特性が表われていることも興
味ある問題なのである。

すなわち大阪の如く，市売市場が圧倒的な比率をしめ

ている地方は別問題として，両者が併立している消費市
場においては，概して次のような傾向が表われている。

（1）市売の長所嫁出材の換金が早い点と，需要に適

した製品に対して予想外の価格上昇が見られる面白味

にある。しかしながら最近の金融事情の好転は，附売
にも資金的な余裕を与えた結果，その面では附売も対
策を講じて競合し得ることになった。また価絡がある

程度高水準に達したため，市売の販売対象たる仲買業
者もこれ以上買進承得ない場合が多く，随ってこのよ’

うな情勢においては市売の特長は削減されてくるのは
当然である。

（2）市売ば当日出荷したものを時価相場で全部処分

することが原則である。随って価絡が上伸しない場合

‐
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吉田：最近の木材流通事情について

運賃の絶対量の幅は広げられたのであって，これを克服

しての東京向け出荷は益々困難となるであろう。東京市

場の一部が，岩手，山形さらに北海道の製品に注目し始
めたことは，その意味からも注視すべき動きである。

4． 輪移入材と消費市場の動向

全国的な木材流通を考える場合，広葉樹及び翰移ス材

は数通約比率は少いにせよ，それが局地的に，又特定用

途に向けられることが多いため，特に需要地を中心とす
るこれら材種の流れを無視することは出来ない。

家具包装材の需要に関し先に触れた問題であるが，北

海道産広葉樹の供給は道内合板需要の伸長,輸出吋板の
関係による適材の不足によって減少しつつあり，本年度

は国有林の生産計画から象ても大巾の減産となる見込が
強い。内地需要市場においてこれを補填する役割をもつ

ラワン材の問題がここで浮び上ってくるわけであるが，
南洋材の輪ス問題についても価絡，品質，輸入の条件に

難点がある外，国際為替収支の認上によっては輪ス量の
削減も予想されるのである。

また昨年内地業界を潤した風害木内地輸送販売材及び
ソ連材等の見透しも極わめて悲観的である。風害木は一
般勅．，パルプ材を合計して60万石に限定されており，期
待のソ連材も運賃高に災され現在のところでは採算外に
あるばかりか，ソ連との契約条項に政府としての難点が
あって現在に誘いても輸入許可は進捗していない。従っ
て6月中旬からの輸入ば不可能椀され，本年度輸入は
30万石に過ぎまいとふられる。 この二材種の入荷減は
海港都市業界にとってば重要な問題である。

しかもこれら輪ス材のス荷は，実際需要関係よりもむ
しろろ気分的安定感を含んでいたことを見逃がしてはな
らない。これがパルプ材の需要の将来にも影響をおよぼ
すのであって，案外小さいと見られるこの部門から流通
問題が採り上げられる倶れなしとは保し難いのである。

5． 価格の推移と生産の今後

前述したように，昨年は不需要期においても価絡は季
節的下降を示めさなかったのは一つの特徴であった。本
年度においても，現在の需要動向からみて，同じような
傾向を辿るであろうと予想されろ。この価総見透しに立
つときはそれだけで生産を刺戟する材斜となるものであ
る。この場合，立木価格と製品価緒のズレが問題となる
であろうが，一時強く叫ばれていた立木高の問題は一部
局限された地方にのみ見られる感が深い。この点では生
産の臨路になるとは考えられない。

このような客観傭勢から承て，流通の状態は大きな変
化は見られないというのが常識であるが，伝えられるよ
うな一般産業えの設備授黄に制約が加えられる場合を想
定すれば，直接的な需要減の外，黄金回収率を低めるこ
とによる悪影響が考えられ，生産及び流通を阻害するこ
とも考慮にスれて識かねばなるまい。

このような財i攻的な圧力は従来中小企業に強く表われ
るのが原則であるので，木材崇界としても楽観を許され
ないのであって，全木連関係においても，中4,企業団体
としての経営の合理化，資金手当の強化に努力を傾注し
ているわけである。

においても需要の推移をみて保有して置く機能を有し

ていないことは附売問屋に比して弱点とされるところ

である。生産者に力がある場合においては，市場が比

較的安定し，かつ樗来も明るい希望がもたれるとき

ば，附売問屋に委託または契約販売する方が有利だと
馨られる。これを表明してか，最近の附売問屋方面に

対する入荷臓極わめて旺盛となっている。

以上のような内容的な変化はあるが，前述したように

主要消費地に対する入荷は現在のところ順調である。農

繁期に向っての生産状況，貨車輸送の条件，および梅雨
期を控へて消費市場の価格が如何に推移するか等,今後

の疏通状況の捕促はなかなか困難であるが，木材市場の

主な要因からそれらの点に触れて染たい。

3．輸送関係と木材流逼

流通状況に直接影響あるものとして輸送事情が挙げら
れる。昨年11月から2月初旬には貨車輸送の逼迫から，
需要地の在荷は減少した。勿論鉄道による木材の全輸送
量は，その場合においても前年を上廻っていたのである
が，地域的に極端な輸送難があったために流通状況にも
疫化を来たしたのであった。2月末には九州地方で例年
の駅頭在荷を5割も上廻り，これが東海薗腺の輸送難と
結びついて九州財･朧機帆船によって大蝉憲阪に輸送され
たのである。

さらに山陰，北陸,東4路線の輸送難も極端であり，
木材を主として輪送する、ゴーカル線程，その傾向は強か
ったのである。勿論これは一般材に限らず，富山，静岡
のパルプ資材の如きも危機を伝えられた程であるが，岩
手県山田線の如きほ生産後2カ月におよぶも配車が行な
われず，工場運営にも支障を生じるに至った。また秋田
製品も,同地方の貨車が木炭の緊急輸送と競合して不足
したため，称野庁を通じ緊急輸送対策協議会に問題を提
起して解決を図つた鱈どであった。

2月以降貨車事情はやや好転した感はあるが，この間
における他の輸送機関との関係を象る必要があろう。こ
れには輸送逼迫と同時に，4月以降の運賃値上も考慮に
入れ漁ぱならぬのであるが，機帆船も九州地区では昨年
来3回も値上げを行なっており，京浜地方に対する利用
率は伸長していない。注目すべきはトラック輸送の増加
であり，これは全国的に認められるところである。

従来，京浜地区では関東近采物はトラックで輸送され
るものが多かったのであるが，最近は天竜二俣地区の大
割騎はi､ラックでその日の内に運殻され，経済的にも効
果を上げて鐺り，さらに秋田，奈良，木曾方面からの輸
送すら開始された。国鉄貨物運賃の値上げに随伴して考
えられる小運搬料金の値上げにも対処し，また円滑な輸
送対策が木材産業の経済効果を_上げる所以である。この
見地から全木連としては新事業計画に輸送の円滑化対策
を掲げ，称野庁及び関係傘下組合の協力を求めている次
第であり，木材界としてこの解決は重要な課題となって
いる。

この輸送問題とも関連して，この2，3年間西に延び
てきた東京市場の集荷も転機が承え始めた。運賃問題に
際し，遠距離逓減率の引上げに反対して一応の成果を収
めたとはいうけれども，遠躍雛輸送の場合における石当
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一般には国民の生活水準が低いために用いられる歓迎せ

られざる必需品なのである。このような産業が採取的な

生産条件の上に立ち問屋的な市場操作によって不安定な

取引条件を持っていることを思えばこれとても盗本主義

的な産業とはいえない。

昭和26年における林業の総生産額を100とすれば原

木が66,木炭18,薪13,特用樹産物3を示し，日本林

業における木材産業の比重がわかる（通産省，産業連関

表による〕。 これを明治初期に較べれば特用樹産物と薪

炭と原木との比重はこれと反対の傾向を示していた筈で

ある。木材が資本主義の展開と共に新しい需要を開拓し

最も高い価値生産性を林業に保証するようになったこと

はことわる迄もない。しかし，木材といえども土地産業

であって，これを他の商品である鉄，セメント，石炭等

に較べれば盗本主義経浩に対してばるかに発展性の乏し

い商品であるといわれている。

木材産業というもののもつ特色がどこに見られるであ
ろうか，そのためには木材というもの力辮つ複雑な需要

の溝造に眼を向けなければならない。農産物とか薪炭等

は一般消蕊材として直接に家計消疑に向けられている。

薪の場合淀は家庭及び個人サービス産業の消費が90％，

木炭については76％がこれに向けられている。これに

対して木材においてはわれわれの住いとなる建築部門の

消費が代表的なものであるが，その他少なからざる部分

が産業用資材として迂廻的に消費経済に結びつくように

なっている。原木から流れて行く加工製品の先々を検討

すると価値額にしてその約50％が建設部門に用いられ
他の半分が産業用盗材として流れて行く。専門語を使え

ば前者は投盗財の性格を持ち，後者は生産財の性格を持
つ。生産財は迂廻的に年盈の消費活動に結びつくのであ

る。これに対して投盗財としての建材は個人や産業の資

本蓄磯と政府の融資によって左右される性格を持ってい
る。一般産業活動と投資財産業活動との間に経済のサイ

クルに違いのある点を注目しなければならない。たとえ

ば一般の産薬活動は戦後着之とその生産力を上昇させて

いるが，ひとり建築活動は昭和25年以降30年迄下降

の一途を辿り31年に始めて上昇に転じて今日淀及んで

いる。建設部門のうち約60％， 原木の約30%は個人

住宅に向けられるものと推定され，今日まで一般には直

接消費財としての性格を持つものと考えられがちであつ

1．木材産業の商品経済的性格

「木材工業と臓蒙経済との関連について」考察せよと

‘いうのが綴集者よりこのﾎ操経済の一年生に与えられた

課題である。これはり；襟経済のドクター・コースに課せ

られるべき問題であるが－年生は一年生らしく試ゑてみ

ようと思う。木材工業についても卿拳経済の現実に対し

ても専門的な知識を持っている訳ではないが，「盲蛇に

おじず」のたとえにある通り素人としてこの問題と坂組

んで承ることとした。誤って玄人の方盈に何等かの御参

考になることがあれば幸いである。林業経済と木材工業

との関連を考察するに当って日本鵬豐をあぐる現実はエ

コノミスI､としてはよほど慎重に坂組まねばならないと

い．う考え方を筆者ば持っており，原始産業と高度産業と
の関連として眺める前にその後進性の問題をめぐって予

て考えていることを整理してふたいと思う。

林業家の方点は考察の舞台を土地産業の場に限り，こ

れをめぐる外的条件に向ってその椀点を次第に移して行

くというのが普通であるように思う。筆者は人盈の暮し

の中から次第に眼を山の方に向けて行くという考察のし
方をとりたい。

エコノミストとして林業は木材と薪炭と特用樹産物の

産業として眺めることから田発する。

ごく簡単にいうならば商品には資本主義経済に対して
適性を持っている商品と適性を持たない商品とがある。
一部の人の嗜好に依り霜-る商品や，規格性を持たず大量

取引の対象にならないような商品，即ち特産物は地域経
済における保謹産業政策の結果封建制の下においては林
業を代表する産業であった。しかし今日では日本の林業
が山村における農家経済に大きく依存しているという意
味において適地適木の代表的な作目として意義を持つ，
換言すれば日本林業の鐙かれている環境，その後進性の
故に注目される産業部門である。

次に薪炭であるが，これは我が国民の燃料生活と密接
な関連を持ちその意味では先の特産物的な需要に較べて

ほるかに大量取引の可能性を持つ一般的な商品であると

いえる。しかし，薪ストーブの柔かい暖房を愛好し，茶

の湯的生活をエンジョイしようとする向憾別であるが，
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材産業の性格を取急いで分析して象よう。エコノミスト

の立場からは，三つの側面か考慮されることになる。そ

の一つは商品市場としての側面であり，その二は労働市

場の側面であり，第三に資本市場の側面である。われわ

れは先きに述べた日本林業の姿を忠実に反映する現実市

場の場におろし，流通の緬をたどって都会から山間に考

察を進めて行くこととする。

既に述べたように木材の代表的な銘柄ばスギを中心と

する規陥製品であり，これは全国的な商業組織である。

問屋機櫛の支配するところとなっている。そういう商業

組織を前提としているために需給は不安定であり，流通

資本は蓄積されず，市場組織における人的結合の性格，

釆雌的市場活動が強くその性絡を左右していることなど

が注目されなければならない。日本の中央市場と呼ばれ

る三都の市売り及び問屋市場の性格を吟味して承ると，

他の商品市場に較べて著しく，後進的であり近代市場と

しての条件を欠いているように恩はれるのである。

近代的な商品市場は全国的に一物一価の法則が貫徹

し，わずかに輸送距離その他によるタイム・ラッグを持

つものであると考えられているが，筆者の研究によれぽ

代表的な規搭建材･品を除く主として地方的建築需要，産

業需要による地域的な市場圏がこれに重複して存在して

いるように推測される。

木材の中央市場に対して，産地市場，中継制鵡と呼ば

れるものがある。その性絡は主として製材工業の集穣地

であり，これに木工業及び素材商，その他産業用木材の

集荷機関を合わせているような中小都市をさしている。

木材の中央市場もそうであるが,特に産地市場に行くと，

木材の各種の需密こ応ずる幾つかの市場のコンプレック

スとなっており，はな朧だしい場合は一つの製材工場が，

素材伐出業，（産業用材の伐出，建材の伐出）集散叢

製材品の薩院，特約納入，小売，市売，等各種市場を司

り，自ら木工経営に菫で乗り出すという複雑な性緒を持

っている。

昭和10年前後という時期は我が国木材市場にとって

一つの劃期的な段階を示しているのであるが，それは先

ず卸売物価における木材の価格水準がこの時から相対的・

に上昇しはじめ，各産地の製材工業は飛躍的に増大して

行った時期であった。即ち，全国製材工場は昭和8年の‘

1万台から昭和16年の2万4千台えと飛躍し，昭和24年

3万9千台をピークとして昭和31年3万2千台えと発
展しているのである。戦争による混乱と，これらの傾向

とは市場の形態を著しく変革した。その主なものをあげ

ると，三都中央市場の問屋資本がその支配力を著しく,弱

め，これに代って産地の製制工場に金融盗本の調達力を『

生じた。これによって一般的に産地の集荷系列は破壊さ

た。概念的にはたしかに消費財に区別されるが，それは

われわれが生活品を買うのとはわけが違うのである。わ

れわれは註文品として住宅の建設を依頼するが，その多

くは土建屋と称する前近代的な請負人を通して，その独

特の様式と調達機能に頼らざるを得ない。それは近代社

会の要求するものとは多分にギャップを持っているので

ある。先に述べたように建築需要は投盗財需要である。

それは一般大衆のしばしば経験するものではない。そう

してその好承は大衆とかけ離れたサービス業や旦那衆そ

の他融資力をもつ機関の建築技師によって支配される様

式に従うのである。特に，木材という商品をその木目で

あるとか光沢であるとかいった銘柄性によって需要する

という態度はこういうところから生まれる。こういう態

度に応ずるために特別の商品の知識というものが必要と

なる。それに応じた不相応に多くの零細商人が介在し，

われわれ一般大衆は安んじてこれらの商人のところに必

要な木材を買いに行くことが出来ない。

木材という商品ほその末端の需要が直接その性格をき

めないし，また木材のあらゆる目的に対する順応性は木

材に注文生産品としての特色を与える。そのかさばり，

その重量，産地の散らばり，供給者の零細性というもの

力:木材の流通に特色を与えているのである。木凋.が遠隔

地商業の支配するところとなり，未だに問屋的な商業組

職によっていることは一つにはわが国独特の建材需要の

構造による。

ここでは主として需要の構造を問題としたが，木材の

供給の講造についてもこれと同様のことが言はれ得るの

である。需要から目かくしされた零細な山林経営者や，

非企業的な山林管理者が行う不定期的な供給も，木材と

いう商品の流通条件を盗本主義的でないものにしてい

る。親子三代と続かない商売，大学を出た人達によって

出来ない取引，云い換えれば木材は普通のビジネスの対，

象としての性諾を備えてはいない。そのことを指して木

材が資本主義経済にのらない性格をもつと云っているの

である。

2． 木材産對篝造の靜態的考察

木材蘆業について，その商品の持つ経済的性柘を検討

して行くと上に眺められるように，資本主義経済に乗り

にくい個有の非合理性を持っているばかりでなく，日本

の経潰社会が後進的であるためにその非合理性を克服せ

ず需要の側においても供給の側においてもこれを一層費

本主義に合わない方向に向けて用い‘ていることが注目さ

れるのである。その挫賂をさして商品の非合理的性絡に

対し木材産業の非近代的性格として識別して鈴きたい。

土地産業部門と木材直'二業部門を含めて林業としての木
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れ素材生産から納材及び都市小売業との直結というふう

に四方八方取引網を延ばすようになったのである。

この産地木材工業の発展というものが果して近代的

工業の発展と同じ延び方であるかというところに問題が

ある。例えば紡織業のような近代的産業，即ち，一方に

産業資本が大工場を経営し，これに対して従属的なかた

､らで中小の産地工場が成立している場合，これらの産地

工場はただ低賃金とその労働搾取による高い操業庭を通

じて労働生産性の発揮と，大量生産に不向きな特種製品

の製造によって平均利潤率より低いが，しかし，専ら工

場の技術と廻娠率による祇閏の追及を志しているのであ

る‘

林野庁仁賀技官の報告によると，製材工場の一工場当

り消菱原木石数は大正12年20石，昭和8年15.3石，

昭和22年12．1石， 昭和27年8．7石と約半分に低

下し，一人当り一日製材石数は大正12年3．3石，昭和

8年3．0石，昭和22年1．6高昭和27年2．0石

と，大正12年の60％に低下しているのである。この

ような条件の上に製材工場や木工場が原木高の製品安と

いう中小企業に共通のなや承をもっている。これを木材

工業が如何淀して克服し得たかといえばその方向は個盈

の例外はあるにしても全体として幟商業利潤の追及によ

って克服し，なかんづく素材生産取引段階における木材

商品取引の規格性の欠除とそこから生承出される銘柄価

値とに集中している。先きの綿織業に較べてこの工場経

営によらず専ら商人的経営活動を展開して来たことに問

･題がある。

木材工業の上に述べたような性格を賃金溝造を中心に

挟討すると，一橋大学篠原助教授は次のような点を指摘

しておられる。即ち製材品工業は女子労働をもって当て

られる紡織工業に次ぎ，食料品工業等と同程度の低賃金

を受けて誇り,戦後,金属,機械,セメンド,紡織等の産業

．が生産性を恢復しその平均賃金をせばめつつあるにかか

わらず製材の承は下降して行く傾向が眺められる。通産

省｢産業連関分析表｣によって見ても,一定附加価値に対

する雇用係数は製造工業のうち最高位にランクされる。

更に木材工業の代表的性格を持つ産業について昭和

'28年工業統計表からその指標を探ると,･木材及び木製品

工業においては所得率26％，分配率47％，労働生産性

199千円，平均庚金94千円であるに対し，家具装備品製

造業においては所得率38％，分配率56％,､労伽生産鋒

183千円，平均賃金103千円となり，パルプ紙製造業に

おいては，所得率34％，分配率31％，労働生産性709

千円，平均賃金220千円，低次産業と高次産業との比

較はこの三者の間でおのずから明らかであるように思わ

れる。この中で紙パルプ鐸は大豊本による集中力1行わ

れており，パルプにおいては10社で65％の集中，製

紙においては10社で生逵の46％を集中している。

制木製品工業においてはこのようなことばない。その背

景として幟員規模別の労働生産性を核儲するならば，

木材及び木製品鐵豈業に読いては10人以下158千円，

100人台が311千円, 200人台が356千円, 300人台

で277千円となり，家具及び装備品蝿営業に鱈いては

10人以下が155千円, 100人台が246千円, 300人台

が273千門で:毒規模を示すに対し，パルプ紙産業にお

いてば10人以下が89千円, 100人台が460千円, 300
人台が879千円，1,000人以上が1,228千円を示して

いる。規模別の騎笥最底の開差率を示せばパルプの13

倍強に対し木材,家具鐵省業は共に1.7倍という低さで

ある。

パルプ薩諜の舞本の笹絡についてはあらためて述べる

必要はない。ここゼは製材と木工業における資本の性格

についてふれておきたいと思う。産地における木材工業

の盗金調達が戦後次等に容易となり，これに対する金蝿

機関の利用方式も亦戦前には象られない好条件の下にあ

り，そのことが産地市場を戦前における山元市場の性格

から原木消化市場として中継的な市場に変化させている

のである。その舞本の性格について，たとえば統計調査

部の経営実態読査によると，名目資本との関係において

自己資本が借入舞本に対してあまりにも小さいと報告さ

れているが，われわれの調査したところによると，銀行

はむしろ経営主の自己資産の範囲において家族全体の連

帯責任で貸し付けをしていること等が注目されている。

更に蔭ik工錫の利用する借スオ1金の鍔Iが二霊三重の

重複利子によって高利につき，これらの工場資本の蓄積

に最も不利に仕組まれていることを知らなければならな

いo

上に述べて来たような知織を前提として眼を山間の林

業生産地帯に移すこととしよう。われわれの先ず注目し

なければならないことは，安定的な林業経営といえども

その多くが農民の零細な山林を基盤とする家産的な採算

に基く植林を業に依存しており，それ以外の処に広く破

壊的な林業が進行していることである。

これらの緕果として，林業経営者の市場活動は不活溌

となり市場から目かくしされた生産を展開することとな

る。更に林業経営者と産地工場との資本による有機的な

結合ということは極めてまれであり，両者は互に利筈を

異にし，一方木材工場の商業的な活動によって生産者組

合による市場協同の成立も極めて困難なのである。更に

工場による造材作業もその多くはその場限りの自由契約

によっており，木材工業との間に利害相反するものがあ

ることを覆うわけにはゆかない。
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モーリス・ドツプはまた後進国開発の理論における一方

の旗頭であるが，彼によれば経済発展の動態的要因は次

の三つに要約される。即ち分業，資本蓄積，技術的革新

であり，なかんずく資本蓄積であるという。そうして後

進国開発の問題は，農業国の工業化に関する問題であ

り，発展を可能ならしめる有利な環境や震会を与えなけ

ればならないという。ドップが工業化の問題の本質を金

融投資の側面に求過ず，発展の担い手を撹定する経済組

織の側面に求めていることは多くの後進国理論の論者の

共通して支持するところであろう。

我が国も亦後進国として出発した。しかしそれは今

日問題になっている後進諸国とは発展の性格を異にして

いるのである。日本には発展の担い手として強力な政府

があった。明治政府が外部経済の創出に多額の公共投盗

と情熱的な指導を行ない，それによって工業化に有利な

環境を造り出したことをわれわれは想起することが出来

る。政府は内部経済に対しても効果的な指導と統制を実

施した。即ち日本の軍事化に伴う積極的な工場経営が自

らの手挺よって始あられ，これは次第に民間産業人の手

に移されて行づた｡日本の工業を海外市場にリンクさせ，

市場の総体的な拡大をはかることによって国内及び海外

の有効な投盗需要を喚起した。他方，農業に対してほ生

産力の上昇を図り，これによって低米価策を実行し,霞内

地方市場の発展を押え，低賃金政策を実行する代り広範

な農業保護政策がとられたのである。農業と地方経済を

ぎせいにして工業化を推進させるということは，ひとり

強力な政府によってのみ実行されるものではない。これ

に対して国民は昔ながらの低生活水準を維持し，自発的

に高い貯蓄率を示して民族資本の形成に寄与した。わが

国の工業化に用いた外盗は驚くべき俺少なものであり，

これを徹底的かつ効果的に使用した。そればかりではな

い。これらの投盗を有効に用いるところの技術革新を推

進した（海外技術の摂取により）優れた経営幹部陣があ

ったことを併わせて注目しなければならない。しかし乍

ら日本の世界に類をみない程の高い成長率は低賃金，低

生活水準，不利な交易条件に支えられるものであり，農

業と地方市場のぎせいに基くものであったから大正末期

以来50％の農業人口を工業に吸収することが出来ない

叢童高い経濱圏と低い経濱圏の二重織造の矛盾を胎んで

今日に及んでいる。

木材産業をめぐる諸条件はわが国の工業化のぎせいと

なった農業と地方市場とその背景をなす過剰入口のしわ

よせをそのまま受けているとみるべきであり，木材工業

朧主としてその低い経済圏漣関する問題なのである，

木材工業ば日本の製造工業において蔭H額全体の1～

2％を占めるウェイトを持っているに過ぎない。しかし

エコノミストの立場からふれば，経済循環の過程にお

いて木材が占める立場だけ庭大きなウエイトを与えるわ

けには行かない。木材の生産力の伸びは木材に対する需

要産業の伸びよりも低い。即ち木材が絶えず稀少化する

商品であることが一般に知られている。そのぱあい，問

題は木材産業の内部でだけ解決されるものでほない。資

本主義下における経済活動は相互依存の関係にあり，価

格の相対的上昇を通じて木材の生産力に刺裟を与える側

面と代替資源の進出による面とがあり，木材供給力の不

足が直ちに国民経潜の混乱を引き起すというシェーマは

成立しない。ただ，問題は戦後におけるテンポの速いこ

とにあり，ここでば木材原料産業部門の拾頭が注目され

るわけである。

宮原省久氏も指摘しておられるように，わが国におい

て木材業は陽のあたる産業であった。それは米国におけ

るような代替費源の脅威にされることもなく，絶えず上

昇カーブを描いて今日に及んでいる。だが，目を生産地

に向ければ，これ位採算のとれない産業は外にはなかっ

た。海外市場や，天然採取林業の前に絶えず低価路に悩

み続けて来たのである。木材には東京から日光に行くよ

り米国西海岸や南方に行く方が採算がとれるという不思

儀な性格があり，日本の地方市場は永い間陽の目を見る
ことがなかったのである。

3． 後進国理論と木材工業の倒各

1951年，国函ま「低開謡渚国の経儲琵済のための諸方

策」と題する報告書を腱済専問家によって提出したが，
これをめぐって後進国開発の理論は世界のエコノミスト

から注目を集めている。われわれ一年生研究者がこの理

論の展開を歓んで見守っているのは欧米近代社会に成立

した武器を後進国にあてるときにどういう態度を用うべ

きかについて教へてくれるからである。林業と木材工業

の関係を考えるに当ってもこの理論の示唆するものは大

きい。

この理論ほ経済発展を図るに当って後進国に如何なる

問題があるかを明らかにした。従来，後進国の経済開発

は単純に資本力の不足による低開発性の除去であると考

えられていた。しかし，後進国にほ開発を阻む国民と社

会の後進性があり低開発桂と相携えて貧困の悪循環をも

たらすものであることが明らかになった。それは後進国

というものが先進国からの外部価鑿によって受けた環境

に適合し得ない国であり，旧い型の経済から新しい型の

経済への解体と，再建の過程が問題となる。云い換えれ

ば後進国には投資を有効にする経済のパターンがないの

であるから，それぞれの国の実情にかなった経済過程を

創り出さなければならない。

経潰発展理論の研究とソウイエト経済の研究で有名な
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北海道東北に行けば全体の10～20％とのウエイトを

占め，この地域の経漬開発には不可欠の因子であること

がわかる。ところで木材産業というものが一般に中小企

業として性格づけられており，それで何も彼も割り切れ

るような気もするのであるが，実際にはこの概念でば木

材工業の性絡を規定出来ないのではないか。何故なら中

小企業問題というものは大資本,独占資本あっての問題

であり，それらの資本支配が価絡支配に結びつき，不公

正な読争関係を形造るところにおこる問題である。これ

に対し，木材工業においては，先に述べたように，規模

別開差率が小さく，独占資本や大資本の介入の余地の少

ないものである。しかも，木材工業の全国的な分布は大

都市から僻地に至るまで数多く分布している。大都市木

材工場にも資源地集散地工場にもまた山元工場にもそれ

ぞれの有利性があって，集中が行われず系列化の動きが

乏しい。

後進国理論の中心的な課題は農村過剰人口を動員する

ことにあるとドツプも説いているが，その中心課題が盗

本の形成にあることは先に述べた通りである。この点に

関して近代経済学の立場から展開したヌルクゼの『後進

諸国の資本形成』に展開した著書に教えられるところが

多い。ヌルクゼの理論ほ後進国における盗本需要の欠如

とその重要性を説いたことによって有名であるが，彼は

また人口過剰型の後進国には偽装失業があり，それは換

言すれば潜在的な貯蓄であり，どの偽装失業者を除去し

てこれを生産的な活動に向ければそれは即ち有効な貯蓄

となり，費本蓄積の動因となる点を指摘した。そうして

地方経済における農村人口を都市大工場に移動させるこ

となく，そのまま有効に用いたのが日本の経済発展の基

礎をなしているのである。日本の木材工業の資本的性絡

を眺めるならば地方居住者の有する非流諏勺な家趣勺蓑

本を基磐とlｨ，あらゆるコネクションを通じて物的資源

の縁故的ス手をはかり，潜在失業の状態にある労務者

を動員し，自らも亦労務者として比較的よい賃金をそこ

から稼ぎ出すというような経営が成立し，更にそれより

規模の犬きい溌本を有する木材工場においても，商業的

利潤を別にすれば，労働生産性において変化を承とめら

れないというところに問題があるように思われるのであ

る。第一次産業に当る素材の伐出，第二次産業に当る木

材の加エ第三次産業に当る木材の取引き，そのすべて

の性格が分化せず，表向き製造工業の中に分類されるよ

うな木材工業の実態ほ後進国特有の産業溝造であると言

わなければならない。そのような工業を一律に近代的産

業として砿扱う危険をこの後進的な産業はもっているの

である。ここでは極端な例を中心にしたが，わが国の数

において多数を占める木材工業にこの雑産業的な性格が

あることを注目しておきたいのである。

木材産業の発展は地域開発の問題に連るのであるが，

それを担当するものとしての工業化が問題になるぱあ

い，この雑産業的な一般木材工業の担当力を過信しない

ことが大切な問題となって来るように考えられる。

4． 日本林業の発展と木材工業の動向

今日，木材工薬が改めて問題になっているのはこれら

の雑産業の動向ではなく，パルプ産業を中心にハード・

ボード，フローリング，さては木材糖化工業など一連の

産業豊本の進出が木材需要の動向に，市場系列の変革に

新しい地図を描き出そうとしている事実である。このこ

とは木材の生産瀧造の変化の一つの契機として見られる

ばかりでなく，それをめぐる市場の後進性を打破する一

つの契機として注目されるのである。

日本の国内林業問題にとって，産業資本の動向添新

しい意味を附与することは何人も首肯するところであろ

う。それは今日まで林産物市場の結節点に産業資本が進

出することがなかったから，その故に日本の林業は後進

性の問題に取り室かれて来たと言ってもよい。勿論両

識ま難と卵の関係にあってどっちが先であるとは云はれ

ないのである。木材産業の動向がこれを契機として近代

化されなければ恐らくその機会を永久に失うのではない

かと考えるのである。しかし，過去においてパルプ産業

や大資太が果した役割は決して林業の形成にプラスであ

ったのではなく，国内資源を足場として外地に向い戦略

的な費源の略奪的活動を展開して来たこともまた明らか

なのである。四つの島に閉じ込められた資本家達が改め

て国内の資源問題に直面して穣随的な林業生産力の向上

にのり出さうとしても日本林業の現実はそれほど甘いも

のではない。

産業盗本という性絡に新鮮味はあっても，今日の日本

は費本主義の興隆期を過ぎており社会化が問題となって

いる時代であるし，その他，木材産業の主導権を握って

来た建設材需要にどんな影響が与えられるかが問題とな

る。パルプを除く他の産業はまだまだ未知数の産業であ

り，その加工技術の革命的な推進が喧伝されていても，

それがどれ位資本にとって魅力のあるものであるかば未

た未だ明らかではない。特に，産業資本にとっては建材

よりも廉価な材を大量に調達出来るかどうか，盗本設備

に資源の規模が見合うものであるかどうかを考えるなら

ば理論的には解決のつかない問題につき当っている。

しかし，現実輝は産業資本は活動しており，建設材部

門との間にも昨年辺りから読争の様相を深めつつある。

両者の堅実な歩承寄りと,建材市場の系列化乃至は補合
関係が塞見するまでには多くの波乱が予想されている。
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太田』日本林業の近代化と木材工業

木材工業と林業の関連について最大の問題は林業を生

産業としてどう成立させることが出来るかの問題に帰着
させることが出来る。そこで先きのドツプの言葉をかみ

しめたい。林業の発展をはかるものもまた担い手への顧

慮とそれを推進する「場」すなおち経済組織乃至は分業

の問題であり，中心的には盗本の問題である。

日本林業を担当する者として筆者は小農家経演，流通

盗本,産業資本，国有林経済，林業労務者を注目すべき

であると考えているが，ここでは国有林経済と林梁労務
者についてはふれないことにする。残りの三者のうちで

発展力を有するものが産業費本であり，工業であること

はいうまでもない。しかし，日本林業の生産構造を産業

資本や工業が握るということとそれは同一義なのではな

い。木材工業が木材育成業，木材伐出業から分化し，商

業活動からも開放されて完全な工業となるときにその機
能に掘待がもてるということなのである。

ここにおいて日本林業に果す資本の存在形態を一瞥し

よう。日本においては育林資本と素材伐出盗本の間に有

機的な関係が少い。前者は小農経済の独特の磯能を通

し，家産的資本が地代の上昇を背景として山村の潜在失

業を駆使し乍ら，企業的採算を度外視して蓄積して来た

ものであるが，これがわが国においては最も安定的な資

本なのである。これに対して伐出資本は過去における採

取林業の収奪による商人的な洗通資本とこれに対する金

融機関の比較的高利の貸付盗本から成る流通資本であ

り，近時，産業資本が混入して来た。これら両者はその

性緒を異にするように，その働きの方向を異にし，利害

を異にして来たのである。

さて木城工業が工業として完全な分業体制にスリ，こ

れが産業的な費太としての性格を持つに至れば農民の育

林資本との間に安定した関係が生まれる。そうして，た

とえ産業資本や流通資本の育林資本への進出がなくと

も，両者の安定的な連繋が生まれれば，それだけでも称

業の生産購造における安定と進歩とが期待される。

筆者はこのことを日本林業を混乱の秩序から救済する

近代化の中心的な課題であると考えているのである。

今日，専問家の念願は林業の発展が資本家によって注

目され，彼等がこれに資本を注ぎ込むように技術の革新

を達成することである｡その気持はよくわかるのである。

そうして産業が木材工業技術の革新を試承つっあるよう

に，林業生産技術の革新にも異常な情熱がかけられてい

る。しかし，そのことが如何なる生産構造を通して用い

られようとしているのか？林業における過去の技術的

貢献が何であったか？将来に向ってその速度がどう変

化して行くであろうか？という冷静な観測が欠けている
ように思ばれるのである。これが特定の利害関係者によ

る利益追及の具に使はれないことを私共林業の素人は強

く訴えたいと思っている。

5． 木材エ業の課題一結び一

林漿に関する専門的な考察はこれを土地産業としてみ

ることから出発して来たし，これが当然のことであると

思う。しかし筆者朧日本林業の現実を林檗が遁業として

完全な分業の下にないという事実の認識から出発する必

要があると考えている。林業を木材産業という角度から

検討して来たのもこういう事情淀よる。ここまで述べて

来た考え方を単純ｲ函-るならば，それば日本林業が破壊

的進行の過程のうちにあるということである。勿論，筆

者は建設的な林業が形成されつつあることを否定するわ

けではない。そうして，この動的な過程の中で如何なる

経潰の秩序を建設的であるとみるか，林業をどうやって

産業として成立させるかということを課題としているの

である。それにも拘わらず,この筆者の見解によれば,木

材産業はスクラップ酉鐵皇であって生産業ではない。何故

なら日本林業の経済循還は，育林過程とは無関係に，こ

れと利害関係を異にする素材伐出業の生産活動から出発

しているのである。この構造の未成熟と不安定とは何に

よるのであろうか。土地産業の担当者である日本農業が

無畜水田経営を根幹とし，小農家経済によって性格づけ

られており，この技術と経営によって広大な林野が荊授

し得られなかった事情を大きく取り上げなければならな

いし，日本の資本主義的発展が農業と地方市場のぎせい

の上に進行したことなどを重視しているのである。わが

国の後進国的な発展のシェーマに駒いて，政府が最大の

役割を果して来たように，林業においても政府は広大な

未利用資源を産業盗本と木材工業による破壊的な採取赫

業に慨先的な砿汲いをなし，ここにおいても農民と地方

市場とは甚だしい不利な立場におかれて来たのである。

日本林業の動的過程をこのような矛盾的構造のうちに

とらえるならば，このあやまりの是正に当っては，破壊

的な林業の韮礎に立つ木材工業をおさえ，林業の再生産

構造を建設し得る木材壺業の推進をはからなければなら

ない。木材工業にはその方向さえ正しければ日本林柴の

発展の担い手となる能力，即ち資本を蓄積しその技術を

改革して生産性を向上させ，林業における分業関係を実
現し得る力を持っているのである。

さきに筆者は製材木工業を淵睡蘆業であるといい，産業
識本の動向に注目をはらった。しかし，個盈の市場，個
点の地域について林業の生産購造の建設にプラスに働く
ものと，マイナスに働くものを検討すれば，製材木工業

の中にもその地域の経済と林業の生産溌造に大きく寄与
しているものがあり，これと反対に産業資本の動向にも

少なからぬ懸念がある。いずれにしても林業生産溝造の
安定と進歩に寄与する産業賓本を中心として，フFラスの

方向に働く木材工業の推進力によって市場組識の後進性
が打破されるならば，そのような経済秩序の形成を日本

澗蘂の近代化と称するのである。
林業経済の一年生が描く木材工業への期待はまさにこ

のようなものである。資源の配分をめぐる各担当者の利

害関係とそれによってたつ要求とを考慮に入れれば，社

会化の方向が問題となる現状において，ここに描かれる
シェーマは必ずしも実現の容易なものではない。それら

の点については専門家と先輩各位の御教示に侯ちたい。
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木材工業と満蒙とがそれぞれ分化してくるようになる

とそこでは企業形態としてのツナガリはしだいにうすれ

てくるわけで，これをつないでいるものほ木材工場でつ

かわれる原料としての木材の価格のメカニズムを通じて

うごいていることになる。伐られた木が何につかわれよ

うとそれは知ったことではない。ただ売れさえすればよ

いのだというような考えかた一まえの統計資料がこう

した立場でつくられているというわけではないが－に

は木材工業から還元されてくる一片の鈎禰さえはいりう

る余地はないのではなかろうか。

木材の価値は加エによってどのぐらい

たかめられるだろうか

木材工業が擁業からしだいに分化して独立したかたち

をとるようになると原料である原木からより価直のたか

い製品を加工していくことがこの企業のおもな内容にな

ってくる。

一般的に象て，このまうなときに附加される価値のば

んいが非常に大きいものではそこに大きな技術的な識琵

を期待することができるであろうし，またこれによって

企業的な活動も助長されてくるとゑなされるであろう。

しかし木材については加工によってたかめうる佃植の限

界は事実いちじるしくたかいものであろうか。もちろ

ん，実駁筐では与えられた凋料の品質をまったくかえて

しまうような加工のしかたぼいくらでもありうるわけで

あり，将来ともb､ろいろと新しいことがつけくわえられ

るであろう。しかし，せっかくたかい金をかけて加工し

て象てもおなじような品質のものが木材のほかにいくら

でもあるとしたらその製品はただちにほかのものと競合

してくるのは当然である。たとえば，木材の不燃性化と

いうようなことがのぞまれこれにたいして耐火木材とい

うものができたとしても不燃性の蕊諜材料というものは

木材以外にほかにいくらでもあるわけで，これより耐火

木材が僻昌がよくしかも安くできるということでなけれ

ば工業的にはなりたたないわけである。また，た.とえ工

業的に採算がとれるところ霞でこぎつけたとしてもそれ

によって原料の材価をどのぐらいたかめうるかはきわめ

てギモンのことがおおい。

木材の加工というもんだいはたえずこういった経済的

な面での制約をうけているわけで工業的な技術なり瞬戒

力を導入するまえになんとか原木を安く買いはたいてそ

の企畿をすこしでも有利に展開していこうとしているこ

とは見逃せない。極端な見方をすれば科挙の負担におい

てなりたっていると染られるものさえある。木材･ブーム

といわれた時代がつづいていたときですら，原料である

材価はいちじるしく安く，この安い原木がいつのまにか

高い製品になっていたことはよくしられていたことであ

り，工業といいながら工業的な抵諏も工業としての資本
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編集者からあたえられたテーマが「木材工業と搾篝家

の使命」というドエライものでとうていわたしの手にお

えるものではなかった。兎も角おことわりするつもりで

いたが再度の催促をうけてやむなく筆をとった。一体，

繩業をささえている技術にはどんなものがあるのだろう

かまた木凋工業における技術的な謹憂ということはこの

林業の生産技術にどんな影響をもっているであろうか，

与えられたもんだいをこのようにおきかえて読者ととも

にかんがえて承たいとおもう。

生産材のゆくえ

まったくウカツなことであるが，かつて国有獄の溌計

資料を象ていたときに立木処分の量が臘営で生産された

製材や柾などとおなじように生産材として喉扱れている

ことに気がついた。この場合には立木として処分された

ものがこの事楽体の最終の生産過程のものにあたってい

たわけで，処分された材が何につかわれたかといったこ

とはまったくかかわり知らないことであり，この辮業体

の経営のための資料としては玩汲う必要がなかったので

あろう。

木材･をつかうものが必要な村をいるだけ伐りにいって

↓､たようにときには材を採取するための労役をとおして

樹.の利用とその採取は密切にむすびついていたであろう

とかんがえられる。このようなかたちの木材の利用はそ

れが工業的なキボにまで錨鑿してくるとその工業に原料

を供給するための採取薬として分化してくる.。山に木が
だんだんすぐなくなり工場に供給するl調を充分に確保

するために山に木を植えて原料を生産していくというか

たちにかわってきたときにはじめて土地生遥操として生

れかわってきたわけで，このようなときには生産材が何

につかｵつれ，はじめの生産目標にどれだけ効果があった

かということが重大な関心になってくるはずである。

してふると，はじめの例はまだ林業として分化してい

ない採取業の盗料であったのであろう。
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加納：木材工業と林業技術のつながり

2． 化学的な処理が安易であり優良な品質の製品がえ

られること

といったことがあげられ，その判料的な蕊茨ばかならず

しも一致していない。こうしたことのために，われわれ

の椛蕊ではしばしばこの二つのうちでどちらを生産の目

標にしたらよいかということがもんだいになるようにお

もう。すくなくともこのうちのいずれかをえらぷこと力§

できれば搾鴬の経営はもつとスッキリしてくるであろ

う・

繩汁資料のしめすようにパルプおよび化学工業資源と

しての需用はかなりの速庇で増加しており，将来，木材

の最も安定した需用になるであろうとさえおもわれる。

しかしそれにもかかわらず蝉材としての用途は現在な

お木緋の需用の第一位をしめており，おおくの代替材が

すでにあらわれているにもかかわきずその需用はむしろ

増加の方向をしめしていることばあきらかである。

してゑると澗鍵はやはり当分のあいだこの二つの需用

を生産の目標におかなければならないのではなかろうか

木凋工業の経営の貧困さが稀業にシワヨセされ，原木

が買いはたかれているようなときは林業生産にたいして

企業的な活動もおこりえないだろうし，技術的な発展も

期待しえない。しかし，こうして過伐され資源が乏しく

なれば原料である制価はしだいにたかめられていき，林

業の収益が確保されてくるとはじめて木を植え木をそだ

てるという企篝話動が鍼術的な発展をウラズケとしなが

らはじまってくるとかんがえられる。

どのような品質の木材を生産した

らよいか

今日の木材の売買上の実際では挽板として美しい年輪

の摸隙や材色などが鐸材などにはとうとばれており,

こういった点では造林木の材質は不当にひくく評価され

ていることがおおい。しかし，造林木はそれが生産され

・ るあいだに間伐とか枝打ちなどの人工的な処理がくわえ

られ，そのためにたんに成長量が大きくなるばかりでな

く材料的に承ても天然木にくらべていちじるしく均一に

されているわけである。この材質のパラツキが小さいと
角

いうことは構築鯛としてもまた繊維原料としてもそれだ

け緋掛にたいする信頼度がたかまってくることになり，

これらの用途にそれだけ安定したメヤスをあたえること

になる。

一方，造林木の成長がある程度以上によくなるとその

凋痩はいちじるしく軽軟になって現在つかわれている加

工寸法のものでは所要の強さにたっしないために恐らく

構築材･などにはつかいものにならないだろうという意見

もしばしば耳にする｡しかし,この強さなどのバラツキは

もとぽしく，そのシワヨセがもっぱら原料を安く買いた

たくことと費源を過伐することによってなりたっていた

と承るべきで，いわば一種の採取業にすぎないと翠られ

るのであった。

需用にたいするみとおし

残念なことに，木材ば加工すればするほど原料からの

歩止りは悪くなっていくし，これにたいしてその品質を

飛躍的にたかめることはできそうも瓶いoいって染れば

木材工業における企業品質ほかなり低いものと承なけれ

ばならない。また，繼鱒材などにしてみても非常に喪全

を要するものやいちじるしくセイミツさを要するものに

は大体つかわれないことがおおい。それにもかかﾂつらず

木材にたいする需用が決してすぐなくないのは材料とし

て安いということ，簡単な加工でつかうことができると

いうこと，どこでも安易に手にいれやすいといったこと

によるものであるとおもわれる。

また，もう一つの木材の化学的な利用一これは今日パ

ルプ工業として代表され，さらに最近は繊鮒瓶工業とか

木材糖化といった新しい分野えの発展が期待されている

ものであるが一では木材はただ繊維原料としてつかわれ

ているにすぎないものであるが，その需用はますます増

加し，将来においても最も安定した分野に発展するであ

ろうことは誰しも認めざるをえないのではなかろうか。

現在の需用から何年かさきのことを見通すことは非常
にムツカシイことにちがいない。しかしこれまでのおお

くの統計資料が将来における木材の用途としてしめして

いることは

1．構築材としての用途

2． 繊維原料としての用途

3． 包装用その他の用途

のような需用である。わたしたちがこのような将来の木

材の需用を背景にしてかんがえるときに原料である木材

にどのような技術的な要求がのぞまれてくるであろうか

オ鍵材と識値原料についてそれぞれのぞまれる材料的

な要求をならべてみると

構築材については

1． 欠点がすぐなく，材質的なムラが小さく，出来る

だけ材料として信頼度がたかいこと

2．狂いとか伸縮が小さく，霞た強さとか弾性的な性

能のすぐれていること

3． 加工しやすいこと

繊維原料としては

1． 成長量とくに繊維の実貢成長魁がよく原料から製

品の歩止りがよいこと

心
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加納；木材工業と林業技術のつながり

一つの樹種のなかでたかだか50%ぐらいのものであり，

他方これに応ずる成長量は実に劉音にもたっするもので

実質成長量といった点から象てもやはり容積の成長の大

きい木をそだてることが有利であることはあらそえな

い。ただ構築材などにつかうときに現在のままの寸法で

ば成長のよい材はしばしばその許容応力に達しないので

与えられた単位容積に一定の強さを要するような設計に

は不適であるということで戊長のよい材が纏↑に不利だ

ということではない。材料的なムラが小さくなれば設計

にたいする安全率もまたより小さくできるであろうし，

現伏の所定の寸法のものについてだけこのような不利な

点をならべたてることは必ずしも適当だとはいえない。

造林木のうちで成長の悪いものをかえってこのような用

途にむけられるといった効果もあるかもしれない。

して承ると，やはり林業としての生産は量的な成長量

を境大していくということに目標をおくべきであり，そ

うすることによって同時に実質的な成長錘もこれにとも

なって大きくなるし，生産材の刺賛的なバラツキもより

小さくなることが期待されてくるわけである。

木材工業における企業品質と

林業技術の発展

天然林の木材資源がなお充分な需用を承たしているあ

いだはわれわれが必要な材を必要なだけ山から伐りだし

てくることでことが足りた。しかも，これらの資源は山

にタ変ではえてきたものであるからこれを利用する糠業

はいはぱ野生植物の癖反といった段階のもので，いるも

のをいるだけ採坂するというほかには何等の目アテも計

画もないまったく原始的な労役にすぎなかった。

今日，内外の木材盗源を黙てもまだ-部の末藤擁の地

にはこうした盗源が残されており，これが貴重な漬源と

はいわれているもののまわりまわって＄嬢生産の発展を

さまたげている一つの原因をなしているとぷなされる。

この場合にはいかに安く伐り，いかに安く工場まで運

搬するかといったことがおもなもんだぃであり，その材

価は採&反費と適般喪できめられただ工業のための資源と

しての意味をもつだけでそこには林業の生麓麦術もまた

本来の意味での加工技術といったものもほとんどあらわ

れてこないの力漕通である。

たとえぼ天然の演源を伐採しこれからパルプをつくっ

ているときはこの識原のパルプとしての歩止りがすこし

ぐらい悪いということなどはほとんどもんだいにならな

い。もともとこの資源は山にダダではえ，成長している

ものであるから，歩止りがすこしぐらい悪いとしてもこ

れを上まわるだけの鐵原が豊富であり，いつでもいるだ

けの趣が安易に収稚されるのであればこういったことは

ほとんどもんだいになりようがない。

ところがだんだん山に木がすぐなくなって人工林の材

をパルプに利用するようになり，またパルプ材を目標に

して植林するようになれば，まずどういう材・がパルプと

していちばん歩止りがよいかということがもんだいにな

ってくる。澗業の産業としてのキソはここからはじまっ

てくるわけであり，また，繩童物を加工するための技術

といったものもほんとうの意味ではここから芽生えてく

るのではなかろうか。

また，見方をまったくかえて木材工業における製品と

いうものをかんがえたときには前にものべてあるように

木材のような企業品質の低いものであってもその製品全

体の品質のムラをできるだけ小さくして，その信頼庭を

たかめていくことがやはりこの材料の安定した需用をも

つために必要な条件になってくる。材料の需用が安定し

てくれば，またそれを目ヤスにして企業的な活動はより

安易におこってくるであろうし，このように用途とその

品質を目標とした木材の生産にたいしては林業の生産技

術がそのウラズケとなって蕊蔓していくことも充分期待

できるであろう。そうしてふると旅業がリヤクダツされ

工業がサークシユしているといったかんがえから脱して，

＃鐸がより安定した品質の材を生産することが木材宮I業

を識蔓させ，また安定した品質にたいする需用がたかま

ってくることがまた凋錐の収益性をたかめ，ひいては林

業技術の発展にむすびついてくると期待される。

この二つのそれぞれ分化した嘩驚とそれらをささえて

いる技術はたがいに相互催存の関係にあるとわたしは考

えたいのである。

4

Ｊ

Ｂ
一
コ
』

③

日

スギ赤枯病予防には

特許黄色亜酸化銅粉剤Z号を1

特長1．薬効はボルドー液に匹敵します

2.展着性,残効性良好で薬害の心配があり

．ません

3．使用簡便で経費も節減できます

4．雨季の使用に効果的です

用量スギ赤枯病反当1回3～6斑

｜ 薬価3冠2重紙袋入 1袋320Ig

24旺木箱ス（3遜入8袋詰）1箱2,400円

運賃需要家御負担
一一一Q－－

発売元外林産業株式会社

東京都千代田区六番町7

振替東京17757

製造元東北共同化学工業様式会社

函
》
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向木 、

需要面もまた分散した濡要があるので，それらの理由か

ら全体的には比較的小規模工場が多い。他の産業に比較

した場合のこれが特徴である。特に全国平均21馬力強

で， 30馬力未満は80％近くを占めている事からして

も，如何に零細化していることが解ろう。しかしながら

全国比50馬力以上が全体比7.2％に比し，港湾都市製

材を以て任ずる深川地区製材の場合は50馬力以上が全

体の80％を占めている現状である。（第1表参照）木材・

加工業の行政指導を受ける立場から滑姉製材の特殊性と

実情に則した対策を冒頭に希求した所以である。

第1表稼動馬力別工場数(31-3-81)

ー'五F一 一 P 声一一戸一缶 － G．…し一一一

消費都市における

製材工業の動き

谷藤正
一
一
一

－－－｡－ー一一一ローｰ ｡ ＝

最近製材業の振興について種々論議されているが，こ
■

れが対策は兎角困難な行政の一つとされている現状であ

・る。殊に原木事情の悪化と市況の不均衡からいわゆる

「製品安の原木高」という傾向を生み，製材業の安定施

策ば現在一層の重要性を帯びてせまっている。しかし製、

材業に対する諸方策樹立が困難かつ長期を要するもので

あっても，それを克服して我が国製材業の発展過程を方

向づけなければならないのである。それがためにほまず

製材業態の実体を把握し，これを基礎として爽剣にその

方途を検討して蕊る必要があろう。

先股林野庁では「合理化対策」と並行して，第一回の

「製材工業振興対錨打合会」を斯界の権威者を網羅して

開催したが，其の席上今後製材工業の振興対策は，原則

として我が国製材工業の全体を画一的に検討することは

極わめて危険であり，すなわち「一般地方山元製材」と

「消饗都市製材」は自らその発展過程，規模，形態を異「消饗都市製材」は自らその発展過程，規模，形態を異
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（口）製材工場の趨勢

にするので，飽くまで二本達の上でこれ力詣導方策を確 ． 第2表工場の減少率
立すべきであるということが大方から指摘されたのであ

ユア年’ 2，年｜‘･年’31年亨上ぜ －さ'nF,幸公鋸堂'六斗匡身笛害壷除ウシ訶芽傘喉一二伺允垂．崖臭zg，八
るが

ー

，これは今後の指導育成に重大な示唆を与えるもの

である。ここに於て東京，大阪，名古屋，清水，横浜そ

の他消費地並びに港湾都市の製材業の形態を示めす一断

面として敢て東京深川に於ける製材業の実体分析を報告
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し，関係者の参照に供して一層適切な指導を希求してや 第2表に過去4カ年の趨勢を示めしたが，この間に

まない。時偶2r深川製材工場は東京都の斡旋により，都 8,300工場も激減し,全体の20%以上におよんでいるの

築港-1-号地埋立えの移転問題があり，これを機会に弊風 は性目すべきである。しかもその大部分が10馬力未満

を打破して近代経営に一歩接近する好気運にあるので， の零細工場にその傾向があることと，一方これに関りな

更めて深ﾉ1I製材の現況を分析してみるのも興味深いもの く稼動馬力が一向減少していないことは，弱小工場の転

であると思う。 廃業の反面,既存工場は夫を合理化を図りつつ他産業の

（1）製材工業趨勢 活況に伴って立直りを示めしているもので，試みに30

（ｲ）製材工場の単位,製材工業が一応裕鋸機の様に 年度と31年度の製材階層別の増減を第3表に示めすと
近代科学が生んだ機械力を使用する生産工場であるが， つぎのとおりである。

その背景は天然性な素材から最終生産物えの加工課程が すなわち過去1力年の廃業工場2,644工場で，これに

単純であり，その為資本，技術の面では比較的操業し易 対し増加工場が1,341工場となり，差引1,303工場の減

い観念性と，それに､つれて原材料が各地に分散しさらに 少が明らかにされている。20馬力未澗は各階層とも減少

－21－
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木材工業界の動1句

くされた。いわゆる賃挽形態が次第に増加した一因もこ

の辺にあるのでばないかと思われる。

（ハ）製材機械類について

実質的な薄鋸の使用により製材能力の向上普及が彦透

し，円鋸機から帯鋸えの移行が箸るしく行われているこ

とは者姉，山元製材の如何を問わない現象である。都市

に於ては第4表に示めす如く円鋸が24年度に比較して

半減し，全国的にみても第5表の如く昭和28年当時に

は円鋸100（縦挽用円鋸機のみ）に対し，補鋸（自動手

押テーブルの承）の割合が30であったが，第5表に示

めす通り29年には100対40，30年には100対50,

31年には100対60と逐年上昇の傾向となっている。

現象を如実に示めして､,る。

第5表種類別製材機台数（31毛-31)

第3表馬力階層別工場数増減の状況(31S-31)
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《
唖し,それ以上は殊更馬力増加を示めしているので,少し宛

つでも規模の拡大を強化しながら合理化を図りつつある

ことを物語っており，減少と増加の分岐点が20～30馬力

にあることは今後の趨勢を知る上に興味深い点である。

更に第4表に深川木場地区の変遷の状況を示めした。

第4表江東地区製材工場年次比較表

区
分

鯛第
帯 鋸 機

凝議；
銅鵜雷講|､

機
種年

別

昭和29

ヨ" 80

" 81際§
24年26年31年
12月 9月 3月次 ’ 21年

12月
年

工場数l l36 125 1 831 93

鱸認警麗諄職制溝
計 | 125"1 133" 165"1 248"| 2.7台

竪鋸磯 11" 8" 4"l O
積切機 17" 19" 60"1 87"
水揚機 54〃 55〃 66〃 96〃

械脅翌驚‘邸!鱗!粥Ⅲ鱗
｜総台数452"1 442"1 495"1 684"1 7.35S
聡 ・馬 力|8,0747,95al6,550110,8671 117"

鱗溺::簔|穂
棟 数

工工場建坪

織箪難場
一評弓面魂j18.752118,044127,2951

製材機の所有台数は第5表の通りであるが，ここでも

自動送材車の全国'約増加を示めしている。更に農林省統

計調査部の発表によれば全工場の55％は円鋸を使用し

ている。しかし円鋸主体の零細工場の比率が年々減少し

ていることは反面全国的な傾向としてここにも製材工場

が質的に充実を急ぐ環境にあることを示めしている。し

かし一方充実を急ぐ余り再び者姉製材に承られた流通資

金の圧迫が除女に進行していることも皆無ではない。同

じく31年度末現在統計調査部の発表によれば賃挽を主

体とした工場は全体の24％，7,588工場におよび逐次増

加の趨勢を示めし，賃挽を従とした工場もまた69％の

高率に達しているのは以上の事情の一面を裏書するもの

である。

（2）消費素材

全国的に消費素材はどこの材を用いてい潟かというこ

とは都市と山元とはその性格をまったく異にしているこ

とは論を侯ない。地方に於ても背後の林地に依存したが

故に業態が零細化し中小企業の範鋳を出なかった実情は

一層深刻の度を加え，消費素材の入手経路は逐次変化を

余儀なくされている。

消畿素材の依存先を見ると圧倒的に私有林の材を求め

る工場が多く，全体の83％を占めている。これに国有

林が9％で次いでいるが，国有林の立木処分その他素

材業者に国有林材が転売されて間接に入手するものを算
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業
員

z'｡&;!
2.747I ZiIX計 2,1041

|2,6762,7971 1,29912,237129.6人従業員）

以上第4表に示めした溺1I地区の実体は終戦後10年

の足どりを極わめて大綱Eにピックアップした一例であ

るが，戦後の逆境に堪えながらもよくその内容の充実に

努めて来たことがうかがわれるのである。その充実の足

跡を辿ると夫をfl､資本で発足して現在までの設備充実の

資本投下幟，流動資金を流用した結果である為に運転盗

金をそれだけ圧迫したことになるもので，一時訪れたブ

ームは影をひそめ次第に木材販売の面から後退を余儀な
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木凋・工業界の動向
一

るべき木材加工の性格によるものか，なかなか難しい問

題である。しかし少くとも都市製材に於ては戦前も戦後

も在り方としては機械を所有した木材柴者として鐘的

に自家製材形態が最も相応しい姿であることが望ましい

と云えるのである。

しかし製材加工賃は木材材質の良不良による投機性に

よって上下を象たり，ひいてはその繁栄が左右されるも

のではなく，飽くまでも工業性そのものの適正加工賃が

厳然と確約されるべき性質のもので，製材技術の向上は

工場の合理化と発展，がさらには経営の改善に明らかに

役立つものでありたい。

第10表賃挽工場の内容(1)実数(31毛-81)

第6表全国素材依存先別工場(31-3--31)

|総工場|諺詞鱗|鱗|錬が|率“
実
比
一

数 31,83712,9551 1,409

率 100%| 9%| 5%

26,3361 128 1 1,009

83％ ％ 3％

入すれば，更に国有林依存度ば高い比率を示めすものと

みられる。深川地区に於ける製材の消費素材は概蝉年間

230万石に当るが，29年4月より30年3月迄江東地区

93工場の内，70工場を対象とした，東京製材協会の実

施した認査によれば次の如くである。

第7表
賃挽を行う工場 賃挽

なし

7，854

7，234

6，990

垂

’ 艀ｴ鶏識総”畿鶏蕊
昭和

ﾖ熱瀧臺職菱
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〃30

〃31

葉樹
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洋材

材

の 他

査工場

場工
〃
〃
〃
〃
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石
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〃
〃
〃
〃
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米
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385，010

182,814

884，802

193,319

8，579

計1,654,524

(2)比率
これらの数字から第8表

誕
粋
腔

鋤
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騨
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１
１
１
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し

緯
ｌ
岬
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ｍ

１
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年
年
年
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昭
〃
〃

’(1)輪ス材65.3％ '八辨鰯南洋材(全体比)53.5％
半材( " )11 .8%3

(2)内地材 34.5％

更に過去1年間の卿ll地区に於ける消費費材を分類す

れば， 第9表

凡

’

１

｝
％
％
％
％
％

｜
麺
“
嘘

１
５

勺
０
Ｕ
今
●８５

石
石
一
石
〃
〃

182，814
884，802

385,010
193,319

8，579

64.5％ すなわち全工場の78％は賃挽を行っており，賃塊を

全然行っていない工場は僅づかに22％である。賃挽工

場の内16％はこれを専門としているもので，蝿免を主

とするものは15％，従とする工場は69％である，つま

り蝿免を主体とする工場が7,588工場で全体の24％を

占めているわけである。深川に於ける前記93工場の内

70工場を29年4月から30年3月までの調査によって

みると第11表腫示めすとおりである。

第11表

}’
35.5％

琴

戦後の内地素材の供給にまったく依存していた当時を

省薙,.近時は港湾都市製材の性格をとり戻し，輸入材が

全体の65％強を示めし，更に樹種別には南洋材を含め

て圧倒的に澗葉樹を主体とする実膳は山元製材に比べて

箸るしく港湾都市製材･の性緒を表現している例証であ

る。製材振興対策に於ける山元，都市製材の区分の明瞭

性は特に消費素材面に於ても甚しく異るものがある。

（3）賃挽状況

製材工場が販売業務から逐次賃加工形態にその増加率

を示めしている現状に対し，必ずしもそれは製材垂場の

弱小化を意味するものではないとする意見と，それとま

ったく反対の意見とが今のところ対立している。木材の

需要供給の均衡が安定するに従って是正される性質のも

のか，製材･馬力が供給を上廻るいわゆる過剰馬力権よる

ものか，また製材が木材商業資本の従属的立場に殻かれ

4

1
1 賃

43工場

1 , 121,828石

挽
一
》
｜
鋤
一

｜自家製 材
一
唖
一
蝿

工場数

製材石数 ’
｜

’

27工場

587,037石

これによれば深川地区に於ても全体の61％の工場が

製材･石数の66％を賃馳によって治化している。

この穣な傾向が全国的現象として承られることは少く

とも終戦時には桑られなかつたことで,商社,原木高の進

出による木材商業資本の危大さを増すと共に急速に賃挽
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準の2点に就ては，私はその任に非らずと思うので，編

集者の意図するところからはづれる事になるのだろう

が，合板業界の問題点という事になると，年がら年中問

題点にこづき廻されて，右往左往している身では，時

に鹿を追って山を見失っているかも知れないが，若干私

見を述べて見よう。

あたり障りのない表現になるが，製品に現われた加工

技術は戦後年1年と進歩の跡が見られ，おそらく世界一

流”く準に達したものと思われるが,技術の進歩発展に

は1日の休承もないから油断大敵である。

しかも研究室の研究分野では，すなわちその基礎研究

ではまだおそらく欧米一流の合板生産国の研究に若干お

くれをとっているのではなかろうか。生産面への新技術

の不断の導スには，生産者の理解と勇断が必要であると

いわれる。あれほど研究と応用が密着していると見られ

るアメリ4力にでもソロバン片手の経営者と，〃経験深き〃

工場技術者が新しいものの採用の妨げになると伝えられ

ているにおいてをや。表面的な一応の成功をもって事足

れりと良い気ではいられない。

目下米国でぼ外国合板の輪ｽ制限に大童の運動を展開
しているが，我なの味方である米国硬木合板輸入協会に

云わせ為と，〃出来の悪い"Poorlymanufactured-の

ガム合板より日本から輸入されるラワンの方が市場に受

けるのは当然で，国内業者から批判されている事実は，

アメリカの硬木合板産業が変グラスブァー産業に比し一

般的に保守的な為め，他にも重要な因子はあろうが，時

代について行けないのだと称している。

技術の研究と耗凌術の生産面への導入は，好況不況に

不拘続けられなければならないが，この点我国では，輸

出の増大が技術向上の東幟とな､り，向上した技術が市場

を拡大すると云う好循環を続けたと見ることができる。

日本の合板産業の現段階で解決しなければならない問題

点は，技術面より経営面，販売面により問題があると思

われるが，質と量共に空前の高位漣達したわが合板産業

は，そのあり方に就て冷静に検討を加えなければならな

い一大砿機に到達したと見られる。

日本合板工業は，その生産可詣量と構成の両面から一

定量の海外輸出が不可欠であるが，アメリカに於欣る外

国合板制限の動き等も深刻化し，アメリカ以外に急に大

市場を求めることも困難であり，輸出の限界を考えて見

る必要があり，同時に内需の伸び足とも睨み合せて，一

時的にもせよ生産を規制して，需要の調節を計る段階に

来ている。

さいわいにも輔出，生産の両面で錨削措羅が早期に取

上げられ危磯を回避しているわけで，この鯛整期を乗切

率が増大しているというこの様な現実は製材工業振興の

上に最先に究明されるべき問題である。我が国における

製掴ごE業の前金はこの様な鍵夷を見ると特に麹懲すべき

もので，放置すればその影秘ばやがて木材流通にも作用

しないでばおかない重大性を内包しているものである。

（4）結び

製材業のそのほとんどが中小鐸であり，全体の60％

は個人企業で， 34％が会社紅餓の識蕊はなされても実

質的に|噸人経営の域を出ない形態にある。今後の製材

工業の在り方を考えると製材業の包蔵する企業の脆弱

性，不健全性を反省して，近代産業形態に一歩でも近づ

ける努力がつくされなければならない。元来製材製品は

他の工業製品の如く規格品質を純化し得ない性絡が強

く，なお製材業者は不当に商業の従属的地位に侭かれて

､;ることを示めしているものであり，単に消費者の習俄
という以外に何の理由もなしに消識者の要求を過大に価

値づけてこれを遵守されていることである。自ら悪競争

の深淵にもがぎその為の市場の統制力と組織化を忘れ，

極めて脆弱な状態を露呈したまま推移している。

恰も設備過剰を責め合う現況下に於て，自由経済の下

で最も有力な武器であり資本の供総面である金融機関え

の道を稀薄にし，合理ｲﾋ近代化は益盈狭き門となりつつ

ある。斯くして製材工業の振興発展にはまず「規格の簡

素化」の解決と，「固定資本投下率の高庭化」の実現と，

′更には経営に窓岸性を採用する以外にないのである。製

品原価を低くし製品価値を高める方法として，原木を一

制安く入手することは最早困難であるが，工場生産費を

一割軽減することはなし得る筈である。後進産業である

製材工業が振興の発展を辿り得る突破口は，まず自ら企

業の在り方をとくに反省し近代化，合理化の経営基盤を

確立する他はないのである。あらゆる角陛からこれ等を

,一層具体的に究明して今日にふさわしい製材工業経営を

一日も早く実施してゆきたいものである。

（参考文献農称省統計調査部指定統計第69号東京製

材協会々報その他） （谷藤製材工業橡式会社）
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林業技術6月号に，木材.工業の動向一合板一（技術，

水準一問題点）というテーマを与えられたが，技術・水
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る為めには，内需の振興が有力な手段とえられる。

その途ほ，安い耐水合板，耐熱合板を供給することに

より，国内市場を拡大すると共に，輸出市場をも拓くこ

とに継るものと期待する。 （日本合板工業会）

セミ・ノ､一ド・ポード

インシュレーション・ボード

○パーティクル・ポード

ノ､イ・デンシィティ ・バーティクル・ボード

ミディアム・デンシィティ ・パーティクル・ポード

ロー・デツシィティ ・パーティクル・ボード

ファイバー・ボードはいうまでもなくわが国で繊維版

と称しているものでその分類も大体従来使用しているも

のと同じである。パーテイクル・ボードはわが国で製造

されているホモゲンホルツ，サンックス等いわゆる乾式

法によるもので穏雛の比重が0.6であるのでミディアム

・デンシィティ・パーティクル・ボードに属する。

本稿においてはこの名称をつかうことにし，ファイバ

ー・ボードのうちのハード・ボード以下単にハード・ボ

ードと呼ぶことにする，は承知のように種盈な製造方法

があるが要するに原料木材をパルプ状の繊維ないし撒雛

束に騨誰する方法によって区別される。各種の製法の特

長を簡単に述べることにする。牙っが国においてすでに行
われていたグランドパルプを原料とするハード・ボード

はいうまでもなくケラインダーによってつくったグラン

ドパルプを熱王することによって蝿告するものである。

グランドパルプの繊維の状態は何といっても製紙腸辨で

あるため，繊維が短繊維に分離されているのでハード・

ボードとして強度を出すには余りにも繊維が細分化され

すぎるきらいがある。

アスプルンド法によるハード・ボードの製造は昭和

29年にスエーデンのアスプルンド・デイブアプレーター

を採用して三井木材工業株式会社によってわが国で初め

て企業化されたものである。アスプルンド法の蕊本的な

特長は木材またわ，リグノ繊維素を加熱加圧伏態で騨蕊
分離するもので，この解離にば特殊な歯型をもった2つ

のディスクの回転によって解離するアスプルンド・デイ

ファイプレーターが使用される。この温庭と圧力を加え

ることによって適当な繊維の長さと，リグニンの活陶上

のよい状態をつくりだすこと淀その特長をもっている。

アスプルンド法はファイバー宗一ドの製造方法としてば

世界的にもつとも進歩した代表的製法として定評のある

ものである。前記三井木材工業株式会社に引きつづき日

本ハード・ボード工業株式会社及び秋田木材株式会社が

側Lもこのアスプルンド法を採用して工場建設を行って
おり，わ力3国のハード・ポードエ業の中心的な繕馴を更

すことになるであろう。このほかセミ・ケミカル・パル

プ法による製法があるが，これは原料を臘難する前こ若

干の薬品処理を行うものでわが国においても一，二の工

場がこの方法を採用している。

0

一三一一ゴ臣呼 .、型毎．＝－－●缶・一幸■ 剣←し一一寺むしごｰ~■垣

躍進する硬質繊維板工業

一ﾉ､－ド・ボード，パーテイクル・ボードー

郷司聯平
一

わが国の繊維板工業は氷材の利用合理化の進展ととも

に木材工業の新産業として重要な地位を確立してきた。

繊維板工業はひとり,､わが国の象ならず，世界的に森林

資源の不足を補う木材･の高度利用として，北欧にヨーロ

ッパにあるいは米国にそれぞれの現状に適した，製造技

術によって，わずか2，30年の短い期間に購異的な進歩

を遂げつつある。

わが国においては繊維瓶という名称より，むしろテッ

クスと↓､う商品名で戦後の住宅復興に大量に使用された

ことは衆知の通りである。そもそも，テックスはパルプ

工場における屑バルブあるいばノット，ワラ，オガ屑等

を原料としたもので，いわゆる廃物利用によって造られ

たものである。したがって，製遥穀備は比較的小規模

で，品質はあまり農激のものではないが佃端が低廉であ

ったので大量に這葬盗材として，使用されたのである。

今日，繊維仮として最も重鍾な鍔瓠をはたしている硬質

繊維版（ハード・ボード，パーティクル・ボード）は後

述するように確長のものにくらべて高度の鈎術と大きな

設備によって造られたものである。

昭和28年より30年の間に，スエーデンよりアスプ

ルンド法及びサンテックス法ドイツのホモケンホルツ法

等世界的水準の技術がわが国に導入されるに至って，繊

維板工業は一雛その面目を一新することになった。

さて，このようにわが国に色灸な新しい製法が生れた

ため名称分類が統一され亀ず，多大の不便をきたしていた

が幸い本年1月，スイスのジュネーブにおいて開かれた

FAOの国際会議において世界各国各様に使われていた

名弥を今後つぎのように統一することになったので参考

のために記しておく。これによるとわが国において使用

していた湿式識維板，及び乾式法繊維板をそれぞれフ

ァイバー；ボード及び，パーティクル・ボードに二大別
し，そのなかをそれぞれ三つに分類している。すなわち

○フrイバー・ポード

ノ､一F・ボード

淫

？

阻
一

一
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パーテイクル・鑛一ドはいうまでもなく，今日，ホモ

ケンホルツ法，サンテックス法等でわが国で製造されて

いるもので原料を一定の大きさの木片とし適当に乾燥し

たのち有磯物質の鋳青剤をもって加圧錨反したもので，

その製造方法のちがいは簡単にいえば木片の製造の仕方

で，従ってできた木片の形状の差異によるといえよう。

ファイバー・鑛一ドとパーティクル・ボードは前者が繊

維のからみ合いと，リグニン及びペントーザンの熔融に

よって鯉幽されるのに対し，後者が有槻質接着剤によっ

て成型され，樋本的に製法が異なるのである。

わが国のファイバー・ボード，パーティクル・ボード

の製i錘場数は，ハード・ボード，6工場，セミ・ハー

ド・ボード，12工場，（うちソフト・ボード兼業が3工

場）ソフI､ .ボード9工場パーテイクル・ボード，4
工場である。昭和26年から31年までの圃瀬別生産状

況は次表の通りである。

昭和26～31年識離叛生産遥（単位坪）

は従来の繊維板と異なり高度に機械化された大量生産方

式の工業であるので価格の低鯛とを図るためにはどうし
ても1万睡位の龍力にする必要がある。さいわい薗紀の

ように最近その需要が急激に増加したので職菱に着手す

ることができたのである。

すなわち三井木材.工業株式会社は31年12月に年間

能力4,500池から9,000通に株式会社岩倉組は5,400池

から本年5月に9,000蓮に，また日興産業株式会社緯

1,500砿から4,000地に何れも鐵設を完了した。

さらに本年6月には新設工場として日本ハード・鑛一

ドエ業株式会社が第一期工事として12,000池，9月に

30,000睡が，また秋田木初株式会社が同じく今年末に

9,000池を完成する予定になっている。また来年には今

日までわが国に生産されていなかった本絡的なインシユ

レーション・ボードが二社によって企画され定おり，そ

の一つはスエーデンのアスブルンド法によるもので生産

能力は年間15,000肱，他はアメリカのウォール・ボー

ド・マンーナリーとの技術提携によるもので能力は

9,000睡と予定されている。

このように昭和33年より34年にかけて更に現在の

数倍に当る，各種の製品が大量にわが国に生産されるこ

とになるわけである。

今日，需要は極めて旺感で生産が間にあわない状態で

あるが前記のような急速な生産の拡大に対し今鈎囑調に

需要を婚果することができるかが，繊維版工業発展の一

つの分岐点になるであろう。

繊維板の需要ば従来，その大部分が這蘂資材として使

われていたのであるがハード・ボード及びバーテイクル

・ボードの生涯が本格化するに及んでその使用分野が非

常に多くなった。一つの調査によるとハード・ボードは

懲蘂に約76％，ラヂオ・テレビのキャビネットに7％，

自動車，車輔，巍具にそれぞれ約5％，零雨進珊に2

％，その他装飾用とか家庭用のハンガーポードなどに使

われている。一方パーテイクル・ボードは這蘂に36％，

ミシンテープルの甲板に36％，家具に22％その他6％

となっている。これは何といっても良質の製品がつくら

れて商品価値が高く評価されるようになった綣果という

ことができる。しかし今後更にその需要を拡大するため

にはコストの低廉化を図ることによって他の材料との競

争力を培養するため一段努力をしなければならない。今

後のPRはボードの使用方法とか，詞颪加工であると

か，附属舞材‘の研究であるとか，使用する人々に直接つ

ながる面を地味ちにしかもしつように行わなければなら

ない。

（森林資源総合対鋼窃議会）
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繊維仮の生産量はさきにのべた28，29年頃できたハ

ード・ボード，パーティクル・ボードの新設工場によっ

て生産錘が増え，とくに30年よ・り31年に至って急激

にI動Ⅱしている。

昭和27年の糧潅剛の生産比率を承るとハード・ボー

ドが26％，セミ・ハード・ボードが40%, ソプトポー

ドが34％であったのが，昭和31年には，ハード・ボ

ードが33％，セミ・ハード・ボードが34％，ソフト・

鑑－ドが23％，パーテイクル・叢一Fが10％とハード

・ボードとバーテイクル・ボードで全体の43％を占め

るという大きな変化を示めしている。

この間，ハード・ボード，パーティクル・ボードの幾

つかの工場は職護ならびに第2工場の蕊穀に涛手し,戒31

年末より本年にかけて更に供織量の増加をみることにな

っている。これらの工場ほ何れもスタートしたときの工

壌雛闘莫が経済単位としては最小と思われる年間3,000砿

から4,000慾（約27万坪ないし36万坪）であった。

いうまでもなくハード・ボード，パーティクル・ボード

屋

一
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木材工業界の動向
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フローリング

エ業界の動向

るにおよび，フローリング業界は率先して，ブブｰ材の

利用並びにその需要の開拓に努力を傾注したのである。

爾来ブナ材がフローリングに使用される数量は年盈増加

し，今日に於て肱上述の如くフ戸一リングの大部分がブ

ナを賓材･とするに至っている。

近時ブナ材は木材工業の中に大きくク戸一ズ．アップ

されている観があるが，戦後はもとより戦前からこれと

坂組んで絶えざる研究と苦い経験を重ねつづけて来たも

のはフローリング工業であると言っても過言ではあるま

い。森林費源ば木材需要量の増加に反して漸次減少の傾

向にある。しかしブナ材の蓄積は他の樹種に比してまだ

まだ多い方である。フローリング用費材としてブナ材が

主力となる度合はます蚕す高くなって行くことは間違い

あるま､､。

3．生産技術

技術面より観たるう画一リング生産には幾多のポイン

トがある。その重要なるものを挙げれば，第1にほ良き

原料を豊富に持つことである。極めて賛沢な話である

が，経営上可能な限りに於てこの要件は充たさなければ
ならない。如何に技術に長じていても悪質の原料を持っ

てしては良き製品朧造り得ない。また挫富に持つこと

は，あとに述べるであろう乾燥の関係からも是3窪まし

いことである。

第2には製材の仕方である。粗挽材の製材方法にはい

ろいろあるが，木〕反法の巧拙は直接製品の価値を左右し

採算上に大なる影響を与えるのである。フローリングの

適材としては径級13寸以上のものを必要とする。木取

の仕方は材の径に救って考えなければならないが，適材

を得た場合板子取り法によって柾目の原板を製材するこ

とが最もよい。歩止りの点から考えれば若干板取り法よ

り低いかも知れないが，優れた製品を得るためにはどう

しても柾目取りに重点をおかなければならない。またこ

の方法は終局の採算面から観ても有利なことが経験上か

ら言い得るのである。

第3には乾燥である。木材の乾燥は今日常識化されつ

つあるが，フローリシグの場食用材が広諜識であるの

で乾燥は絶対に不可欠の要件である。乾燥方法としては

天然蔑繰，人工職繰何れも必要とする。天然乾燥は人工

翰菓の方法によって若干カバーされることは事実である

が，ブナに於ては1カ月以上，ナラ，アサダ等について

は2カ月以上の天然職繰が望ましい。また天然麗繰材を

多くもつことは人工乾燥を容易にすることにもなる。

人工乾燥には乾耀童の総造並びに乾燥の技術に各種の

ものがあるが，いずれの方法にしるフローリングの鏡階

上に示めされている含水率13％以下の製品であるため

大島 即
一
一
一

一一色やβ●辱一圭一。 ■

1．擢況

わが国のフローリンクエ業は既に40年にわたる歴史

をもっているが，彗諜そのものの性賂上，工場数に於て

ば岬曽の傾向は示して来たが，隷溌なる増加はしておら

ない。勿論かつて進屋鍾用床板の錨生があった10余年前

には，テンポラリーの現象として230工場を超えたこと

はあるが，これは例外である。現在でば工業会所属工場

52,アウトサイダーの工場数は明らかでないが，大体全

国に70余のフローリング工場が稼働しているのである。

生産蕊は常時月産84,000:坪，年産1,000,000坪であ

って，工場数の増加状態に比して生産蕊は著るしく向上

していると言えよう。すなわち各工場の認篇内容並びに

操業の状態は異常の進歩を示めしているのである。

業界磯関にほ若干の消長はあったが，環在の「日本フ

ローリング工業会」は20数年前に創設された日本床板

協会を前身とするものであって，日本農林規賭(J.A.S.)

に示めされている「広葉樹を人工韓桑し，かんな削りそ

の他流更の加工を施したる床板（フローリング)」を生

産する設備を有する工場の殆んど大部分をもって稚雛さ

れている。いわゆるプローリングエ業界の全国的機関で

あると言ってよい。

他に検査機関として,社団法人｢日本床板鯏増査定会」

がある。この機関は崇採とは別個に存在し工いるのであ

って，フローリングに関する学識経験者の象を以って組

織されている。 』.A.S・錨脅の格付を行う機関であり，

その存在は高く評価されているのである。

2． 原 料

木材工業共通の問題は，主原料である木材に重点がお

かれるであろう。フローリング用樹種としてはブナ，ミ

ズナラ，アサダ，カバ類等の広葉樹があげられる。最も

多く使用されるものはブナ，ナラ等であるが，日本フロ

ーリング工業会調査による昭和32年度会員工場の所要

盗材の総量は約850,000石であり，その内訳はブナ80%

ナラ8％其の他12％，材種別にすれば製材（ストリツ

プス）25％素材70％立木5％である。

従来フローリング用材としては，ナラ， ミズメ， カ

バ，アサ変等が多く使用されていたが，戦後未利用盗源

の開発，木材資源利用合理化等森林資源対策が識ぜられ

鋸
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一
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るものと観られる。

輸出用ブ画一リングについては農林省輸出品捷査所あ
るいは日本床板撰絡査淀会の検査が行われているが，近

くさらに強制旋査施行の品目に挙げられるようである。

従来とてもクレイムのつけられたことはほとんどなかっ

たが，今後は一層完壁を期することが出来るであろう。

国内鐙に関しては，現在任意瞳が行われている。

J.A.S･規綴の織菱化をはかるために，官庁需更の場合

には旋査機関の規階格付を要することに指定されている

が，日本フローリング工業会の意棚としては，優良製品

を一般市場に送り出すために，工場に於ける生産検査を
施行する計画であり，これに呼応して日本床板規格査定

会に於てもさらに権査樹蒜の強化拡充がはかられてい
る。

生産面と需要面との間に民意に基づく厳正中立の検査

機関が存在し，絶えず信頼を基本とした取引が行われる
ことはフローリング工業の発展を導く理由ともなると考

える。

5． 結 ぴ

ブローリングエ場の分布状態を観るに近来山間の木材

生産地常に近いところに工場力轤行する傾向がある。ブ

ナの如き腐朽し易くかつ虫のつき易い材を主原料とする

ために自ら生ずる現象であるが，フローリングの如き最

終製品の生産に当っては，需要面に於ける状態例えば施

工を要する場合あるいは湿度気候の関係等考慮すれば，

工場が消費地の近くにあることもまた必要である。要は

資材確保に苦慮するがために或はいろいろの事溝に基づ

き工場の立地条件が考えられる。

今後のフローリング工業に於ては生産の技術について

も改良工夫の必要は勿論あろうけれども，製品の加工は

ある程度の水準涯まで進んでいる状態であるので，むし

ろ歩止りの向上並びに高能率化を図る設備の問題に重き

がおかれるものと思われる。

唯広葉樹資源の長い先の将来を想うとき，この工業界

にとって使用樹種並びにその確保に関して慎重なる研究

をなすべきことこそ大きな課題となるであろう。

（名古屋市中川区清船町3の1

名古屋木材株式会社）

には絶対に施さなければならないことである。

第4には加工，すなわちかんなの加工である。最近非

常に俊秀なる日本製の機械が製造されるので，フ戸一リ

ングの加工は著るしい進歩を示めしている。しかし良い

製品を鐘藍するのには良質のかんなと，その研磨を忘れ
てはならない。

最後のポイントは人である。機械設備が識まして来れ

ば人の露蔓さは薄らぐように考えられるかも知れない

が，これほど大なる誤解はない。フローリングに限らず

物の生産に当っては人の熟練を第1の要諦とすると私は

考えている。

わが国のフローリングの生産技術は以上のポイントを

よく押えながら行われている。その製品の優秀さに於て
は概して諸外国のそれよりも稽盈高い水準にあると観て

も差支えはあるまい。唯生産の能率の点に於ては，高能

率の機械を使用吟或は所謂オー1､ヌーションの設備を
有するアメリカ或は欧州の一部の国に比して劣る点もあ

るが，需給のバランスの面から観て，これは今日の問題

ではなく将来の問題として考えられるものと思う。

4． 需要と検査問題

紡綴工場とフローリングの関係は極めて深く密接であ

る。今日日本の紡績工場の錘数が1,200万錘あるとすれ

ば大体そこには120万坪のフローリングが使用されてい

ることになり，また年盈補修用に20％乃至30％が要

求されるとすれば約30万坪の需要があるのである。わ

が国のフローリング工業が今日まで順調に発展してまた

大きな要因はまことに紡績工業の恩恵に依るものである

ことを認めなければならない。

また義務教育である小中学校或はより以上の大学高等

学佼の校舎には，戦前戦後を通じて毎年相当量のう戸一

リングが使用されている。この峰か近来官庁需要並びに

住宅公団関係等にJ.A.S.規賂のフローリングを指定し

て発注される数曇ま次第に増加しつつあるのである。

本格的復興建築として最も需要の多いのはデパートメ

･ントス1､アー並びに各種高鬮ビルディング等に使用され

るフローリングプ戸ツクである。蛍た一般住宅あるいは

工場寄宿舎に用いられる量も漸増の傾向にある。今後の

需要としては鐸蒙の竹塞に用いられるフローリングは

注目に値いするものがある。

輸出用フローリングは全生産量の10％程度に止まっ

ているが，欧洲ではイギリス，アフリカでは南阿が大部

分である。

戦後若干の変動はあったが，概して需要は生産の上昇

に並行して増加しつつあるのであり，なお今後その開拓

の努力如何によってさらにフローリング需要は一股化す

【
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第1表

紙パルプ産業の方向
区分’32年見透'3'年実績’ 傭 考
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5，923
昨昭和31年は周知のように国際収支の予想外の好転

と過去2カ年にわたる慨産物の豊作もあずかって我国の

産業経涜界は未曾有の好況裡に越年したものの，32年に

スリ国際収支が急速に悪化の方向をたどるに至って政府

はこの度日銀公定歩合,市中銀行の貸出金利の引上等を

実施しようやく金融面から各種産業投資に対する再検討

を考慮しているようである。

紙パルプ産業は既往10年の間に伸長度に若干の差異

はあっても文化の進展に伴う需要の増加に応えて比較的

順調の発震を遂げ昭和21年20万屯のパルプ生産が今日

ば約12倍に上る224万屯に達していわゆる陽の当る産

業として木材業界の注目を浴びてきたことは事実であっ

て此の設備没資も木材統制解除後の昭和25年から29

年迄は毎年100億円程度30年以降35年迄は年160億

から300億円位の設備計画であるが政府の金融施策の改

定に従って紙パルプ産業が本年如何なる展開を承せるで

あろうかということは予断は出来難いが近年の紙の需要

面をぷると産業用55％（紙製品,商業サービス,電気運

輸,繊維煙草,化学薬品，其の他)文化制度用34％（新

聞，印刷，出版官庁等）家庭用7％輸出4％等となっ

ているので専ら鉱工業の生産焼摸及び国民所得に比例す

るので産業界の好不況によって特種のものはある程度の

影響を蒙ることはあり得るが紙自体その製造工程の更改

によって種をの用に供し得られることから総体的には依

然として前進する方向にあることは間違いない処であろ

う。もっとも綿紡の操短等よりいわゆる人絹糸スフ向の

パルプ生産は若干打撃を受けるであろうし，一部工場設

備の投資計画等は繰延べになることも予想はせられる。

しかして紙パルプは多分に国際市場性をもつ製品であ

るので国際マーケットに供給し得られる価格であるなら

‘ぱ内需の不振嫁輸出に転換し得るし外貨僅得にも寄与す

ることになるが現在ば国内価格がパルプに於て10～15％

位高いので他にも諸要素はあるにしても製造コストの約

40％～50％を占める原料木材の仕上り価格が最大のウエ

イトをもつ重大な要件である。

さて今年の紙類の生産計画は第1表の通り31年より

12％上廻る67億封度で国民1人当り消費量は67封度

値で欧米の文化国家の100封庭以上からすると未だ遥か

におよばない状態である.。

この鋤氏用パルプとウィスコーズ人絹スフ等の原料で

ある所謂溶解性のDSP,DKP等のパルプの本年の生産

見透しは昨年度224万屯に対し17％も上廻る256万

屯で其の他竹藁等の生産量が約1万屯その僻宰パルプ等

が23千屯計約260万屯で尚需要は270万屯と見込まれ

て不足の約10万屯は人絹パルプ6万屯其の他#謝慨パル

プ4万屯の輸入で充足する計画である。すなわちこれが

パルプの種鑑賜り生奮計画は次の通りである。（第2表）

第2表
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此のうち木材パルプの生産計画は256万5千屯でこれ

が地域別パルプの種類別生産量並びに原木所要量は次表

第3表の通りとなる。

これによってもあきらかな如くパルプ製造規模の大な

る処は東海地区の23％北海道の21％で，中国の12％

北陸11％九州の10%となっていて，これも増新設の進

行に伴って2～3年後挺は相当に変るものと思われる。

なおこの3,500万石に及ぶ原木の供給状況ば第4表

の通りであるが此の事は該地区の木秘市況によって大き

く変動することば当然に想定せられる処であるが概略31

年の実績より推定されたものである。給源としてば北海

道の24％中国の22％九州の14％等が主要産地で資

源事傭に大きく関連している。針葉樹盗源の逓減下にあ

る我が国の森林の実相に鑑承て木材を多避に使用する紙
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第 3 表

地区別
計 割合
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北陸

東海

近畿
一
《

(34,913)

’2,565,000 100 ■
夕

註（ ）は所要原木量（単位千石)，またこれとパルプ生産量の対全国割合の異なるのはパルプの種類別に屯
当り原木量が違うからである。

、

何れの樹種を問わず消化するための研究が懸命に続けら

れている状況である。

パルプ原木の主要針葉樹のあかくろまつは昨年9月頃

より高騰をつづけ，12月までの4カ月のうち召50円乃至

400円の値上りとなったが今年に入つでからは精を弱含

象の横這いか若くは下落に向っている。

主要生産地のパルプ材の市況は次の通りで一般的には

近畿以北は高く，西日本地区は安いようで遠距離の貨車

第5表

第4表

地区針葉樹|広葉樹 計 割合
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パルプは好むと好まざるに不拘広葉樹の利用を図らねば

ならないことは必至で31年度原木所要錘3,097万石の

うち広葉樹はその15％に当る454万石で32年は20％

に上るのではないかと推定されている。最近のDKP,

BKP,SCP等は広諜調のパルプ化に適するものであつ

て従来からのぶな，かば等は最も好まれるのであるが現 輸送難から西日本あかまつ生産地区にある工場では一部

在は比較的軟かい白味の材質のものは雑木でも使用され 発送止めの措睡を識ずる位順調にス荷している。中部以

ている。何といっても豊富で価絡の安いもの程パルプ化 北の工場は貨車事擶もあって生産地区に相当の瀧貨をも

の対象になることは言を侯たない処で針葉樹の高騰から ちながらも割合に工場在荷は増加しない現況である。現
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木材工業界の動向

在一服状態をつづけているパルプ材が今後どのような動

きをふせるであろうかは木材関連業界の動向にもよるが

直接的にば，累増するパルプ原木の確保に対する業界内
ら

部の競合による影響の方が大きいし，かつ木材生産業者

に対する資金の襄付が順調に進んでいるか等の事情にも

よるので一概にいえないが諸般の構勢上現在以下の価絡

になることば余程の変動がない限りまずないのではない

かと思われる。

特に最近の木材価格のように一度需給が緊張すると材

価が急騰する我国の林材事悩のもとにあってば，紙パル

プ業界として，コストの最大要素の原料でもあるので適

正な安定価格で確保されることが産業消長の鍵となるの

で，昨年度通産当局より設備増強と原木対策1こついて業

界に諮問されたので，これに対し業界関係者が数次に亘

り慎重協議検討の結果以下のような業界の結論が答申さ

れた。

すなわちパルプ原木問題はひとり業界自体に於てこれ

が解決出来るほど容易なものではないという認識の上に

たってまず解決の前提条件として，

木材審議会の設置を強く訴えていることである。木材

の有効需要を充足するためかつは木材関連産業の健全な

発展策が図られるためにも官民合同の審議会を設置して

産業，金融，学者等各方面にわたる意見を容れて綜合的

に検討されねばならないこととしている。

次に当面の対策として木材需給の緩和の方向として木

材は附加価値の高い用途に充当せられるべく，それがた

めには不燃建築，木材防腐故紙の回収等を含めての木材

利用合理化並びに消費の節約が一層推進されねばならな

いし，更に我国森林資源の半ばを占める広葉樹資源を燃

料その他腫使用するより之は代替燃料に置き替えより高

き木材化学原料として利用されるべき旨を強調すると共

に戦前同様に木材の輸入が大量になされねばならず，之

がcif伽格が高価にすぎるので海上運賃の低減方法を検

討し少くとも年,そ1千万石以上の輸入を実現し需給の緩

和に努めるべきこと，叉国有林の伐採量の引き上げ，其

の他過熱林の急速な開発のため林道の増設，森林開発公

団事業の積極的推進，国士縦貨道路の設定等によって極

力国内資源供給量の増加を期することなど，政府当局に

要請している。

一方業界内部に対しても紙パルプ産業の好調に便乗し

ての無計画な設備の増,新設等はやめて木材需給緩和の

施策と同調する設備増加が行われねばならないとして自

粛の方向を打出していることは注目すべき現象である。

しかしながら文化経済の発展のための需要増大を擁し乍

ら原木面より設備制限をすることも許されないとし，外

貨，雇傭の面よりみても輸入に侯つことものぞましいこ

とではないので産業の合理化,新技術の導入等によって
木材の値上りをある程産吸収する努力を行うように努め

る。このためには需給の緊迫する針葉樹を避け広葉樹を

使用する設備に集中する原料樹種別の設備の調整，木材‘

需給の緩和が実現するまでの設備拡大を検討する時期の

調整，消費木材の増加が一地方に集中して極端な買順競

争の起らないよう地域別の調整等が必要なこととしてい

る。

また長期の対策として生長最の低い天然材が全森林の

80％を占めているので之が早急な開発利用と早期育成樹

種及び施肥等により生長量の飛躍的増大を採り入れた近

代人工造林の増加を要請すると共に業界自体も之がため

の企業努力を行うべきこととして之にほ企業体として造

林事業は利廻りが低く資本が長期固定して回転しない等

の難しい面もあるので本産業の行う造林事業に対して補

助金，低利資金の融通，税法上の損金扱等の拡大，育種

研究所の設置僅良苗木の育成等産業政策に合致した林業

の推進を希求している。

以上の諸方策は木材関連業界に於ても既に提唱されて

きたことであ謡が単に木材担当者のみでなく紙パルプ業

界の経理，技術，その他最高関係者の総意に於て改めて

原木と設備の問題が強く確認され政府当局にも蓮策して

いることは業界自体の－づ転機というべきであろう。

これに対応するかの如くこの程通産当局に於ては我国

盗源事情より木材を多趣に需要する紙パルプ産業の増設

新設に対しては一定量の人工造林の実施を要望する勧告

が発せられると聞いている。内容ば資本金1億円，従業

員300人以上の木材･バルブ企業体が増,新設を行うとき

は実行すべき造林面鼓は下記以上の造林を勧奨されるこ

とになる模様である。

新設増設生産能力(トン)×各種パルプ屯当り

所要原木÷600石×0.4×5（×0.6）
③ ⑧｡⑪ ⑧

註A: :;P鰯ず好{ﾙプ） ユ9石
（所要原量値)GP (砕木パルプ) 8.5石

AP (ソーダパルプ）
UKP(未晒クラフトバルプ) 15石
BKP(晒クラフトパルプ) 14石

S,CP(セミかミカルパルプ) 9.5石

CGP(ケミグランドパルプ) 9石

B: 600石は1町歩当り材積とする。

C: 0.4は国有林，公有林その他凋漂経営者より

受溌もあるのでこれを除き所要原木の40％

を造林の目標とする。

魚

ダ

！

9

F

一
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あるいは南の宮崎から全国21都道府県より出品があり

大職況であった。家具の加工技術も年女向_こしており都

市と地方の差が漸時縮小されつつある。またいわゆる既

製家具と称する見込製産品はここ数年箸るしく品質が向

上し，注文品との差が少くなってきた。これは既製家具

製造工場の機械化力謹み単一品種の多量生産方式に切換

えられてきたからであるし，意匠の研究や新興材料（ホ

モケンホルツ，三井ボード，デユラ，フオームラバー）

の使用の研究が磯んに行われる嫌になったからである。

一般的に我国の家具加工技術水準は木工機械の発達，接

蒲剤，塗料の進歩，デザインの発達によってここ数年前

から比較すると箸るしい進歩をしているが欧米のそれに

比較するとなお多くの点で劣っている。まだ我国では名

人芸を尊び機械を軽視している傾向があるし，叉ﾀ噸的

なデザインや仕上げの美しさのみを気をつけて本質的な

木材の狂いの問題を不問にしている向がある。これらの

点は木工業の進歩に大きな障害となっている。

現在家具業界における問題点は次の如きものであろう。

1．木材乾燥 2．家具輸出

（1）木材乾燥

木材乾燥の必要なことは何人も理解しているし，木材

乾燥設備の普及に伴って極端な未乾燥材を使用すること

が少くなった。しかし官庁方面入札の家具類にはまだし

ばしば乾燥不充分な木材が使用されている。これは家具

のス札価絡は過当競争のため箸るしく低く決定されるた

めになるべく経費節減しなければならないからである。

叉家具製造業者の商売人的根性と雌入者側の木材乾燥に

対する無知から来るものである。

最近続盈建築されている大ピルデングの完全暖房の室

内に使用する家具類の木材は余程木材乾燥に注意しない

と納ス後甲板等の狂いが起る。従って狂いの起り易い甲

板等にほ一枚板を使用せず合板が硬質繊維板等を使用す

ることが多くなった。叉鰯鉄製の家具の使用も年を増加

してきている。とくに椅子類はパイプ製の椅子の使用が

箸るしく普及してきているが，一般家庭用のものや大会

社の重役室等でば矢張木製のものを使用するのが普通で

ある。

現在全国では数多くの木材乾燥室があり夫を乾燥技術

者が居って木材乾燥作業に従事しているが，完全な木材

乾燥の操作が行われているが甚だ疑問である。日日の乾

燥作業に追われ積極的な研究の行われてないので実状で

ある。農林省においても通産省においてもこれらの木材

乾燥に対する積極的な行政指導を行うことは木材利用合,

理化の面から見ても肝要なことではあるが，まだこれが

実施されてないのは遺憾である。

，？ 5は5カ年間

E: 0.6を乗ずるのは広葉樹を使用する増,新設

の場合で木材利用合理化策で閣議決定の線も

あるので再造林の麦任面談を少くするための

係数で特に針葉樹対象の場合より責務が軽い

ことになる。

此の実施面積は社有林，分収林等その形態を問わない

が現存林地の購入ほ含まれない。

また実施の時期はパルプの増,新設工事に着手してか

ら5カ年以内とししかも此の場合2カ年以内に要造林面

穣の2分の1以上の造林を行うものとする等の要領で実

績は通産省に報告する責務を課し，之を怠るときは当局

に於て輸入機械その他税法上の優遇策等につき適当な配

慮をするなど相当に強く行政指導によって造林を推進さ

れんとしていることば如何に紙パルプ産業にとっては原

料木材の問題が真剣に採り上げられているかを実証する

ものであろう。 （日本パルプ材協会）

』
一
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家具

木材工業の中で家具工業の占める割合は極めて大き

い。しかもこの工業ば手先の器用な我が国民性にも適合

し古くから発達し，全国に普遍的に存在している。その

使用木材は年間500万石におよび坑木や包装用材に次

いで消費量が大きい｡使用木材の樹種の割合は針葉樹50

％，（スギ， マツ， モミ，ヒノキ等）広葉樹50%("

バ，ナラ，シオジ，キリ，ブナ等）と推定せられる。

家具の主要生産地は東京，大阪，名古屋，京都，神戸

横浜等の大都市の外桐箪笥の生産地として埼玉春日部，

新潟加茂,群馬高崎,鏡台の生産地として静岡市,徳島市

をあげることができる。また福岡大川市，和歌山市，徳

島市は雑木箪笥有名な産地である。山形天竜，岐阜高山

市，広島甘日市，秋田湯沢市には大きな家具製造業者が

いる。大都市ほ大生産地であると同時に大消費地であり

生産品種は多種多穰であるが，とくに応接用セットのも

のや椅子類の技術ほ到底地方の製造業者のおよぶところ

ではない。大都市におけるピル建築や住宅建築ほ多くの

家具需要を換起している。家具需要の少い地方の家具業

者ば都市進出に大きな関心をもっている。本年3月上旬

に東京で行われた全国家具展には遠くは北の北海道旭川

雪
》
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家具製造業者も日本調の輸出家具について積極的な研究

を開始すべきであろう。

（2）昭和30年輸出家具実綴表（大蔵省貿易統計）

（2）家具の輸出

近年国民生活の喪定に伴って家具の需要が増加し業者

数の多い家具業界は景気がよいとまでは行かぬとも利潤

の上る経営が行われている様であるが，常時安定した見

込生産が行われることば家具業者の希望であり，とくに
大メーカーにはこの傾向がつよい。

現織具の輸出は別表(1)に示めす如く年を増加しつ
つあり主要輸出品目は，キャプテンチアー，ウンゾルチ

アー，折畳椅子等で全体の70～80％を占めており，さ

らに輸出増加の傾向にある。

（1）最近5カ年における輸出家具実績表
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註28年度調，韓国に105,895千円輸出
29年度雪溌t,韓国に44,804千円輸出

昭和30年の輸出仕向地は別表側に示めす如く世界各

国に亘っているが，第1位は62％でアメリカ合衆国，

第2位は10%で琉球列島（アメリカ軍施設用のものが

多い）第3位は5％強でシンガポールである。

31年の仕向地別儀割置は最終的な統計が完了してないが

1月～10月迄の統計ではアメリカ向が65％で30年よ

り若干増加している。轟丘アメリカから北欧調の巍具や

日本調の家具等の引合があり，各地の義具製造業者が試

作を作って送っている猿であるが，多くは価格が極わめ

て低く室だ本絡的な取引までに錨蔓してない。このよう

な引合を出すバイヤーの多くはアメリカにおいて信用の
ない商社であったり，アメリカのデザイナーのデザイン

を盗用して日本に作らせることを計画する様な商社であ

ったりするので取引にあたってば余樹言用調査をする必

要がある。これらの問題について溝互いに祷報を壷要す
ると共に輸出について技術的な問題やデザインの問題を

研究するため5月中旬に日本輸出家具協会が設立される
ことになった。

アメリカにおける日本趣味の辮ﾃによって後述の建具

や欄間や障子と共に日本の和家具の持つ良さが理解され
てきでいる。現在アメリカにおいて全盛を極めている北

欧調の家具の次に来るものは日本調であろうと一部のア

､メリカのデザイナーは期待している様であるが，日本の
、
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木材工業界の動向
一

ることは家具と同犠難しいことであってお互いに研究し建 目
＝

家具工業についでについで建具工業ば多量に木材を

この業界臓大濁怖や主要生産地で

あって建具の輸出の振興を計るならば，現在の輸出量の

2～3倍に増加することは容易であろう。

漆器

漆器の技術は支那から朝鮮をへて我国に匿来し，その

技術の水準は既に奈良朝時代に最高水準に到達したもの

が多い｡漆器は支那叉は朝鮮よりも有用木材の豊富にあ
り，湿気の多い日本において発達じその技術は日本独得

のものである。塗装の技術は各生産地によって多種多様

で夫点の特色をもっている。

しかしこの日本特産の漆器も漆価格の高いこと大量生

産方式に適しないこと，色彩が現代感覚にマッチしない

点などで業界の大幅な発展はのぞめない。

汁碗の下級品は合成樹脂製品におされて売行不振とい
われている。

漆器業界における問題点は次の如きものである。
(1)輪ス漆の確保

(2)漆器榛地の反狂防止

(3)塗装功程の簡素化

仏)脱色漆液の研究

（1）輸入漆の確保

本年2月輸入漆が入荷減の理由により2倍近くの価格

の暴騰が行われ漆ｽ手が一時困難となったことがある。

漆器業者としては漆のス手は業者の生命線であるとし全

国業者が一体となって全国精製漆業者と輪ス業者と数度

に亙って会見して漆の円滑かつ公正なる売渡しと正当価

格による漆販売を要求した。数度の会見の結果漸く妥協
の点を見出じて円満な解決が行われたが，この問題は輸

入業者側のいう中共における天候または集荷機関の変化
による1時的現象であるか，否力判断できないがいずれ

にしろ漆のほとんど全量を中共に仰いでいる漆器業者に

とっては死活の問題であるので漆確保の問題は今後漆器

製造業者もただ漆輸入業者だけに任しておいて安心出来
ない問題となっている。

（2）漆器榛地の反狂防止

日本特産の漆器の輸出は年額4億円程度でオルゴール

箱，宝石箱，漆塗アルバム，硬質漆器，カクテルカツプ

等で多くは下級品である。輸出漆器の品質不良の原因で

ある漆塗膜の剥離は木材榛地の乾燥不充分に起因するも
ので絶対に塗膜の剥離しない榛地を使用する必要があ

る。そのためにほ一部でば金属榛地を使用しているが金

属音や重さその他の関係で本格的な発展は行われえな

い。木材の味を殺さないでしかも狂わない榛地をつくる

ために木材の中に合成樹脂を浸透せしめる研究が行われ

－部成功しているが未だ企業化する迄には至ってない｡ノ
ノ

グ

／
ノ

使用する工

は塔議化し業であ為 ｡

ているが,その他では家具やその他の木製品(例えば木箱

等）と兼業しているものが多い。使用木材は家具用材よ

り更に限憲され秋田杉の如く大径木の最も狂いが少い点

で最も適材とされている。吉野杉や木曾桧は上質の秋田

杉と共に上物である。一般には杉樅，姫小松などを使用

するが，最近はラワン材が使用量が次第に増加してきて

いる。その主要生産地は和歌山市,福岡大川市,栃木市，

徳島市，新潟加茂市，埼玉小川市，群馬高崎市，長野松

本市等で六大都市も大きな生産地であるが多くは注文品

の生産が多く既製品の建具は地方製品に依存している。

蒲で．悶霞獄※‘'……具･翰‘
建具

である

（1）木材の確保

最近パルプ工場の増設を初め各種の蕊築の増加に伴つ

．て各地で”の買漁りが激化し木材価格が次第に高騰し
つつあり業者は製品安の原木高に悩んでいる。上物を製

造している都市の業者は左程でないにしても地方の既製

頚懸羅灘鶏
ので常に建築の予算にしばられて不当に圧迫されている

面もある叉建具業者建築業者に従属しているものもあ

蕊蝋職難蹴る。建具

の樹令の

材が国有称や民有林から従来の様に豊富に供給すること

‘ は不可能可ある｡従って新しい材料例えば乾式霞たは湿

式の硬質鮒維板等の使用の識極的な研究が必蕊となって
くる。 ，

（2）建具の輪出

最近アメリカにおける日本趣味の流行に伴って日本建

需鋼尻鰯藤駕霞駕鵠蹴
引合が最近活溌になってきている。

；蕊溌瀦難
この日

が黎明期

一は考え

達は日本を研究しその中から現代生活にマッチする溌な

デザインを昨ろうとしている。

こうし珈向に対して日本の建具業者も相互に連絡を
密にし職種的な活動をすべきであろうが，現在はまだ全

国的な逮僻もなく輸出業者の注文に思いの霞まに応じて

いる程産である。気候の異ったアメリカに建具を輸出す

'一

9

令

函
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二
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木材工業界の動向

（3）塗装功程の簡素化，脱色漆液の研究 皮，苔等を材料として深山溪谷を現わし一部絵筆で空や

漆器が他の商品に比して価格の高いことは漆価格の高 川を画いた額，絵皿，遠近額，等ば長野松本の特産とし

いことと塗装功程において長時間かかることである。こ てアメリカ向に輸出されている。

の功程を簡素化することば漆器工業の振興の一端と考え これら輸出木製品における問題点は良材を確保するこ

られている。叉白色漆液をつくることば以前から研究さ ・とである。とくに良質のサラダポールにおいてはミヅメ

れているが，未だ完全の域に達してない｡,白色漆液が出 サクラが多量に必要である。これの確保については業者

来ることによって色彩が自由となって漆器独得の暗い色 は東奔西走している有穣である。

がなくなって明るい色が出来ることはこの工業の新らし × ×

い需要面が期待されるわけである。 以上家具,建具,漆器,その他の木製品の業界の動向と

その他の木製日用品 その問題点を思い出るままに書きしるしたが，木製品工

家具，建具，漆器の外木製の日用品には桶，仏壇，仏 業として共通な問題点は木材の確保と木材乾燥である。

具，折箱，台所用品，下駄，額嫁等数多いが中でも輸出 木製品業者いずれも中小企業者で多くは事業主が一人で

木製品として戦後急速に発展して多額の外貨を塚いでい 木材の購入から製造販売にいたるまで指導監督しなけれ

るものにサラ愛ポール,スプーンフォーク，コシヨース， ぱならない。したがって自ら猿極的に木材乾燥を初め多

境ス,砂糖ス,肉切マナイタ，ハンバーグプレス,小物入 くの技術的問題を研究する暇がないので行政官庁として

等小型の木製品がある。仕向地はアメリカ，カナダ，ハ これらに対して積極的な指導が必要である。また最近箸

ワイであって年額20億円以上輸出されている。主要生 るしく伸展している輸出木製品の品質についてはとくに

産地は神奈川小田原，静岡，福島，栃木，群馬，長野外 品質管理の思想を導入して日本の木製品品質の向上を計

全国各地で生産している。また白樺額と称する白樺の樹 ることが輸出指興に対する大きな問題点と考えられる。

参考資料 （昭和29年工業統計表）

垂

従誉き昔4人以上の彗諺蕊所 従業員3人以下の事業所

事業所数従業員数|出荷額
産業分類

事築所数従業員数|出荷額
百万円

28，425

11,006

1 ,715

百万円
4，777

3，437

1,076

家具製造業

建具製造業

漆器製造業

｡ 15,693

11,436

4, 114

4，174

2,508

847

57，226

23, 193

4，389

7,631

5，608

2，“0

（日本ソ誤バン工業KK)

~.‐ ‐~ー~=~-.一.一ー…－－－'､~~.辱"一=~一一.一一・一‘ いのであるから出来ないわけである。この際強いて準備

木材乾燥工場の現場から しようと思えば,半製品の挽材を見込生産するより仕方
がないが，見込生産は営業的に見て恐しく不経済なもの

であるから，実行ほ容易ならぬ事である。ところが乾燥

材の需要量が多くなるにつれて，長期間を通じての計画
布村紀源

的発注が多くなるから半力月位の事前天乾を実施する余

《
」

『
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猶憾ポツポツ出て来る。こうして回転が田来る犠になれ

①我国に行われている木材人工乾燥（以下人乾と略称 ぱ，占めたものである。それというのは，人乾には大な

する）のやり方には，良かれ悪しかれ多くの特異点が指 り小なりの天乾期間を設ける事によって莫大なる人乾の

摘されるであろうが，手取り早い所では，人乾の予備操 材積減を防ぐ．ことが出来るので，金額として莫大極上る

作としての天然乾燥が（以下天乾と略称する）あまり行 点では製造行程中の何よりも影響が大きいであろうと思

われていないということが大きな問題であると思う。国 われる。それの象ならず，こうした行程を終ることは製

内で行われている木材の人乾は，迫っている納期迄に急 品が遥るかに優良であるばかりでなく，人乾室の使用が
いで乾かしたいという目的のものが随分多い。そして到 少なくて済む結果ともなる。

達含水率も14％前後止りと云うものまでである。これ ②常温の大気中で保謹されながら，除々に乾燥する場

らには長期の予備乾燥を施そうにもその時間的余猶が無 合を自然乾燥と言いそれを営業のため大量に屋外などで

－35－

』



木材工業界の動向 己

やっているのを天然乾燥と名付けよう。自然乾燥には収

縮はある氷lossばほとんどない｡同一の材を40%とか
③収縮およびこれに起因する損傷の生起する程度，換

言すればその歩留りは，乾燥の方法行程次第で随分と差

15％とかまで含水率を下げる時，人乾でやった場合はそ

の縮承戯者より遥るかに大きく,誉たこれに起因する
損鰯も甚しい°今アピトンの床板の－例を挙げよう。昭

異を生ずるものである。早い話が温湿度風速を強く使う

程乾燥時間は短縮せられる結果となり，たとえそれが一

応立派な出来ばえであったにしても,､上記の縮皐ほ大き

くなる。また10％以下迄の乾燥や劣等品質材の乾燥に

なる程損傷は大きい。

木材は丸太を角や板に挽いたものであるから，山積間

和27～28年廷ベ

ン，フローリング

に要求せられた。

16,000坪の("/,6×2'ん×RL)アピト

をやって見た｡含氷率は, 10%を雌蕊

このストリツプスを乾燥するのに，45

%迄の間畔天乾材と生材の人乾材との間には己に大きな の材は如何に樹種厚さ毎に揃えて見た所で,個々の材に
収縮の開きが現われ以後同一に,人工乾燥した場合両者 なお比重差組織差が残っていて乾燥に耐え難いものが幾
の間にも,|大きな差異を示している｡一寸断るが板に厚 ％か必らずある｡例えばｱビﾄﾝの定尺物で丁数計算の
さの存する限り，水分傾斜があり，真の収縮以外に応力 25％位（乙）ほ残余のもの（甲）に比して必ず虚弱であ
に起因する歪力哩来ることは当然であって，この場合の り，その内の幾％（丙）かは，更に虚弱で天乾時で既に
収縮というのは，成因の如何を問わず利用実務上，結果 損傷やあばれが生起する。乙丙を別個に乾燥することな

の承から斗た縮承の総計である｡室はｽﾀｰドパﾝド式 く甲と道づれにせざるを得ない場合ば, schedule賦甚
のものでる。試験材の天乾は実際の山積中に於いて集 しく緩和せなければならない。ここで自然乾燥に近い方

鱸…葛。 …霞予紬腫儒潅,“…諭…ゞ団天職し

附図1 ある。そしてまた天乾部分に就いてもまた同じく天乾の

欠点に対してば保護しなければな
ノ”％ 舟X2fxRL"""ff'aZ坪の〃i"jの乾燥による收瀧比較 らない｡難材.貴重材等では特に

､

＝

ｰ

そうである。

人乾蕊蘂の強さ緩和に関しては

日時を使ってなるべく低い温度を

用いる事が第一である事は図表の

MC45%における収縮差の主因が，

温度であることからでも推察され

る。人乾における温産は樹詞享さ

によって開始終末共に限度があ、

る。湿度がある程度に伴なって

山績内風速が適当に伴えばいくら.、

でも温度が高くて良い様に希望し

ている人もあるようだが，薄物良

材ならいざ知らす案外10ssが多

いので木材ば鐘として2〃以上

の堅付ともなれば，熱気乾燥方式

ではそろそろ難かしぐなる。左録

凸

《
》

附表1

A.使用uた乾燥基準表

なものは通常の温度を用いた時で

も，したがってまた補湿や，スチ

ーシング操作も考慮せざるを得な

くなり，その点インターナル嫌式

採用によりその必要が随分緩和さ

れたとしても堅厚物では温度が低

ければ低いなりにまた其の材内か

ら出る水分だけでは囲縫用温度が

足りない時期があるのが普通の乾

１
１
１

息
MC

－

40 1 60
31 1 62
23 “
17 ' 66

|:｜:：

B. 入炉日数Ｗ
塁
塁
売
罪
誕
弘
認
詔

｜
”
副
帥
湛
印
艶
々
“

Ｈ

'7鰯〈笛に|10"Ag:
最後尾は 検出再謹せられる

天乾後人乾 10日
I

6．5～7日

最初より人乾 14日 8～9日
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挽立寸法：まず厚さの収縮から来る体積減如何につい

て見る。挽立寸法を増減する事がその増減通りに丸太の

使用材機を左右するか否かは，議論のある所であるが，

薄物・細物ではやはり正直に丸太が余分に潰されるであ

ろう。

註・収縮とほ厚さ100のものが86．7になることで

100-13.3＝86.7％100-7.9＝92.1％13.3％は平均値

であり，バラツキを考える時は最大値と之との中間の某

値を採るべきだが，一応之に留める。

附図は柾目挽材の実験であるから幅の収縮は厚さに比
して少ないのであるが，実際の山積に妹，挽目挽材が否

応なしに混スするから，板目材のために幅は0.875を採

用している。又これにも生材よりのものと然らざるもの

との差があるが，尚crook曲りもある為一様に2.7

寸に挽いている。

以上肱実験値の詮ならず製造にあたって終始使用した

数字である。

両者比較：収縮と損傷と両者について考えるべきであ

るが，問題ほ損傷減である。生材から人乾するものと天

乾を利用後人乾するものとの損傷を比較すれば，人乾日

時間が同等であったら，てんで問題にならない程の激し

い差異を生ずる。実は16,000坪のfloringを作るに当

りストリツプスの両端勤.したものから取れた製品の歩合

すなわち長さ比が全部通算して74.6％であったがこれ

は乾燥から来た損傷ばかりでない。惜しいが両者に区別

された調査記事がないのでここでは残念ではあるが，今

ラワン輸出吋板の例を引用すると1吋厚入炉前規格検査

済材含水率8％乾燥の時天乾1カ月材の人工乾燥は

1oss0.7～1%(失敗品の計入如何で差異有り調査約

3,000石）に比べて生材よりの人工乾燥は3.5%(乃至

6％）を示し叉後者の場合人乾後に規緒検査を行った場

合は12.6％（調査200石）を示している。lossとは人

乾の結果生起した割れねぢれそりの類で切捨て排除した

ものである。

1ossの数字は当時の条件に大きく左右されること勿

論であるので一応この程度にとどめる。左様なわけで何

物に限らず大量を年間通して作る場合，当初は紬スを急

ぐ必要上生材より作るのであるが, 1ossにたえられな

くて，一日も早く天乾利用の態勢に移っているのが実情

である。その場合人乾日時は大概縮めている。それでも

鍔易は尚遥るかに少い。今損傷減については調着淡料が

ないために，省略して収縮の琴を計算しそれも幅の方は

neglectすることにして調べると次の通りである。

⑤木材と云えばほとんど乾燥材ばかりを使用している

という先進国でば，人乾といえば必ず天乾を経てやるの

燥室の現状である。

こうした着意で乾燥した場合において，材積減の問題

以外に次の如き大きな利益がある。すなわち予備乾燥を

実施じたものは，

◎含水率のむらが僅少である。諸所に水分がちよ溜する

力敦ﾛき現象がない｡山積として調べても一丁内の部位毎

に調べてもそうである。仕上り時期が斉一になる。

、落込承表面硬化になる機会叉はその発生程度が遥るか

に少ない’従って低含水率に到る迄乾燥を継瀧する事が

出来る。

◎ねぢれ曲り割れ等の損傷の少ない事は既述の通りであ

る。そして収縮や落込感の発生状態にむらがない。

、各時期において水分傾斜が比較的緩かである。

以上の諸件は乾燥の出来栄えを良くし製品を優秀にす

る｡人乾に耐え難き虚弱材が自然乾燥的な保養により‘蕊

礎が出来立派に低含水率迄の高級人乾に耐え得るに至り

准廃材が生きる結果となる。いわゆる鄭剃．すなわち人乾

不適の特殊材が人乾可能になる。叉高級建築家具等に於

て屡を遭遇することであるが聯煤のものの健在保続を要

求される貴重材に於て朧特に大切な事柄でもある。

④時間は，乾燥を依頼するものにとっては納鰯の都合

上仮借すべからざる貴重なものであって多額の金額に評

価される場合が多い。然るに乾燥を可寧にするに肱必然

的に時間が必要で必須の盗本でもある。また承炉時間に

ば乾燥が随伴する。従って3"～4〃以上の広葉樹ともな

れば人乾のみで低含水率迄下げる事は難かしぐ己に乾燥

賃だけで甚しく経費がかかり木材以外の物質を使うとか

木材でも接着材とかの方法で行くとかになって来て，4〃

乾燥そのもの迄が否定せられるようになる。前述の利益

を考える時は時間の余猶の許される限り天然乾燥を多く

して人乾の期を縮め1ossと乾燥賃との合計を少なくせ

ねばならない。又時間の余猶のない場合は勿論人乾の熟

で乾燥するのであるが此の際乾燥の強さをどの程度にす

るべきか’これによって生ずる材積減との間に経済的パ

ランスのとれるべき最良点があるわけである。今この理

窟を明らかにする手段として，附図第1によって得た収

縮に関する数字によって，天乾利用の利得を調べてみよ

う。

附表2

負

｡

《
」

仕上， 削り|出炉材離縮|挽立寸
・57寸十0.13寸＝0.7寸

0.7寸÷0.867＝0.807寸

｜

I

÷0.921＝0.760寸

’
2．23 +0.13=2．36

2.36÷0.875=2.7寸
一一幅’

－－
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附表3 内ﾛ 一一勺□

木材防腐業界賃
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乾

１
１
‐
×
×

賃
日
０
０

人
一
蝿
〃
ｗ
ｗ

－
》
蝋
罰よ \70×9貝=\63

0

山積料
一

患|霧

小

計

収
縮計
減

｜\69,増501\501柵 石井文男

1塔501 1\780\34ハ21
－－一一

厚さ7.6分を8分に挽くから
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木材と私達の生活とは大昔から確り結び付いておりま

した。この関係は今後も色なの形で溜達の生活を潤しま

す言すその価値を高めて行く事でありましょう。しかし

この利用価値に富める木材も耐久性を要求される時には

本質的な弱点を持っておりますので，そり有効生命は短
いのが普通であります。陸上では菌類や昆虫類の為に，

水中では貝類や甲殻嬢の為に，蝕害を受けて破壊消耗さ

れてしまいます。それ故此等有害作用から木材を保護し

ようとする試欺が絶えず続けられて来たのであります｡

最初に用いられた保存方法ば禾材の表面を焼いて炭化す
るとか，耐水性の塗料をぬるとかでありました。16世
紀の中頃には更に進んで水銀剤とか砒素剤とかを原始的
方法で腐朽や白蟻等の害より防止する嫌に用いられてい

たのであります。その後研究の進む渡つれて触書生物の
大多数は自分の営養源として木材の細胞内物質でありま
す蛋白質や含水炭素を必要とするばかりでなくセル戸一

ズやリグニンによっても生存し更にある種の菌類はセル

ローズやリグニンの承を営養源としている事が明らかに

なりました。薬剤による木材保存方法が系統的に発達す
る様になったのであります。

このようにして進歩した木材防腐剤はきわめて多いの

でありますが大きく二つに分類されます○水に溶けない

油性の薬剤と，水に溶ける水溶性の薬剤とであり麦す。
それそれ特色がありますが，前者で代表されるものには

クレオソート油や最近アメリカではPCP油剤（ペンタ

クロールフェノールを重油等の油性溶剤に溶かした防腐

剤）等があります。後者には概素銅弗素等の塩類やフェ
ノール類の有機塩類があります。

現在日本で用いられている油性防腐剤ほ殆んどクレ

オソート油で占められております。それは国内鴬源であ
ります石炭の乾溜物で，製鉄会社や瓦斯会社等の副産物
として多量にス手出来るからであります。PCP油剤は

PCPの藩剤であります石油盗源が日本に於ては甚だ乏
しいので利用し難いのであります。一方水溶性防腐剤は
弗化物とフェノールの有機漉の結合物でありますFD系
防腐剤と硫酸銅が主として使用されております。

クレオソート油による防腐処理法として古くから知ら

れているものに浸漬法があり震す。これは木材をクレオ

が本則と云われている。それも繊維飽和点迄実行してい

るそうである。一体に天聴をどの程度迄に実行すればど

の程度に効果あるや知りたい所であるが，吋半以上の生

材にもなると最初の1週間程は，入乾も天乾も含水率の

低下状況に大差ない所からして1週間でも大いに効果の

存する事は明らかである。天乾では横猿立穣の差異集団

と単独の差異により，含水率降下状況が異るのとそのバ

ラツキ次第で価値に差異を生ずるのとで，容易に最良点

ほ分らないが，なし得れば繊維飽和迄はやりたい。叉ア

ピトンの如く,蒸煮後の天乾を賞用しているものもある。

わが国では悩魅の通りの理由やら叉とれに伴う研究の不

充分やらで，損なやり方をやっていたものではあるが，

いずれにしても国内における乾燥材の需要供給が盛んに

なれば，計画生産による乾燥が必要であり，可能である

状態となり，これは1oss少なくして安価なる乾燥を呼
ぶ結果となって現われ，逐次に思い付きの行き当りパツ

タリ式乾燥を駆逐するに至るであろう。これに併行して

建築，造船，家具，車輔等の設計企画に当るものが，各

種樹種形量の乾燥材を最も安価にかつ希望通りに得るた

めの基準時日と云うものに否応なしに理解を持つことに

もなるであろう。しかし業界がどんな進歩しても，局部

においてはその動震の如何に拘わらず，応需即応ないし

ば緊急用の乾燥の要求と云うものはなくなるものではな

い。これらは多く予算に恵まれていることが多いのと，

薄物や14％程産迄の乾燥なら技術的にも楽であるか

ら，材積の減りなどと云う気づかいは要らないわけであ
る。しかしかような乾燥は何時迄も好景気下に安居出来

るものではなく，逐次合理的乾燥に置き換えられてゆく
のである。 （笹野木材工業KK)

一
二

〃 も
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の給源であります国内の森林は今次の不幸な戦争以来急

速に荒廃してしまい，容易に楽観を許さない様になりま

した。戦後木材の利用合雪上が強調されているわけであ

ります。この利用合理化の対策の一つとして木材の防腐

が採り上げられ昭和28年iこ木材防腐法案が成立したの

であります。この法案の成立を期に木材防腐に対する認

識が漸く世人に高まり需要は増大する傾向にあります。

この様な状勢は比較的のんびりしていた業界に多くの新

会社が出来叉既存の防腐会社も設備の増設或いは更新を
行い，今後の増大する需要並びに激化する自由競争に備

えて行かねばならない様になりました。

戦前この工業界は電力会社や国鉄，電通省等の大口需
要者にの率限られて他工業の様な製品に就いて余りはげ
しい競争がありませんでした。又生産の技術内容もベセ

ル氏等が採用した加圧式処理法が主で防腐薬剤もクレオ

ソート油が圧倒的に多く過去2世紀その生産理論には見

るべき進歩が余りなかったのであります｡業界の状勢も

変り戦前の23工場ほ現在丁度倍の46工場になり，仲

仲賑やか漣なったのでありますが，いずれの会社も営業
は比較的容易な大口需要者にのみ頼り防腐木材本来の広

く新しい分野に理想的防腐木材を提げてぶつかって行く

意欲に欠けている嫌に思います。従って以前からの走っ
た大口需要に対しては工場の乱立の傾向にあり経営効果

も上らない工業と諸われております。

しかし今次の戦争はあらゆる工業分野に於て革諏勺進

歩を遂げ殊に原子爆弾の出現は原子エネルギーの悉意的
解放という大事業をやってしまったのであります。叉生
産面の生産手段としてのオートメーション，推計学によ

る品質管理等の目覚しい発達は従来の工業水準を変えて
し震いました。防腐工業に於てもこの様な工業技術と思

想とに無闇心でばいられなくなったのであります｡即ち
どの様な水準で業界にこれ等のものを採り入れるかが私

達へ課せられた大きな宿題であると言わねばなりませ
ん。

当工場も旧い伝統のもとに発展して来たのであります
が工場設備後多年を経過し又戦災にあい漸く老朽の度合
箸しく，その更新を迫董られるに到りました。2年前よ
り前記の状勢を考え，ささやかながら工場の合理化を行
って来ました。その要点を簡単に申しますと，生産費の

低下に対しましては，即ち従来より木材防腐工業に於て
嵩高重量の木材という原料素材及び製品の運掻移動作業
には最大の重労働力を要求し労銀の大部分を占めており

ます。この部門を上手に機械化する事は工場合理化遂行
上の大きな要因であります。それ故原料作業面にコンベ
ヤーシステムを採用し又製品の運搬発送面に於ても機械

化を図りました。これによって従前の作業量の倍増と労

ソート油で満たした開放槽内に浮び上らない様にして，

槽内のクレオソード油を温めたり冷やしたりする事によ

って木材内部に減圧を発生させ，毛管拡散の両作用を高

めて，木材内にクレオソー'､油を鯵潤させるのでありま

す。この方法は木材がよく乾燥した条件の良い場合に於

て最外層の数粍より油が謬男入込まないので充分な方法と

は申されません，唯方法が簡単なので今日でも簡易防腐

法として用いられて鐙ります。 19世紀の中頃英人ベセ

ル氏等が鉄製の密閉缶内で真空及び圧力を用いて木材内

に防腐剤を注入する方法を採用し始めて高度の防腐目的

を達成したのであります。この方法ほ真空一圧力法とも

呼ばれ，これによりますと木材内部深く防腐剤を浸潤せ

しめ得ますので腐朽作用に対して充分なる保謹を行い得

るのであります。今日防腐工業として行っております生

産方法は殆どこの方法によって電柱や枕木，土木用材，

水中瀧造物等を防腐しております。この真空一圧力法を

今少しく述べて見ますと，直径2米長さ20米位の長い

鉄製の缶即注薬缶に，’､ロリーに積込まれた砺柱や枕木

等の木材をそのまま入れ扉で密閉し蓑す。密閉後缶内に

薬液を充満させ更にポンプで薬液を缶内にどんどん送り

木材に圧入するのであります。やがて充分に薬液を木材
に飲み込ました後缶内より薬液を排除し真空にして木材

内の余分の薬液を取り去り，扉を開き注薬缶より引き出

すのであります。この方法に用いられる薬剤は主として

クレオソート油でありますが一部業者がFD系の防腐剤

を1.25％水溶液にして防腐木材を製造しております。

叉電柱の防腐処理方法に仏人ブーセリー氏によって始め

られた方法で液汁駆逐法とも称され今日では硫酸銅の専

門注ス法とまで謂われている方法があります。これも簡
易な方法で硫酸銅溶液のタンクを’0米位のやぐらの上
に乗せ伐採後48時間以内の皮付杉丸太の木口の一端を

器具で覆いパイプで連結し落差圧で硫酸銅溶液を注入す

るのであります。この方法によりますと杉丸太の仮導管

内の水は硫酸銅溶液によって木口の他端から押し出され

遂には硫酸銅溶液によって完全にスオ'替えられてしまい

蓑す。完全な注入法として推賞すべき方法であります。

主として山地で行われ立木より製品までの時間が短い等

の特色を持っております。この外に防腐木材･の生産方法

は色をありますが工慧勺に現今一般に用いられている方

法ほ前記の典空一圧力法で僅かに防腐電柱の生産に液汁

駆逐法が用いられている状態であります。

この標にして製造された防腐木材は素材の有効生命の

3倍から7倍位の耐久効力を持っているので木材の利用

合理化に重要な意義を有しており蓑す。

従来我国に於ては木材は挫富とされておりましたがそ

'

窪

、

●

一
」
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木材工業界の動向

銀の3割程度を節減しております。

生産量の増強に対しては，即ちこの工業ば原料から製

品への過程が短く，しかも工程内容が単なる注薬加工で

ありますので作業の能率的機械化即ち作業時間の短縮は

生産量増大に大きく響いて来ます。注薬缶を両扉式のト

ンネル注薬缶を採用する事によって生産の流れを短かく

単細上し，同時に寸法長さのさちまちな原料素材に対し

て注薬缶の大きさを適当に考えて原料の仕込遼を増大す

る様にしたのであり堂す。従前の仕込量②3割増を実現
しております。

叉製品の品質向上に対しては統計的品質管理の方法を

導入し品質の均一化に努力を銃け，それぞれの作業の標
準化を図り向上と無駄の排除に意をそそいで諮り童す。

以上木材の防腐に就て色をと述べて参りましたが最後

にこの工業の将来に就て考えて見ねばなりません。木材

工業に於ては工場の設備を合理化すれば立派な能率的近

代生産工場が出来上り茨す。しかし生産される製品は別

段な特色があるわけでなく，新鋭工場でも老朽工場でも

ス念に製造すれば同様の製品が出来上ります。現在主と

して製造されているクレオソート油注入防腐木材は防腐

という限定された面に於ては確かに卓抜なものでありま

すし，利用面に於ても絶大な貢献をなして来烹した。し

かし今日防腐木材の禾掘面が漸次拡大して行く時この種

の防腐木材では週惑ながら絶えず進み行く人間の文化的

要求を充足して行く事は出来ないでありましょう。何故

なら臭気のある，油じ象たそして見た目に汚れて見える

この製品は勢い用途が限定されてしまうのでありましょ

う。叉防腐木材の進歩を阻んでいた原因の．－つは新製品

を作ってもその防腐効果が，他の商品の嫌に良し悪しが

すぐに判定出来ないで，長年月の後でなければ現実には

わからなかったのであります。従って新製品に対しても

需要者が理解ある態度を示さなかった事であります。今

後この問題に就て，近く防腐木材の性能効力試験法が標

準規賂として採用されるそうでありますが，これにより

ますと効力判定が短期間にわかり重すので，この問題は

解決する事と信じております。一般需要者の深い認識の

下に防|関業界も活溌となり新しい防腐剤による新しい生

産方法も出来斯界も進歩発展して行く事でありましょ

う。叉更に近き将来に於ては木材に原子力を利用する事

により木材の原子変換や分子変換の結び付いた極めて高

度の技術も現われ木材を用途によってどの様にも変え新

しい製品として提供される事も考えられるのでありま

す。木材保存の要求は質的内容の変化がありましょうが

長く将来にわたって続く事でありましょう。

（東京都江東区深ﾉI縫中島町8

日産農林工業株式会社越中島工場）
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その際に，吾国のように木材盗源に乏しい国であり乍

ら無駄に利用している点を改めて，次の雲目の襲うに重

点的に指向させること力窪まれる。

（1）天然林が急速に整理される際に生ずる広葉樹材の

用材に不適当な欠点材の合理的且つ高産利用

（2）天然林に温きかえらる人工林から生ずる小径材の

高度利用

（3）木材加工時に生ずる工場廃材の効果的利用

（4）材質改良の手段による木材の高度利用と新用途の

開括

木 材改
一

良

堀岡邦典
両－9F】－－←函－－－

一一重い吾＝、■－F｡ーー五一一一一一~再云再

1．はしがき

戦後10カ年の木材加工抵術の急速なる進歩を願詮る

時，その主体をなずものは外国技術の導入，例えば

HomogenHoIzの製造技術を導入により日興藍議，岩

倉組においてそれを生産し，またChapmannの方法を

導入して三井木材においてファイバーボードを製造した

り，さらにスエテーデンのSunTexの方法を名古屋木

材様式会住に拳いて導入した。合板関係の鐵或としては

ICoe会社（米国), RFR(ドイツ),のドライヤー（第

1図参照),Coe,RFR,Meritt会社のロータリーレー

ス,Diehl会社(米国),Frit乞会社（ドイツ)のテープ

レススプライサー,E1ectronicHeating会社(米国),

Torwege会社（ドイツ）のランバーゴアーエッヂグル

アーなどを輸スして，木材宅工業の遊歩を図っている。

このように高い特許料を図って技術を麹したり，外

雇蕊製の瞬戒を輪スして木種工業の進歩を図ると共に，研

究機関,大学,現場の技術者の研溌に努めて，一応欧米

の水準に近づきつつあるが，残念ながら是を追い越して

いるとは決していえない状態である。

このように過去10ヶ年を振り返える時，従来の研究

体制でよいか，如何にすれば欧米の技術水準に追い付き

ざらに一部でも追い越すことが出来あかと云う問題につ

いて，是非触れたいと云う衝動にかり立てられるのであ

るが，是は別の機会にゆずることとして編集者の意図さ

れる木材珈江銭術の将来について焦点を合せて記述する

こととする。

さて，将来の動向を予想することは相当困難であって

それは過去10年の例を見ても，外国に新技術が生れる

ならばそれに飛付かざるを得ない技術の貧困さが伴う限

りにおいては，特にその感が深いが，一応現在を基礎と

して，かくの如く発慶するであろうと思われる次の鰭問

題について動向を予想して申し述べて詮たい。

偽

＆

第1図Coeタイプのドライヤー

2．集成 材

第2次大戦中およびその後における木材の利用に最も

顕著な発達をもたらしたものは，木材接着技術の発達で

あった。それには種だの改良木材，例えば集成材（挽板

穣廟材)，耐水性合板，曲面合板（成型合板)，ランパー

コアー合板，プラスチックシートのオーパーレイ合板，

単板積層材．，硬化稜層材（強化木材)，バーテイクル宗

一ド（チップボード）などがあげられる。 この種の発

達をもたらした原因の先ず第1は接着剤の改良である。
〆

1916年蹟における職歴性あるカゼイングルーの改良か

ら出発して1935年には合成樹脂系（石炭酸樹脂および

尿調劉脂）鋳誉剤が作られ，合板および集成材のﾀ陸用

への道が開かれ， 1940年頃よりこの合成樹脂鋳普剤が

礎醗蕊騨豊に応用しうるまでに改良され，その後メラミ

ン系，或いばレゾルシノール識萄青剤が塾易し，また木

材と金属乃至は木材とプラスチックとの鋳菅もi鐸し，

さらに婚曽剤および鋳普擬術の研究は低温鋳鋼蕊作をも

《
」

筆者・林業試験湯木材部凋擬改良科長・農学博士

－41－
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木材加工技術の将来

5図は釘着と接着による集成材の現場施行の写真であ

る。後者の場合には屋外で集成施行する関係から，高含

水率材を接蒲するために，箸しい接着不良を来たす場

合I"があって，現場迄運搬不可能な長大集成材を如何に

して製造するかは，吾国のように輸送上に難点がある現

状から特に急速なる研究を進める必要がある。次に接着

に対する無破壊試験を行って，製作した集成材の検査を

行えるようにする必要がある。その方法として， (1)放

射性同位元素（以下単にR.1．と略記する）によるオー

トラヂオグラフィー，②電磁的検査，侭)超音波検査，

(4)表面の応力分布テスト，(5)応力カラー，(6)振動に

よる検査などかあるが，解決する点には相当の努力を掻
う必要があると思われる。

可龍ならしめ，接着性能に強く，耐水性ももたせること

が出来て，接着に要する時間も高周波を印加することに

より極めて短時間にすることが出来る』;うになったこと
である。

第2は大形擬良材が相次ぐ増伐に伴って，伐出される

丸太の径級および品等は必然的に低下し，一方天然林材

より人工林材へと切換えを余儀なくされてくる冷厳な事

実に対し，材質改良によってこれらの傾向を克服せんと
することである。

第3には木材の需給逼迫に伴って木材の完全利用,従
来廃材に近い下級材をも心層に利用して硫屑集成し，ま

た素材のままでは反り，割れ，狂いを生ずるから集成し

てこのような欠点を生じないようにし，木材の高度利用

を図るためにも接着技術が飛躍的な発達をしいられてき
た。

集成材の利点は

（1） よく乾燥した挽板を接着して集成材を作ると，使

用中に含水率の変化に伴う収縮膨脹が少いから，接着な

らびに接手の緩承,割れ,反りその他の欠点を生じない。

②集成材の材料は薄いために短期間に容易に乾燥す

ることが出来る。

（3）集成材はその材料を幅の方向にハギ合せ，長さの

方向には末端をスカーフにして接合できるから，幅のせ

まい短尺材から長大，大形材を作ることが出来る。

（4）特殊の形伏の構造材料を容易に作ることが出来

る。例えばアーチ材梁材，弓形トラスの上弦，船舶の骨

縊家具材の湾曲材料などである。

（5）特別の強度，特殊な噸を必要とする場合には，

それに応ずる樹種，等級の材料を用いる。すなわち強度

を要する部分には強い材料，応力の余りかからぬ部分涯

は弱い安価な材料を用うることが出来る。

（6）各種の凋料に無欠点或いは欠点に著しく制約があ

る場合には，欠点のない挽板を集成して作製した方が安

価に製作しうる場合が多い。

以上の利点に対し次のような欠点を伴う。

、(1)集成材･の製作には手数と時間を要し，高価になる

場合が稀にある。

（2）集成材の価値はその接着性能，耐久性に左右され‐

るので，接藩作業の操作に艤殊の設備と技術を必要と

し，接着に使用された接着剤の種類に応じて集成材の用
途が制限される。

（3）内部に接着層を含むために低比重材では接着が完

全であれば，その耐久性が素材と同様に期待し得るが，

高比重材では完全なる耐久性を期するために高度の接着
技術を必要とする。

第2～4および6図ば接蒲による集成材の写真で，第

受
鋤

9

0

亮

一

第2図集成材による船首材の材質試験
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第3図集成材繊造による教会
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木材加工技術の将来
－ －

ブオルマン樹脂接着剤が合板に使用されて，外装用合板

の生産量が極めて多い。合板の新用途開拓と木材の高鹿

利用のためには次の問題を解決する必要がある。

（1）石炭酸フォルマリン樹脂接着剤を使用した合板を

接着機織の立場から研究《g'すると，その接着剤の凝集力

は強いが，接着剤と木材との界面に作用している分子間

引力は低く，接着時に接着剤の粘度，表面張力あるいは

接触角を適正にしないと，常態および耐水接着力が低い

場合が多いため，その接着剤の性能向上，また使用法の

改善が必要である。

（2）石炭酸樹脂接着剤の増量剤として小麦粉，大豆粉

クルミの殻の粉末等が使用されているが，それら以外に

増量しても余り接着性能を低下せしめないものを新たに

探究することが望まれる。

（8）完全耐水性合板の長期の耐老化性を迅速に判断し

どれ位の期間屋外に放置しても剥離を生じないか，云い

かえると保証を与えられる期間を予測する方法を画立す

る必要がある。

陸）接蒲層ほ耐老化性があっても，表面の単板が乾湿

繰返しの影響をうけて，割れが無数に生じたり，また腐

朽，副上等の影響を受けるので，樹脂加工紙を表面に貼

りつけだり，合成樹脂の溶液を表面に塗付，若しくほ謬

透せしめたりするオーバーレイ処理の研究が今後特に重

蕊であろう。

第4図集成材による大スパンの音楽堂

~

寺

第5図釘着と接着による集成櫛総造の体育館

一三_調う惹箒_=』一塁菱~－…童"

■
Ｐ

第7図完全耐水性合板のコンクリートフォーム《3，

《
『

a

q凸

q

第6図集成材によるトラックの縦適材および桁材
（樹種ナラ，使用後3カ年経過した結果か
らは素材に比し優っている）

4．スライスド単板オーバレイ処理

合板，ランパーコアー合板，チップ兼一ド，ファイバ

ーボード,集成材（廃材,心持ちの小径材を原料としたも

のなどの）上にスライスド単板を接着することが今後非

常に多くなると考えられる(第7図参照)｡米国において

も,Life誌(1956Feb.)に50年後の建築材料とし

･て，内装の材料にば合板，チップポード，ファイバーボ

ードの上に美しい木理をもったスライスド単板を貼付け

た材料が使用されると予想している点は注目に値する。

3．完全耐水性合板

、わが国において生産される合板の殆んどが内装用であ

って，外装用合板はコンクリートフォーム，雨戸用に僅

か生産されているに過ぎない。その理由は合板に対する

接着性の依頼度が極めて低いことに基因していると思わ

れる。米国においては石炭酸が安価であるため，石炭酸

－43－



木材加工技術の将来
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り，今後ランバーゴアー合板の利用は必然的に増大が予

想されると共に，廃材或いは低価値材をコア一用にして

スライスド単板をオーバーレイすることにより．木材の高

度利用が行われるの承でなく，輸出して外貨を種得する
ことが可能である。

その場合に問題になる点は次の通りである。

（1） スライスド単板を老化に耐える接着剤を用いて接

着したとしても，単板にクラックが入るため，塗料その

他の表面処理材料を以って被覆して置く必要があり，こ

の材料の長期の老化について研究されなければならな

いo

（2） スライスド単板自体の化学的成分や接着剤，オー

パーレイ処理をされる材料により変色，変形について研

究さるべき問題が多い。

（8） スライスド単板自体を接着する場合に，接着剤が

単板に謬透し，しかもその謬透が一様であればよいが，

そうでない場合が多く塗装した時にむらを生じ勝ちであ

る。寮たpHの影響を受けて変色する。

性）ベースとなる材料の欠点が表面に現われるため，

その影響を受けないようにする方法を探究されたい。
Ｆ
，

一
国

蕊
第9図林業試験場に輸入したランパーコアー

のエッヂグルアー（1日8時間f震で
6,000平方尺のコアー材料を製造）

6．パーテイクルボード

パーテイクルポードと云うのは婚長わが国ではもっぱ

らチップボードと云われていたものであって，本年1月

21日より2月7日の間,FAO主催の会議において，今

後この名称を用いるように勧告された。

この研究は1941年にドイツに於て完成され，わが国

には1952年に三好東一權士種より岩倉組および日興産

業株式会社へホモケンホルツの獅|鍔スが行われ，1956
年スエーデンのサンテツクの技術が名古屋木凋株式会社

に導入された。

これらのうちには，今後10年余も年,々販売高の3～

5％を特許使用料として支払わなければならないことに

なって居る。

おが国でも工場廃材，将来は山元廃材を用いてシェー

ビングを作る技術を確立せんとしているが，研究機関の

水準は可成り連れているように思われ，その打解策とし

て， (1)シェービング方式の確立， 値)乾燥特性，乾燥

スケジニールの決定， (3)接着剤の塗付圧締方式の究

明，(4)接着剤および硬化剤の究明を早急に行う必要が

あろう。

ホモケンホルツの規格によるとその材質ば次の通りで

ある。

以上は主として接請による改良木材･であるが，接着が

どうして行われているか，譲清性能をどうすればより向

上させることが出来るかと云う基礎的な問題があり，是

§

』

■

第8図壁材料嫁タモスライスド単板をオーバーレ

イ処理した合板，椅子の側面もタモスライ
スド単板をオーバーレイ処理

5． ランバーコアー合板

合板工場における剥心，端切，製材工場における脊板

などを利用してストリツプスを作り，是をクランプキヤ

リヤー，エッヂグルアー（第9図参照)， ホットプレス

を用いるグルアー（名機製作所）を用いて接着してコア

ー材料を作り，その上下にク戸スバンドおよび表板の単

板を接着して，ランバーコアー合板を製造する。その材

質嗽収縮膨脹に堪え，変形する量が素材に比し'/雪0以下

に改良されたものであって，今後急速に量産されるよう

になると思われる。

今後特に問題となる点は， (1)その製造基準を画立す

る必要があると共に，②変形を防止するために樹脂加

工などの研究が望童れ，さらに(3)量産するための製造

方式が解明されなければならない。

家具用材，造船用材，建築材料などに，大径材から木

取った巾広の一枚板を用いることは，大琵材の払底によ

《
】
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8．防火処理

木材自体が炭素，酸素，水素により構成されている関

係から，不燃性にすることは不能であるが，燐酸アンモ

ン，硫酸アンモンなどを用いて不燃性にすることはすで

にW暁されている処であるが，外装用には是等の薬剤が

溶解性をもっているために不適当であり，また内装用に

は吸湿性や鉄などを鋳させる性質があるため利用途をせ

ばめている。この点から防火処理のためには薬剤の探索

が先ず第一であるが,未だ確たるものを得られていない。

しかし合成樹脂，特にメラミン樹脂は耐熱性があるため

是を表面に塗付するか，材の内部に鯵透せしめることが

考えられる。

9．防蟻処理

白蟻の被害が全国的に拡がって，年を莫大な被害を及

ぼしている。外観は腐朽による被害のように見受けられ

るものでも，その大部分は白蟻の被害を同時に受けてい

ることが多い。その被害はイエシロアリとヤマトシロア

リによるもので，全国的に特に猛威をふるっているのは

後者である。一般に白アリは含水率の高い材に棲息して

被害を及ぼすものであるから，建物自体で高含水率にな

る土台，根太，柱の根元には予め防嶬処理を施す必要が

ある。現在白蟻の被害実態調査が行われているが，その

結果が明らかになった暁には防嶬処理を実施し得るよう
色

研究することが望ましい。

以上の防腐，防火，防蟻処理は主として注久，云いか一

えると木材への謬透が基礎となっていると思われるが，

未だ解明されていない点が非常に多い。

10．防湿処理材

木材の含水率は空気中の湿度変化に伴って変化し，含

水率の増減は木材の強度に変化を生じさせる。さらにそ

れによって木材が膨脹したり，収縮を起したりする。し

かもその膨脹，収縮が形状の変化を生じ，割れ，反り調

よび握れの現象を起して来る。

これを本邦産の主要樹種の柾目，板目材について測定

した結果は次の式【8'であらわされる。

板目面において含水率がu』からu3に変化した場合

の収縮率

α節=0.53r1局(u,-ug)…….…．．….(1)

柾目面において含水率がu1からu2に変化した場合

の収縮率

α妃=0.30r15(u,-u2) . . . . . . . . .….…(2)

なおrJ鼠は含水率15%時の木材の比重である。

（1）および（2）式に見られるように木材は非常に膨

脹，収縮するものであるが，含水率が繊維飽和点である

28％以上の範囲においてば臘娠耶蝿しない。

～

‘雲 ’ ，号｜，号
種別

試験種目～

一

一

0．59～0．50

12以下

80:以上

1.5以上

5以下

4以下

|“9~｡“
12以下

120以上

、 2以上

5以下

4以下

比 重

含水率〈％）

曲げ強さ

総塗擦
吸湿率(％）

厚さ膨脹率
．（％）

0.70以上

i2以下

2“以上

4以上

5以下

4以下’

に対して金丸"1，堀岡（鋤等の研究があるが，なお解明さ

､れていない問題が多い。また接潜剤の研究においても未

だ欧米の水準に到達していないことは残念差ある。

7．防腐処理

ｵｰプﾝダﾝｸ法(開糟法),加圧処函生,ブﾙ「ﾝ

法等が研究され，生材の防腐法として後者が行われてい

るが，生材に対しカナ･ダにて琴竈されたオスモーズ法が

雨宮《嚇'により研究されて好成績を収めている点は注目に

･値する。

今鍔時に研究されたい問題はオーストラリアの林産研

究所にて行われている高圧注ス法である。ユーカリ材に

はタイ戸一ズが多くて，普通行われている圧力10～15

kg/cm関では注入出来ないため75kg/cm2の圧力で注

入を行うと，心材の内部にまで注スされている。

垂

p

一

画

I

１
１
１
Ｊ

第10図オース1､ラリヤの剃産研読斬の
高圧注入装置{‘》
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木材をなんらかの処理によって，どんな含水率の状態

にあっても膨脹収縮しないようにすることが出来るなら

ば木材の大きな欠点を除くことになる訳であって，例え

ば米国の林産研究所のA.Stamm博士《,》によって，木

材のアセチル化の研究が行われた。その方法は木材を予
めNaOH25%溶液中に20分間浸漬し，その後充分に

水洗して，ピリヂン，無水酪酸，ベンゾール混合液(約

3：2：1）中に浸し, 40｡Cにて5週間保つと7%位の

アセテル基を材中に含ますことが出来て，収縮，膨脹率

を30％程減少させる。アセチル化を高温で行えば木材

中に20％のアセチル基を材中に含ますことが出来て，

収縮，膨脹を70％も減少させることが出来る。

このように収縮，膨脹を減少せしめる方法として，そ

の外にフォルマリン処理，加熱処理合成樹脂注ス処

理，塗料による表面処理等があるが，未だ確実でしかも

経潜的な方法力轆立されていない。

しかし鼓数年の間に経済的な防湿を兼ねた無収縮，無

膨脹材が生産されるようになるのではあるまいか。

11． 原子力利用による材質改頁

まずRadioisotope(以下単にRIとする）による

制質改良から述べることとする。

（1） γ線の応用γ線ばX線よりも波長が短かく，透

過力が多きいために，丸太の内部の欠点の診断,雛に
よる改良木材,例えば集成材，合板，チップポードなど

の無破壊試験に利用される。最も広く用いられるものは

CoGoで，これから出るγ線は1.17Mevと1.33Mev

で半減期は5．3年である。Co"は普通のCo(原子鐙約

59)に原子炉の中で中性子線を照射して作るものである。

$襟試験場に昭和32～33年度に読蓋されるものは1000

キューリーのCo60の照射装腫を設ける予定である。厚

さのうすい場合には，叉照射時間を長くしてもよい場合

にほ500mcで充分である。x線と違ってノンスクリー

ン型のフイルムを用い，鉛叉は金鑛増感紙でフイルムの

前後の面を蔽って撮影出来る。

さらにCoGoを用いた水分計，比重計，厚さ計の作製

が可能で，欧米ではすでに試作を終り実用化試験の段階

にある。

次にγ線を高分子物である木材および接蒲剤に照射す

ると’ある範囲内では凝集力が増加するため，強度向上

は勿論，耐湿性能の向上，接着齢冒の向上が計られる。

その理由はγ線のような高エネルギーの放射線を高分子

物にあてると, degradationを起す場合と，Cross・

linkingを起す場合とがあるからであって，今後の材質

改良に重要な役割を演ずることが予想される。

（2）β線の応用この応用には厚さの測定，トレーサ

一としての利用，オートラヂオグラフイーヘの利用など

が行われる。林業試験場に近く竣工を見るアイソトープ

実験室は主としてβ線を応用するために用いたもので，

謬透接着，圧締，表面処理，さら腱化学処理による材

質改良の基礎の解明には，非常に役立つものと思われ

る。

一
二
』

第11図G.M.カンター 、

日

町

第12図Co60の20cmを用いて木材の透過量を測定

（前後ならべてあるのが厚さ10cmの鉛ブ
ロックで，その内側に見えるのがラワン材）

将来凋質改良への原子利用として考えられるのは放射

線をE1ectronaccelerator (電子線加重機）を用い

られることであって，例えば巾100cm,厚0.4cm,*

比重1．26の高分子物に107radの放射線を送り速度

7.2cm/分で送るための施設費が10.万ドルと云われ，

これをCo60で行うならば約50万ドルに要する('｡’と

云われている。原子力発電によるFissionproducts

を用いればもつと安価に処理し得ることが出来るものと

思われる。

む す び

太陽のエネルギーにより育成した木材が，第二の太陽

と云われる原子力の解明によって，木材自体の性質を本

質的に改良する眉も遠からず訪れるのであるまいか｡そ
のためには，外国鐵術によりたよらなくてもよいように

《
》
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地道な，且ついばらの多い研究の道を歩むことが必要で

あろう。来るべき木材時代が実現するかどうかの鍵の一

つとなるであろう。
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国際見本市に於ける磯況

鐘
苦心の結晶として生れた洞人の経験識『が，研究に先行

していた場合が多いのである。それ故研究の焦点はこれ

ら先行した経験技術を科学的に分析検討し，これを理論

づけて一般化しようとすることに向けられたのは当然の

成行きであろう。この様に研究が新しい技術を生むので

はなくて，この様な理由でかくあらねばならないという

ことを科学的に理論づけすることにより,技術を一般化

しようとする研究が今後も相当大きな比重で進められる

ものと思われる。

これは一見地味な仕事ではある。しかし例えば戦前ま

では5年10年という長い歳月をかけ，汗と油でやっと

鋸の自立技術を体得していたのであるが，今日では各地

に目立養成所が出来て〃感〃ではなくて科学的・理論的

に指導することにより，僅かに半年でその大要を理解し

技術を修得し，立派に目立技術者として活躍出来る様に

なったことは驚くべき事実である。これは正に技術の一

殿化のために続けられた研究の地味ではあるが，洞に輝

かしい成果というべきであろう。

木材乾燥ということはある意味において木材の欠点を

除却し，材質を変えるものであるが，いわゆる木材加工

と称せられる分野に於ける加工は，合板・繊維板・削片

板・防腐材・・パルプ等煮の嬢に原料の木材を細分化して

再び合成したり或は化学薬品を作用させたりするのでは

なく，専ら丸太を或る大きさに分割し・乾燥し・削って

製品にするという極めて単純な加工に過ぎない。しかも

木材･というものは他の金属材料等に比べて，切ったり削

ったりする加工性が極めて良好であるという特性を持っ

て居り，現に誰でも家庭でこの嫌な作業を簡単に手作業

で行っている。この事は一面に於て木材加工技術の研究

性格を規定するので，自ずから他の部門の研究とその性

格を異にし，上述の様な研究傾向が生れてくるものであ

って，今後も新しい技術の研究と共に相当の比重をもっ

てこの方向が押し進められることと思われる。

ユ

ワ

●
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木材加工

（工）木材.加工技術に関するWf究の性格

「…･風車之カヲ以テ大小木材'ヲ鋸挽致候機関有之，

右ハ莫大ノ人カヲ省キ其便利二御座候間風車御坂建ノ横

リヲ以テ右鋸類-1,通御買上御坂計申候…･」とは嘉永

3年に竹内下野守等が建議した時の建議書の一部であ

る。それから100年余りの歳月が流れ，その間製材技術

は次第に発達して来た。一方，製材の研究が行われ始め

たのは今から30年程前である。この様に製材に限らず

木材加工に関する技術は，多少の差こそあれ長年に亘る
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（Ⅱ） 研究の現況

今ここに一つ一つを紹介する紙面の余裕がないので，

この様な経過と特性を持った木材加工に関する研究が，

将来を展望し現在を考えてどの様な研究が行われている

かを概観すると，

製材 ．

（1）製材品原価の70％～80％が原木価格で占められ

ている様な蝿工場の経営にとっては，如何に良い製材‘

原木を如何に安くス手するかという事が経費k極めて大

きな意味を持っている。従って経営者はこの事に非常な

関心と努力を払っているが，その原木の価織り定はすべ

てﾀ蝿を見て経験的な〃礫で決められている。一方購

入した原木を製材するに当って上手に木取りを行い，節

や割れ等の欠点を避けて出来るだけ優良な製品を取って

価値歩止りを上げ様とする努力が掻われている。しかし

この木取りも現在は挽材技術者の長年の間に体得した感

に頼っている現状である。上述の稜に嘗って目立按術に

於て取られた科学的検討による技術の一般化が，この議

な丸太の購入や木取りの場合にも行い得ればその結果は

製材のみならず広く木材工業全般に大きな影響が期待出

来る。叉立地条件や撫育条件が節の発生に如何に影響す

るかと云う事が判明すれば，林業と林産とが更に密接な

関係を持ち得る新しい発展が期待出来る。この様な観点

から林業試験場に於ては製材研究室と材質研究室とが協

同して，杉の人工造林木を対象として立地や撫育条件と

丸太材質との関係・丸太の外観と材質と.の関係について

昨年から研究が始められて居り，これらは将来の発展を

願って止まない一つのW礎方向であろう。

（2）従来行われて来た目立技術の研究は，今後も発展

した形に於て続けて行われるであろう。この問題につい

ては昨年から新しく話題となって来たいわゆる穿孔鋸の

問題がある。後者については今後如何に発展するか今の

所見透しがつかないが，発展の如何によっては鋸目立技

術に一つの新しい道が加わるものと思われ，その成否が

期待される。

（3）合板・鋳臘板・削片板等盈と新しい木材製品がそ

の市場を広げ，今後その需要量は急激な増加をするもの

と思われるcこれ等新製品ば従来の素材加工に較べ，そ

の加工性が精を異っているので，これ等の加工技術は今

後の研究課題となるであろう。これに対し一つの行き方

として，歯の部分を超硬賀合金で作られた小円鋸を高速

回転させて切削ししようとする研究が進められつつあ

る。この歯は耐磨耗性が極めて強いが脆いという欠点が

あり，この点我が国の木工機械の精密度には改善されね

ばならない問題が多く，機械の改良と共にこの種研究の

発展が望まれる。

加工

製材に於ける鋸断加工に対し平面切削を行うものを一

括して述べると，

（1）単板製造技術の向上は合板工業にと1つては大切厳

要件である。最近の新しい動きとしては国内原木の小径

木化に対応し，如何にしてこれを上手に利用するかとい

う点に関心が寄せられつつある。しかし原木の煮沸条件

・刃物の研磨・機械のセット・切削条件等灸と，解明さ

れなければならない地味な研究面に多くの問題が残され

て居り，将来に起る原木面の変化に対応する研究と共に

基懲勺な研究が続けられつつある。

（2）プレーナー加工は木工の基本的なものであるが，

現在我が国で使われている現況は2枚あるいば4枚等と

多くの刃がつけられているに拘わらず，実際に切削面を

形成しているのは倣かにその中の1枚の歯丈けである場

合が多く，刃物のセットに大きな問題がある。そこで切

削条件もさることながら，機械の構造上切削の初めと終

りに傷がつき易い問題等と共に，刃物のセットという問

題に大きな関心が持たれて研究が進められている。

（8）後にも触れるが，木材化学工業原料としてのチッ

プ製造条件，及び集成材を発展させるためには是非必要

なスカフの問題等についても研究が始められつつある。

乾燥

（1）人工乾燥した材でも使用後狂う事を往灸にして見

受ける。これは一つにば乾燥不充分が原因していると思

われるが，今一つの問題として最近注目され始めたのは

木材を乾燥する過程に於て木材内部に応力を発生すると

いう事である。そこで乾燥後再びスチーミングしてこの

内部応力を出来為だけ除去し，より完全な人工乾燥材を

得ようとする研究が取上げられている。この事は今後の

木材乾燥に一つの新しい方向を示めすものであろう。

（2）乾燥方法を誤ると，木材は割れたり歪んだり色凌

の欠点を生じる。それ故どんな樹種で，どの位の厚さで

初期含水率がこの位の場合には，温度・湿度・風速はど

の様に調整して行けばよいといういわゆる木材乾燥スケ

ジュールを決遥出来れば，これは技術の一般化という点

で大きな意義をもつので，この面に関して永年に亘りコ

ツコツとデーターが積男農重ねられている。この種の研究

は木材という不均一なものを相手とした場合色灸と困難

な面があるが，その研究成果に大きな期待が寄せられて

いる。

(III)木材加工技術の将来

戦前まで木製品のほとんどば素材を製材・乾燥・加工

したもので作られ，木材の持つ特質の故に他の材料で作

露
。

己
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られた製品に対抗して独得の市場を持ち，比較的安全な

立場を保ち得た。しかし戦後合板･繊維板･削片板･段ボ

ールと次ぎ次ぎに現われて来る新しい木材工業製品は，

近年室す童す改良されてその市場を拡大しつつあり，原

料の購ス・製品の販売という両面に於て，他の木材工業

製品と競争して行かねばならない立場となった。叉原料

の面でも大径の天然木職順次小径の人工造林木へと移行

しつつあり，製材･乾燥・加工といった木材加工工業

は，この様な新しい情勢に対処しあらゆる面で技術の改

善による製品価格の引下げに努力しなければその市場を

失わざるを得なくなる。ではこの榛な悩勢に対応して，

将来どの様な加工技術が望まれる事となるだろうか。

最近全国的に盛んとなって来た製材工場廃材をチップ

にする問題は，木材資源の不足からも製材工場経営の合

理化からも是非発展して貰い度い方向であり，木材切削

の立場からチツパーの研究は木材加工にとって一つの新

しい大きなテーマとなろう。さらに鋸屑を有利に活用

出来る道が開けるならば，製材工業は木坂りや賃金の問

題とも関係して，将来はいわゆる製品の歩止りという事

よりも，如何にして能率を上げるかという事が大切とな

り，製材能率の増進のための色友な技術が研究対象とし

て必要となるのではなかろうか。

また能率を上げ価格を引下げるためには，出来るだけ

自動化しようとする要求が生れてくると思われる。この

自謝上という問題については，木材の様な不均一なもの

を対象とする場合技術的に解決されねばならない多くの

問題が出て来ると思われる。例えばプレーナー加工の場

合，ある材は一回鉋がけすればよく他の材は三回かけね

ばならないという様であれば，中を自動化する勢主出来

にくい。すなわちそこには挽肌が一定である事や乾燥仕

上りの均一さが求められるであろう｡‘又乾燥の自動化に

は完全なスケジュールが乾燥しようとする材に対して想

定されねばならない等を，関連して色盈な技術の研究が

必要となってくる。

狭義の木材加工製品が，木材の性質や形伏を本質的に

変化させ得ない宿命を持っているとすれば，それに伴う

技術の必要は上記に2，3の例を挙げたが，これ等は発

明・発見というよりもむしろ如何に能率の向上や技術の

一般化を図るかという事に重点があり，原木面での質的

変化と共に将来これ等に関係した技澗箔農達のための研究

が強く要望されるものと思われる。

（林野庁研究普及課）

一一 Lー

木材化学（その将来）

米沢保正

画 ▲町■･-凸 － －F B r d ‐■＝寸一qー 今q■■■一一

編集の方から〃木材加工獅断の将来〃（木材化学関係）

を研究を主としてかくようにとの依頼を受けたので筆を

とってみる気になったのであるが，さていざ書きだして

象て当惑したことは〃将来〃なる意味はどのへんまで，

具体的には今後何年先までを指すのか，叉木秘化学関係

とはどの範囲か，編集者に当然反問しなければならない

問題である。ところが〆!切り日までに日数も迫ってきて

おるし，連絡をとるのも面倒臭いので自分なりに決めて

書くことにしてしまった。したがってその結果は他の執

筆者達と重複するところ，あるいは書き落しのところ等

を生ずるかもしれないが，その点は何卒お許しをいただ

きますよう予めお願いする次第であります。

それではここに言う木材化学の範囲であるが，現在製

造業として確立されておるものにパルプ，ファイバーボ

ード，チツプポード，木炭等が主要なもので，この他現

存の芯のとして松脂，漆のようなもの，更に将来企調上

が考えられておるいわゆる木材糖化のこと等が考えられ

るが，この内ここで坂り上げるのは将来研究面からゑて

変化が箸るしく，興味と言うか注目されると言うかとに

角そう言？た意味で範囲を限定しパルプ，ファイバーボ

ード,チツプボード,木材糖化とすることにした｡他の物

は極く常識勺に承て，その将来について余り筆をとるよ

うなこともない，いな正直なところ専F錘いでとてもそ

の将来なぞ書けそうにもないので敬遠することにしたわ

けであるが，あるいは将来礎秀な研究者によって画期的

研究が生れ，それが企業化して，われわれ力守期もしな

かった現象が起るかもしれないが，それはそれこそお門

違いの悲しさどうにもならんことであるとしてお許しの

程，叉将来とは，どの位先を指すか迷っておるが，お読

み下さる方からは，それは何年先でもその判断なり内容

なりが正確なものであるなら結溝だということになるで

あろうけれど，研究を主としてということになれば，何

時，誰がどんな研究をするか解りもしないのにそれを雷

くなぞ持ってのほかということになりそうであって引受

けてはみたものの，ここでは単に私一価人の考えておる

或は想像しておる事がらを書き綴ることでお許しを願い

たい。したがってその将来の期間も期限無しのもので，

単に将来への希望研究と言った意味に御解釈いただけれ
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つ完全に行われるような棲械の考案が望まれる。特に最

近諸廃材のチップ化が進むにつれ皮付廃材（林地廃材，

燃材｡，背板等）の剥皮機を必要としてきておるのでこの

面の技術研究が切望されるわけである。

亜硫酸法の樹脂障害及び心材障害の原因となる障害チ

ップの除去を，能率的に行う方法が考えられ実行できる

なら，同法工場にとっては一大福音であろう。その方法

中可能性ある方法として，紫ﾀ隣に対する障害成分の鐙

光現象利用などはどうであろうか。

更に叉チップサイロの普及が望ましい。

新蒸解剤（リグニンの承溶出して，他の成分は残すよ

うな）の研究，新蒸解法（細胞中間膜から相互を分離す

る従来のパルプ化法でなく，細胞腔或は細胞の内部で分

離するよう）の研究は，更に掘り下げた研究から出発し

て行わねばならないであろうけれど，是非とも，このよ

うな研究が誕生して慾しいものである。

尚セミケミカル法以上の高収率パルプ化法はないであ

ろうか。これは夢であるが細胞ﾀ幅のリグニンを水和性

に変性できるなら実現できる筈である。筆者の研究室で

研究中であるがなかなか希望の線にはほど遠い結果に終

始しておる。

針葉樹セミケミカルパルフ"も，現在1工場で行ってお

るが，更に広い視野で，強度と収率関係を，成分に根拠

をおいて各工場が再検討されるなら，いささかでも木材

利用合理化の線を進めうるものと考える。

人繊パルプについては如何？利用の対照であるαセル

ローズは，製紙用パルプのように歩留り向上を狙う事は

意味のないことである。寧ろ徹底したαセルローズ抽

出に進むべきであろう。然しその際，不用となる部分が

60～70％にも蓮するのであるから，その利用が考えら

れ，それを実行し易い蒸煮法がとり入れられてよい筈で

ある。クラフト人絹パルプが亜硫酸系のものの地位を次

第に奪ってゆくように考えられる。

晒技術はリグニンと着色物質とを切り離して処理すべ

きであり，最近の漂白技術を承ると，この傾向が悪られ

る・リグニンを漂白工程で除去することは，蒸煮工程で

行う範囲と関連するが，その限界は何により決定すべき

か。できれば一工程で行われる方が望しい･

尚どのパルプ化法にも共通する事であるが，バッチ蒸

煮と連続蒸煮のいずれによるかの問題は，今日の処明ら

かでないが，将来連続化の傾向は益を強まると考えられ

るので，国産連続機の出現が実現をみつつあるので喜ば

しい次第である。

いずれにしても原木の合理的利用を経済的に実行する

ことが最終眼目であることに違いない。

ぱ幸いである。

こんな風に勝手にこれから書くであろう内容を決めた

のであるが，一応書く順序として一項目ごとに，後に総

合的に記して承ることにしたい。

パ ル ブ

将来考えられる研究として原料に対するもの，処理加

工すなわち製造工程に関するものとが考えられるわけで

ある。

原木について

木材パルプが製造されてから今日まで，広葉樹より，

針葉樹が良いとされてきた。特に製紙用パルプとしては

その繊維長に重きをおき，このため，近年広葉樹に適し

たセミケミカル法のようなパルプ化法が発達するまで，

針葉樹の方が貴重視されてきたのである。実際に針葉樹

パルプの方が広葉樹パルプより，数多くの利点をもって

おる。紙としての強度のあるものは，到底針葉樹に及び

えないものがある。もし広葉樹のセミケミカルパルプが

安価の割合に強度がある（勿論針葉樹クラブトパルプに

は及ばないが）という相対価値がないならば，針葉樹パ

ルプの競争者の如く承られる事も，業界がかくも注目す

ることもないはずである。それでも尚,．ある種の強度

（例えば引裂強度や耐折度）を特に要求されるような場

合には，針葉樹クラフトパルプでなくてはならないであ

ろう。勿論広葉樹のパルプ化技術は尚進歩を続けるに相

違ないが，特に補強操作を行わぬ限りは針葉樹の方が原

木として万能性を保有しておる。かような理由の外にも

針葉樹のよさはあるが，ともかく，パルプ材としての育

材には,特に重量成長のよい針葉樹が選ばれ,その育種，

施肥成長促進等の研究と技術とが，速かに実際面に取り

入れられるべきである。かような作業が行われ易くする

為には，現今のような山林の所有形態は，再吟味の要が

ある。否寧ろ所有というより，バルブ業者が直接，山林

を経営する方が好ましいのでばなかろうか。このことは

パルプ事業の合理化にも好影響を与えるものと考える。

他方広葉樹は，短繊維性が宿命とあきらめずに，育種

的研究を倦まず継続して，その低リグニン原木としての

よさを，一掴生かすべき方向に進まねばならない。これ

は余り性急にその成功を望むのは無理であって，黄河の

水情ぎを待つの態でなくてばならぬ。これと平行して，

今日パルプ用材として，有望樹種と考えられる，ポプ

ラ，ユーカリ，モリシマアカシヤ，スドロープマツ，欧

州トウヒ等の育林試談もパルプ業界自体で強力に進めて

承るべきであろう。

パルプ化技術

調木では原木の小径級化につれ，その剥皮が経済的且
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今後このように副産物は単に捨てるとか，粗原料にて

捨て値同様な価格で売るとかの，粗放な利用でなく，主

生産物パルプと同列に考えて合理的経営の中に強力に計

画的に組み入れられるような段階に進まねばならないと

考える。

単一成分利用叉は単なる繊維抽出である従来のパルプ

化法は現在好況の波に乗って心地よい航海を続けておる

ように見えるが，次に来るべき集約利用の競争に備えて

充分用意を怠ってはならない。貧鉱に象える木材も，総

合利用によって始めて質的利用の上限に達することがで

きるわけである。研究者，経営者，及び為政者の一層の

奮起を望む次第である。

ファイバーボードとチップボード

この両者は低価値材．（製材その他木凋･の一次加工廃

材，燃材，或いは造材廃材･）から大形板材ができるとこ

ろに経済的有意性があり，資源的に承て将来性のあるも

のである。

最近の世界生錘は300万屯を超えつつあり殊にﾁﾂ

プボｰドの伸展の様榊ま箸るしい｡

ファイバー鑛一ド，チップポードいずれにしても従来

の木材加工業からぷるならば附加佃植（単に価辮杓にみ

たもので質的には必ずしも附加価値高いものの承とは言

い切れないのではなかろうか）が高まるため，言い換え

れば高価になるので当然同鍵製品との辮争となるわけで

ある。わが国には他の国に較べて極めて安い合板があ

り，叉天然木材･に対する伝統的親近感から一朝にして抜

けきれないという，これ等新しい加工材料にとっては悪

条件を忘れてはならないのである。外国で隆昌を象たか

らと言ってこのように国情が異なるので甘い考え方では

すまされない。

現在のところ一般用材になるような丸太，或いはパル

プ材のようなものをどしどし使用しても経済的にペイす

る程価値高いものとは考えられない。勿謝胆にない優秀

性，持味もあることはある｡．例えばファイバーボードを

天然板材に比べると，諸悩賓に斑の少いこと，方向性の

少いこと，面加工が簡易で時には不用であること，曲面

加工が容易であること，大形のものがわり安にえられる

こと等’ところが合板に比較した場合にはこれ等の纈生

は大分少くなってくるので木材の木肌や杢目を愛するも

のにとっては寧ろ合板を良とする者もある。特にファイ

バーボードの欠点として耐水性の少いことは可なり大き

な欠点である。当然そこには価格での鋳争ということに

なってくる。今日のようにラワン合板が安価である間は

ファイバーボードの発展上ブレーキ作用をなしておるこ

とは否定できない。

副産物利用

現在亜硫酸<ルプエ場のサルファイトターベン，蒸煮

廃液（拠縮物として粘藩剤，アルコール及び酵母製造）

未蒸煮物所謂ノット（低級紙或は中級紙原料，繊維板原

料として）が一部で利用され，クラブ1､パルプ工場では

トール油原料となる樹脂石鹸，クラフトダーペンが利用

されておる。特にトール油工業はわが国では最近のもの

であって，現在研究，普及段階にあり今後更に発展し，

わが国の樹脂，独脂資源に貢献するものと思われる。現

在石鹸態で出荷する工場もあるが，寧ろ硫酸分解して副

生芒硝は自家消費し粗トールの形態出荷により合理化す

べきである。

何れの副産物利用も，その投資と利潤は，パルプその

ものと比較して，副産物利用が引き合わぬという考え方

をする傾向が強い。これは少しく公経済を主とし，私経

済を従とし（決して利潤がないのではない）大乗的見地

から，叉河海汚濁の点からも特に考慮されるべきであ

る。この点からは完全回収法に向って進むべきでクラフ

ト法が有望なる所以でもある。この問題こそ今後必ず実

行されるべき問題と考える。もしも業界が自主的に行い

えないならば何等かの行政措置をとることが望童しい。

次はクラフトパルプ廃液について考えて承たい。今日

その含有アルカリ分を回収せぬ工場は皆無までに普及を
拳ている。しかし同時に含有々機物は単にエネルギーと

して，叉一部還元剤として役立yっておるにすぎない。こ
、

の有機物中にはヘキサラクトンその他合成工業原料とし

てみる時，その量と共に将来性ありと思われるものが相

当存在する。アルカリ回収と同時にその利用を計るべき

である。

中性亜硫酸ソー亥によるセミケミカルパルプ工場廃液

は現在全く廃棄にまかせておる。然しその含有するリグ

ニンスルホン酸ソーダは可なり良い界面活性力を持って

おる。筆者の測定では市販ソープレスソーブの約1/2に

相当する界面活性力を有しておる。これは将来量的に承

て単価の点でバランスす為用途もありうる筈である。研

究により工業化すべきではなかろうか。

尚前後するけれど，亜硫酸パルプ工場の所謂ノット中

には油脂，樹脂分が約15％内外含まれ，この利用も兼

ねてパルプ化を行うならば興味あることである。

尚亜硫酸法にてマツ類をバルブ化する際，シーズニン

グ不充分材により，惹起されるピツチトラプルば技術的

トラブルの最大なるものと言っても過言ではないが，錐

者は寧ろ特殊のピッチ捕集機により徹底的に採取してピ

ツチトラプルを解決するど共に，ピッチの利用を計るの

も興味があると考える。
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木材加工技術の将来

叉チツプポードを承るなれば長所として，均質等方

性，厚物のわり安なことその他の特性が考えられるが，

合板とかなり特性が近似しておって，薄物では合板に歩

があり，厚物ではチップボードに歩があると言うような

きわどい領域争いにまで追いつめられておる。

ファィパーボードにしるチップ・ボードにしろとに角そ

の本櫓豹な物を本格的に生産され出したのは，わが国で

はここ2，3年のものであって，これ等がわが国傭にど

れだけ受け入れられ，どれ程普及するかは寧ろ今後にお

いて象なければならないことで，その将来について語る

ことは至難である。

勿論これ等のボード類の諸欠点は技術的には経済ベー

スを離れてのことなら今すぐにでも解決することは可能

なことである。しかし再三述べてきたように他のものと

の比較価値を等しくしたものでペイする掬桁上からは全

く今後に残された研究課題と言わなければならない。

世界的にぷた両ボードの趨勢は，ファイバーボードに

ついては一部先進国においては頭打ちの状態を呈してき

ておる。例えばスエーデンにおけるファイバーハードポ

ードと総物価詣数との関係を承ると次表の通りである。
（但し1937年を100とした〕

すなわち6カ年間に約倍量挺生産量は増加しておるの

であるが，価格的には下落しておるのである。叉輸出に

ついては数字的にはあげないが伸び悩みであり，その輸

出価格も出血して輸出しておるやにも聞いて潴るので前

途が明るいなぞとは言われないわけである。

これ等のボード製造は技術的にみて比較的簡単であ

り，最近の自鋤上された装置では原料さえあるならどこ

ででも出来ると言った状況にある。これボード原料は原

料としての制約因子が少く，どの国のものでも特にファ

イバーボード原料としては使用できないと言うものもな

いため後進国でも近年著るしく企業化が進んできてお

り，他の高度の工業にみられるような先進請国が何時ま

でも後進国に対して，その優位性を保つというような訳

にぱいかなく癒ってきておる。これは本工業の将来を考

える上に注目すべきことではなかろうかも従って将来の

生産は自国需要にバランスした生産を持つことが妥当と

考える次第である。一時的には韓禺の可能性もあるであ

ろうが永年計画としては心細い。従って現在のわが国の

ボード生産が需要に対してどのような状態であろうか，

まずそれをつかむことができるなら，その将来を語るこ

とも容易である。残念ながら将来の需要量については本

工業の歴史が浅いので確実につかむことば困難で，むし

ろ不可能であろう。現在の処生産ば需要より下廻ってお

り，若干の増産位では需要をオーバーするようなことは

ありそうにも思われない。こう象てくると更に新規計画

も勿論手離しでというわけにば行かぬまでも極めて有望

のように考えられるのであるが，現在既に計画が具体化

したもの或いは建設中のものを加えるとその生産能力は

現在の3倍程度にこの1カ年半位の間に伸びる予定であ

って，果してそれだけの需要がこの短期間に生育するか

しないか疑問の生ずるところである。ブアイバーボード

とチツプボードとでは後者の方が歴史がより一層浅く，

生産量も少いので，両者を同一に論ずるわけにはいかな

いことは勿論である。

今後の計画を考えるのに，今一度ボード工業の生い立

ち，或いは動擬について考慮する必要があるのではなか

ろうか。

すなわちいずれQボードにしても小径材，廃材のよう

な低価材を原料として，天然木材に近いものを得ようと

するところに，本工業の存立の意義があり，経済性があ

るのである。

従ってそのような原料を少くとも主要原料としてこそ

先ず有意義有望と言うことができる。現在この線から外

れた工場もないではないが，これは発展途上にある異常

状態あるいは特殊用途（少量な用途）に対するものでノ

｛
》

L

9371''"I"|1'5311'"I"
100 119 1 1581 129 1 139 1 139

1O0l 1351 185. 1731 1731 173

1001 63 1 57 491 53 1 51

年次｜｝
ﾉ､－ドポード

(A)
総物価指数

(B)
A/B

ロ

ロ

即ち総物耐旨数に対する比率は1937年に較べて実数

では半分に下落しておるわけである。又これを針葉樹の

挽板と比較してゑると次の如くである。（但し1947～48
を100とした） 声

〕

|1950 |"52|1'531 1'541
177 1 185

1001 94

年次 1949

勢一解 ，，
100

ボード

1951

200

130

1955

’h

122

100

150

148

198

93

このようにハードポード価緒指数が挽板のそれに較べ

著しく低く安定しておることは，既にこの工業がこの国

にあっては成熟しきっておることを意味するもので，こ

れを生嘩量の伸び方の面から象為と次の表の通りであ
る。

年次|'94'| !'501 '95' | 1'52 1953""''55
ポニド 181 220 154 1 !86 | 2141 3･21 353
イ･ンシニレ
ーテイング 48 54 75 1 41 1 52 66 I 71
承一 ド
今 計233 274 329 227 266 868 424口

(但し単位は1000メートリツク屯）
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木制・加工技術の将来

ルマルな状態とは考えられない。

若干重複してくどくどと同じ穣なことをのべたので一

応ここでこの項を留めたいと考えるが，技術的に特にチ

ップポードは発展途上にあるので今後大いに質的に改良

されて行くであろうが，むしろ競争品を多くもつ本工業

には経済的制約因子の方が当分大きな問題でこの点を，

本工業の将来を考える上にクローズアップした次第であ

る。尚研究面からみるならば，一日も速かにわが国の原

料に適合するように諸製造方式或いは製造機械を日本化

する必要があると考える。

木材糖化

現在工業化を象ておらないもので，まったく研究段階

一時にあるわけである。

木材の一般成分を利用するものとしてセルロース利用

の人絹パルプ工業につぐものであるが，それと異る点は

人絹パルプ･が単にセルロースの抽出であるが，木材糖化

はセルロースを加水分解してその撒成糖にしてしまうわ

けである。そのプリンシプルは極めて簡単であるが設備

が重設備となる他，技輝勺に確立した段階に未だ到達し

ておらないのでその将来嫁全くの未知数である。木材･原

， 料は微粉でも差支えないので木材の最終段階としての利
用として興味あるのであるが最終製品として何を選ぶ

か，澱粉のような全く同一系統の有力な競争相手がある

a ので木材糖化を独善的に考えるわけにはゆかぬ。企業的

に確立するため他の成分の利用研究が是非とも併行され

なければならない。

今後単に木材糖化というような簡単な表現のものでな

く木材成分の完全利用という目標にすりかえて，十二分

に経済的にも余祐のある事業として研究され，その技術

勢がまず確立される事が重要である。この基盤さえできる
ロ

ならその前途は洋煮たるものであろう。一寸苦言になる

が，往盈木凋糖化工業が慕琳経営にまで著しい影響を持

つように言’つれておる向もあるが，製品としてブドー糖

やアルコールの類でば到底そんな影響力を持つ程の木材

消費量にはならないのであって，せいぜい数百万程度の

需要量として考えられない。木材糖化の字句や表面的な

意味に眩惑されて拙速に走ってはならないと考える。木

材･が有り余る場所は別として，不足の場所にあって不安

定工業に貴重な資源を浪費することは避けたい。

真に研究こそ望ましい時代である。

総合して

木材を利用する，木材を原料とする工業のいずれもが

今日当面して粘り，叉将来もそうであり，いな益を強く

なるであろう共通の問題点は原料面の不足ではなかろう

か。

パルプ原料に対する要求は原木の大小，形縄ま問わな

い（若干極言かもしれないが,一般用材のそれに比較し

ての意）ファイバーボード及びチツプボード原料も又こ

れに近い。木材糖化に至っては尚一層その傾向は顕著で

ある。しかしながら原料樹種に対する要求には今日のと

ころ，又ここ当分の間，それぞれ選択的であろう。未だ

パルプ，チップポード，ファイバーボード原料には針葉

樹が好まれておる。広葉樹に対しては髪いから悪くとも

使うと言った傾向にある。しかし次第に研究が発展し，

技術が進歩するにつれ針葉樹より広葉樹へ重点が移るも

のが出てくるのに違いない。要するに針，広両樹種間の

原料段階での相違を，製造過程において接近させ，同位

化すると言うことである。これは今迄の過去の傾向から

しても確信的なものである。まして各針葉樹，広蕊箇内

での樹種の相違なぞさして問題でなくなってくるであろ

う。それよりむしろ原料経済の面から割安のものが受け

るようになる。これは木材･が容積取引で，その工業製品

が重量取引であるために，石当り重量の多いものが喜ば

れることになる。いずれにしても将来木材工業のネック

は原料面にあることは大凡間違いのないところである。

そこで当然原料の集約利用上から木材工業の総合化が問

題になってくる。

径級の大小樹種混在が避けられない木材生産に対し適

合した集約利用はどうしても形態的，成分的に承た総合

的利用でなければならないし，従って木材工業の総合化

が必然となってくる。これは単に専業工場を一地に集中

させると言った極めて純粋な形態のものから，工場は分

散したままで原料の利用に総合性を持たせると言ったも

のまで各種のものが考えられる。勿論前者の方が何かに

つけて好都合なのは論ずるまでもないが，原料生産地の

分散と工場分布の実態は後者の形態がむしろ実行容易で

効果が上るとも考えられる。

研究上からゑた総合化の問題は是非とも研究を行い得

る程度，具体的には研究室（せめて単位業種毎1名の専

門化位はおく程度）を所有運営できる程度に総合化され

なければ総合の意味が薄いと考える。研究室を持たない

総合体なぞなんの意味があろうか。それは戦中の統制下

における事務的企業整備にも等しいものである。逆説的

には研究室を持つために総合化するものもあってよいの

ではなかろうか。

（林業試験場林産化学部）
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水道協会池永技師の話

トイの一部分は都内で何回か出たことがあるが，こう

いう完全に近いものは初めてだ。少なくとも300年位い

前のものだ。「写真が堀り出された水道跡」

我が国の水道木管の沿革。－水道木管は米国にては

古くより製造せられ，かつ広く用いられているが，我国 ，

にて米国の水道木管と同鞍の形式のものすなわち木材の

榑木に柄を作り,これを組合わせ,更に鉄線にて緊着せ石

木管の製造を行い,販売を初めたのは,大正元年(1912）
からである。

水道木管は明治40年(1907)前後米国より若干輸入せ

られたことがあるが，これと前後して，田中力太郎氏嫁

我が国に於いて，これが製造をなさんと種を苦心研究を

重ね，数回にわたり専売特許を得たが，明治“年(1911)

に至り，遂に確信ある製品を得。大正元年9月会社及び~

工場を創立し，木管の製造を開始した。其の後会社の組 、

識変更せられたが，現時（昭和6年寅）は日本水道木管

株式会社と称せられ，本社及び工場は横浜市神奈川区青．

木町にあお･

木材朧以前内地産赤松を使用したが，現時は大量生産

の場合，間に合わざるに依り米松をも使用して居る｡、

木管の用途は音に水道用の承ならず，種食の方面に使

用せられつつあるが，試承に，現在の供給先を示せば， f

温泉引用水道・化学工業用・鉱山排水･上水道・煙党示

事用パイプ・水力発電用導水管・鉄道用タンク・耕地整

理用等である。（明治林業逸史・渡辺全） Ⅶ

筆者の調査

毎日新聞の記事の丈京区元町から発堀された樋と，同

区諏訪町広瀬氏所有（現在は門の梁に利用されておる）

のものとを4月23日調べて見たが，まったく同一のもの

であった。広瀬氏のものを測ったが，何分雨中でもある

し，また相当腐朽して居るので，寸法の数字は正確でな~
ご

いことをお断りしておく。

長約4mm,約22cmの角材,(樹種は赤松と推定さ

れる｡）を凹形に縦・横共に10cmに削り取って溝を作

り，其の_とを側壁と同一の厚さの約5cmの盤で覆い，

約20cmおきにこの盤を頑丈な鉄釘で打ちとめたもの

であった。なお，主人不在のため出所其の他について

は，要領を得なかった。

また，日本水道木管隊式会社の其の後の消息は，調べ

て見たが判らなかった。

2． 人 力 車

昭和20年（1945）連合軍が本土に進駐したかと思う

と，翌21年春ともなれば，平和の躍光が満ち溢れてき

た。丁庭其頃から，勝者は意気揚々得意満面，敗者は奴

隷の如く，人力車の梶棒を握った。この態は到る所に見

られた。一同じ日本人のなかにも〃ざまあ見ろ〃と薄笑
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原始時代から現代にいたるまで，私的生活には，住居

と衣服と食物とが，それぞれの時代によって－質と量と

に相異ほあったが一必要であったことは，少しも変って

いない。しかし人間は生きぬくたあに，叉は，文化の発

展を欲求するために，観察と経験・職人と技術者・技術

者と科学者によって，近代科学の基礎を形づくり，次か

ら次えと申し送って，衣・食・住の新物質や新製品を発

明・発見してきた。

木製品でも，同一の経路をたどって，今日の収穫を足

し算で一かつての子供達が親の経験から基本的な事実を

学んで，作ったものを，今日の子供達にひきついたよう

に－進化集積したことは明らかである。このたえまない

上昇の道の途中では，ある一つの事実や，ある一つの技

術が，長年の間使われないままにうちすてられ，あると

きには，忘れられてしまうことさえもあった。

さて木製品とは「木材を材料として作ったもの」と決

めつけると，非常に広く解釈する人もあろうし，（例え

ば木炭までも含童せる者）又器具・家具・食器・履物・

雨具のたぐひに止める人もあろうと思われる。むづかし

い定義めいた事はぬきにして，ここでは大体通念的に，

後者の範囲と解釈して，紙数の許す程度に記述すること
とする。

1．水道用木管

昭和32年4月18日。毎日新聞都内版記事。江戸時代

の水道の分岐点文京区元町から完全な樋を発堀

17日朝文京区元町2の23にある日本水道協会増築工

事場で江戸時代に使われていた古い水道跡が現，つれ，
"いままでにない史料だ〃と関係者を驚かせている。 こ

の水道跡は一方は水道橋寄りに延びて神田川にかかって
いた懸樋（かけどい）につながり一方は後楽園方向に延
び，ここが分岐点になっていた。トイはギツシリ打ち込

んだ丸太のクイの上に厚さ10ゼンチぐらいの木材を縦

横に並べ，その上にヒノキの厚板で造った30センチ角
ほどの筒になっている。

1

筆者・林野庁調査毒
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石川：木製品あれこれ

で，種盈の製作をしたが，馬車が始めて我国に輪スした

時,其の製作が手軽であって快利なのを見て，馬力に代

うるに人力を用いることを考案し，更に車体の製作に苦

心して，遂に人力車を創作した。明治3年の春製造を了

り，徳次郎・幸助両氏を同盟者として営業免許を受けた

と云う。車輪の転進が丑錘で遅鈍なる駕篭とは比較にな

らぬ程軽快なりしため人みな之を便利として乗用した。

以来駕篭はまったく廃れて人力車の庇感期となったので

ある。其の初めの製作は4本柱を建て，これに軽小なる

屋根を設け，左右及び後方に雄を垂れ,下に車輪を附け，

すべて白木造りとし，降雨の時には油紙を以て掩いしも

のであった。母衣を用いたのは，芝十五番組の中年寄，

内田勘左衛門氏の創意であるという。其の頃秋葉大助と
いう人が人力車製造業の有利なるを察知し，始めて京橋

区新肴町に人力車製造業を開き，西洋馬車の製作を折衷
して車体を舟形に改め，蹴込を設け，車軸の上に弾機を

附けることを創案し，叉車背を黒・黄・朱・青漆･錫粉
・梨子地等に塗り，彩絵にて山水・名所・人物・武者・

俳優・遊女・鳥獣・虫魚・草木・器材等食の像を画きて

外観を飾ったが，其の後車背に彩絵を施すことを禁ぜら

れて，次第に黒塗りの車と礎つたのである。大助は亦車
体に布革を張り，車体各部の金具装飾等に改良を加え，

明治8年（1875）の頃更に溌條を以って母衣を張り，車

体に泥除を附することを工夫した。叉明治6．7年(1873）

の頃から「二人乗り」の車が出来て一時精を用いられた

が，体裁が悪く速度が遅いので漸次に衰微し，晩年には

姿を消してしまった。

明治6年3月に大助は大阪高蝿橋に支店を設けて販売

をはじめた頃は，需要者が多くして，応じきれないの

で，抽鍛を以って需要に応じたという有穰であった。
明治6年8月には車輪の数が34,000余編に達し，明

治8年に始めて英･仏諸国に輸出し，次で支那・朝鮮・
印度等の東洋諸国に輸出するようになった。米国に輸出

されなかったのは，同国は人口不足し，また国情からし

て人が人を運ぶというようなことは，考えられもしない

し，許されもされなかった，ためかと思われる。（明治
林業逸史・其他）

3． 木製品一束

数ある木製品を限られた紙数では，とても尽くすこと

が出来ないから，主なものを明治林業逸史其他から，そ

の沿革だけを抄出記述することとする。

A.曲木

山林局林業試験場に於ては，農商務技師寺崎渡・山林
技手高橋久治の両氏をして，明治40年(1907)春季の
頃より曲木椅子の試験に着手せしめた。其の目的は，（1）
本邦原生林所産ブナ材を用いて，換国rトーネツト」式

ひをした人種もあったろうが－おそらく我を日本人の大

部分は，こんな車が霞だ日本にあったのかと，思ったで

あろう。人力車は明治2年（1869）に日本人によって発

明され，鹿鳴館時代（明治18年頃．1885）を最盛期と

して発達し，大正に入って衰え，昭和におよんで殆んど

其跡を絶った，代物であった。鹿鳴鐵涛代と終戦直後の

世相とほ，其原由こそ異っても，極端な欧米模倣の弊は

同じであった。何れも人力車にゆかりがあるので，欧化

政策時代を偲ぶのも万更でないと思う。

「夫の輪笑の美を尽し結構の麗を極めし所の鹿鳴館は

便ち此時建築し，以て宴楽の場と為し，昼遊・夜識・舞

踏・音楽・骨牌・棒珠等物として適せざるなく，以て内

外貴人情を結ぶの便に供し，かつ東京倶楽部も亦弁上外

一務卿の発企に係り，17年5月14日其第一会を開く。

・ その一意専心洋風を慕ひ以て交際を求めんとする所の

舞踏会は此時に於て開け，華奮風流の余に出る婦人慈善

会は，是時に於て起り，其他和を脱して洋にスる羅馬字

会あり，風致を捨てて見状を取る演劇改良会あり古雅を
迂として直情に馳する講談歌舞の矯風会あり，書方改

良・言文一致・小説改良・音楽改良・唱歌改良・美術改

良・衣食住改良の如き，貴賎上下翁然として洋風是擬し

西人是倣ひ，其甚しきに至ては人種改色論を主張し，大
1

和民族に換ふるに高加索人種を以てせんとするに至る。

是に於て遂に畏くも洋装衣服を宮廷内に行わせ奉り，

▲ 其礼式も亦欧洲に模擬せしめ奉る。是国家の基く所社会

の仰ぐ所なり。故ある哉其所為実。而して宴会の旺盛な

る古今未だ此時より旺盛なるはなく，彼処に総理大臣の

議会あり，此処にﾀ鱈大臣の夜会あり，朝には雍盈の声

‘ 馴涼府知事の官舎に起り，夕には鏥なの音陸軍大臣の邸

内に響く。就中，20年4月20日伊藤伯の催主仮装舞踏
＝会，同27日井上伯の鳥居坂邸に於て演劇天覧の如き其

L の最なるものにして，人或は之を評して未だ羅馬の盛特
に至らずしてまず其の弊を学ぶものなりという。是れ実

に明治17．8年より同20年に至る状情なり。」（明治政

史・指原安三〕

人力車の沿革一一人力車は日本特有の乗物として，外

人にまで珍らしがられたものであって，短年月の間に発

達普及した乗物であるが，これが明治の始めに起り明治

時代に発達して大正に至り衰え，昭和におよんで一層衰

微したのは周知のことであるが，其起源に就ては段を忘

却されるから，鼓に附記して霞く°

人力車は明治2年（1869）和泉要助・高山幸助・鈴木

徳次郎等力剰製したもので，3年の春，官許を受け，東

京府下を乗用したのが始めである。

要助は福岡県鞍手郡中泉村の人で，嘉永4年（1851）

江戸に出で，箔屋町に住んで居た。工事の考案が巧み
■
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曲木椅子を製作し得べきや否や。(2)若し製作し得くし

とせぱ如何に木取りし，如何に之を処理せぱ最も適当な

るや。(8)此の他イヌプナ・ケヤキ・シホヂ・トネリコ

・イヌエンジユ・ヤチダモ・シヒ・ソ戸・シラベ・トド

マツを用いて，前記曲木椅子を製作し得らるべきや否や

であった。詳細は林業試験場報告第6号参照のこと。

（佐藤銀五郎）

B.薄板

本工芸の端緒を開いたのは，明治41年（1908）鍜冶

谷沢製材所設立の際,木工機賊の一として，独逸製の薄

板鋸挽機械1台を据付けたのが，我国に於ける薄板製作

機械の聴矢であった。（同上）

C.木製玩具

発達上の沿革ほ知悉することが出来ないが，徳川300

年の太平腰なれて，其の末期には，玩具迄も賛沢になっ

て，美術的になったばかりでなく，品種も可成り多数に

上ったが，明治の中葉頃迄は，教育玩具と称すべきもの

はほとんどなかった。（同上）

D.燐寸工業

本邦にマッチ工場が出来たのは，明治3年〔1870）横

浜在留の「ブラオン」に依って，創められたと伝えられ

るが，邦人の創製者は潜水誠で，明治8年（1875）4月

頃であった。清水誠は明治6．7年頃仏国工業学校に学

び，同時に仏国のマッチ官営工場に入って研究を遂げ，

帰朝後，時の宮内次官吉井友実の後援を得て，東京芝三

田四国町の同邸内に工場を設け，日本産のド戸ノキを軸

木として，黄燐マッチを製造した。翌明治9年内務卿大

久保利通に起用されて，洞ﾂｱ柳原に新燧社を創立した。

（吉田蕊季・渡辺全）

E.模擬材

着色模擬材一明治14．5年頃（1881)，浅草の木村春

東（医師）という人が，薬品を使って，紫檀･黒檀・桑

．等の銘木の模擬材を造ることを工夫し，之れが潮次に

発達し，世人もまた模擬材を歓迎するようになって一層

発達した。

張付模擬材一之れもまた明治14．5年頃からはじまっ

て，次第に発達し，明治40年頃（1907）からベニア材

の発達と共に，著しく技術上の進歩をなしたのである。

張付も亦床柱・床權･落掛等の角物や家具類が主であっ

て，天乎賊･床板等の幅広物はむしろベニア材として現

われたのである。（同上）

F.運動具

学佼の体操用具一明治20年頃(1887)各学佼で軍隊

式の体操を採用するようになってから，磯んに器械体操

の設備や運動器具が用いられてきた。この内木材を用い

るものは，梁木･鉄棒・棚・高手摺・遊動円木・木馬等

である。

体操用具一体操用具には木銃・唖鈴・球竿・梶俸等で

あるが，これらを巌んに使用したのは，明治20年頃か

ら末葉までの間であって，明治の終り頃，瑞典式の体操

が採用されてからは廃れてしまった。

遊戯運動具－これも亦明治20年頃から職んになった

が，日清戦後（1895）からと承に隆盛となった。明治時

代流行したものは，野球用パットと庭球用のラケットで

ある。其の他にもピンポン用具・ホッケー用具・闘球盤

・スキー等もあったが，其の鍵は前二者の比でばなかっ

た。（同上）

G.紡績用木管

我国の紡漬用木管は機械紡績業の進展に伴って著しく

発達した。紡績機械が始めて輸入せられたのは，丈久3

年(1863）の頃であった。当時薩州の藩主が斯業の奨励

のために，鹿児島磯の浜に工場を興した。降って明治3

年（1870）泉州の堺に工場が設立せられ，爾来大阪は紡

績業の中心地になるに至った。従って紡績用木管の製造

も亦大阪及其の附近に於て，箸るしい発展をして今日に

およんでいる。すなわち明治26年12月(1893)に大阪市

南区水崎町石原木管製造所に於て，木管製造事業を開始
した。其の後各地に製造工場が設立せられたが，当時は

概ね小規漠で内需の一部を充すに過ぎなかったために，

各紡績工場は欧州の輪ス木管を多量に使って居った。
（川添孝蔵）

H.木毛

木毛一名木綿の製造は明治35年5月（1902）京都の
人長島常次郎氏が，京都府愛宕郡鞍馬字ニノ獺に木毛製
造所を創立したのを噴矢とす。其の後名古屋・東京・三

重・滋賀の各地に於て，木毛の製造を開始する者が続出
した。（同上）

1.木煉瓦

外国の木道が抵抗が柔かで通行者に快感を与え，車馬

の騒音が低く優良であることから，明治の末葉に我国で

も木道を作ることを唱導し，大阪及東京市で糟を使用さ

れ，漸次に用途が鰯勃側する傾向があったが，大正8．9

年（1919）頃銀座通りの木遣が成績不良であったため，

東京市の市区改正には木遣を採用せず。其の後今日でば
木煉瓦の用途は殆んど廃れてしまった。（寺尾辰之助）

J.経木真田

明治20年（1887）頃伊太利から始めて，経木真田の

見本が輸入された。初め「ヒノキ」を以て造って象た

が，香気が強くて余り面白くなく，其の後色点の樹木を
以て試作する内，日本産の房楊子の木が白いのに思いつ

き，「ドロ」の材で造ったところ極めて良いので，これ

が用いられるようになった。東北地方の「ドロ」の木の
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鉄道枕木に，外国にて「クレオソート」を注入せる欧州

赤松材を使用したが，明治34年（1901）志賀泰山博士

帰朝後，東京月島に日本防腐木材研究所を興し，「クレ

オソー1､」注入を開始し，鐺化亜鉛及昇兼も多少使用し

た。（三浦伊八郎）

L.耐火木材

木材の防腐事業の方は明治34年(1901)に開嫡した

が，耐火木材の方は同時に事業化するまでに至らず,倣

かに伊勢神宮・明治神宮に使用されたくらいで，一般に

用いるまでに至らなかったが，関東大震災の刺戟によっ

て大正14年（1925）に，匿名組合を以て工場を起し，

一般の需要に応ずるようになった。（志賀泰山）

多い所に，経木の製作が拡まって来たのは，明治22．3

年（1889）以後である．（同上）

K.防腐木材

枕木及電柱防腐事業の年代記を挙げると次の通りであ

る。

a・明治11年(1878)から逓信省で「プーセリー」

法の試験を行い，同15年（1882）から電柱に実施した。

b.明治33年(1900)日本鉄適莱式会社は注久装置

を輸入し，宇都宮に工場を設置し，翌を35年（1902）

より枕木に「ベセル」法「クレオソート」注入を開始し

た。注入缶は直径5尺長30尺であった。これより先き

鉄適司では，明治5年（1872）東京一横浜間に布設せる

一

第5回林業写真コンクール作品募集

1． 募集写真の区分

第1部一枚写真 第2部組写真 第3部自作スライド

2． 写真の題材（第1部，第2部,第3部共通）

森林叉は林業あるいはその生産物,森林風景等を主題としたもの。

（1）森林の生態（2）剃拳技術（3）農山村の実態

3． 賞

・各部毎に特選には農林大臣賞，一席には林野庁長官賞，二席には林業技術協会堂叉は林業改良普及協

会賞及び賞金及び副賞を，三席には賞金及び副賞を賭呈する。

4．募集締切昭和32年9月末日

5．送付 先

東京都千代田区六番町7「日本林業技術協会」宛とし，封筒の表紙には「コンクール写真」と朱書の

こと。

其 の 他

詳細は本誌4月号（182）号47頁を参照して下さい。

主催社団法人日本林業技術協会・全国林業改頁普及協会

６
４
Ｖ
、
４
Ｊ

星

部数に制限かありますからなるべく早

く御申込下さい。

日本林業技術協会

告公

6級職国家公務員試験について

．. . . .. . . . . . ､梅田三樹男（全6頁）

上記の原稿は本号「木材工業」特集の都合上，編集委

員会の決定によって別冊として発行し希望者にのみ実菱

で配布することに致し蓑したので御諒承願います。

内容.…競争率，試験方法と出題範囲，試験問題の作

成と採点法，採点後の感想，問題例集….等

配布価格一一送料共25円（郵券代用可）

昭和32年6月10日発行

林 業 技 術第'84号

・ 編集発行人松 原 茂
印刷所合同印刷株式会社

発行所社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地
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守る＝ 薬
林野用煉煙殺虫剤

マッチ1本で点火するだけで、BHCが極めて細かい煙霊粒子と
して職出し、林内のすみずみまでゆきわたるので、薬剤散布の
労力を要せず、安全、手軽に優れた防殺虫効果をあらわします．

’杉の赤枯演に 一

1－
'一コ

翠鼠剤の決定版 ラ ト ール
一

⑳睾蕊織載繍熊ゞ：東京都中央区日本鐇本町4の15

大阪・福岡。(山台。名古屋｡札幌

ｊ
４
１
ぺ

1

このマーク／品質を保証する

I

林害虫の防除は嶢煙剤で 一
も

強力BHC漁煙剤

塵用方法はきわめて簡単、点火発煙するだけ-ご、マツケムシなど

あらゆる森林害虫を殺減させる．

マツケムシに対しては、一町歩当り150g型蝿煙筒2～3個で

充分の効果がある。

日本農薬株式会社
大阪市南区末吉橘通4の27の1
束 京・福 岡・札 幌

翼毛1

壁名題入

カタログ窪

L

三共ボルドウ粉剤
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本書ば先に刊行し斯界から多大な好評を博 ｜

し，応用編を付加して．・・・との要望に応えて，’
今回改訂版としてこれを加えて世に呈す。森

林評価学として比類なき名著を廉価にて提供
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井上楊一郎著

￥580 〒70草地経営の技術
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林政学概要第6版蕊0錦韓
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井上元則著

￥450 〒70林業害虫防除論髻
川口武雄著

￥250 〒32森林気象学
畢需掌‘童’実用:繰測臺法

地球出版社
旧西ケ原刊行会

東京都港区赤坂一ツ木
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既刊木材関係書一覧産■■■雲一

山林暹編林 業500円〒50

土居禎夫著木材の生産取引輸送380円〒40
〃 実用製材技術450円〒40
ヶ 製材経営の秘訣200円〒32

田中勝吉著実用木材エ学700円〒50

〃 木材の加工と接着500円〒5O

武田正三箸製材技術者必携450円〒40

木材技術研究会丸太製材材積表250円〒16
〃 素材石数早見表250円〒16“

材積換算表200円〒161ク

農林省山林扇立木幹材材積表'50円〒'6#
茂木三郎箸有用木材と其の用途200円〒16&

黒木高節著家具基本エ作法350円〒40”

箭晶蔓儒家具エ芸家必携600門〒5，
1 －－種 ．．＝塁｡ . ＝西…ーﾏ…垂動＝賀

待望久し目立技術の決定版！〔新刊〕

木材加工専門技術員武田正三箸
A5判320頁函入600円〒50fW

本書は，今まで特殊な技術として秘伝されて来
た目立技術に初めて科学的な照明を当て，目立技
術に携われる人の必備書とすべく極く分り易く説
いた。実地にすぐ役立つように図示・表示を巧く
とり入れてあり，この本を熟読すれば鋸の目立は
さほどむずかしいものではなくなる。

：主な内容：(1)鋸に対する予備知識（鋸の

種類・材質・寸法・各部・各称･JIs)②帯鋸
の目立法（技術上の心構え・作業順序・歯抜・接

合・水平仕上・腰入・背盛・アサリ出し・歯先研
磨・修正法）(8)円鋸の目立法（作調順序・形質
検査・水平仕上・腰入・歯型調盤・目擦・アサリ
出し・歯先研磨・修正法）(4)目立室の設計と改
善（目立室の立地要素及び鋸焼継炉・目立工具類）
附緑 （製材技術競演会実施喪綱・目立用各種
ケージ・挽減り比較・オートメーション製材工場
・鋸及び製材機械メーカー一覧）
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十
二
年
六
月
十
月
発

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
添

の

㎡■

密
１
，
曲
恥
一

凧
印

（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）

林
業
技
術
４
‐
第
一
八
四
号
興
林
こ
ぎ
鼓
覺
九
土
言

凸酔さ

◎
画
期
的
な
「
木
馬
油
」
出
現

無
比
の
性
能
を
具
備
せ
る
新
製
品

陛
菫
三
三
三
二
三
三
匡
二
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
堀

ｉ
馬
油
叫
灘
噌

木

Ⅲ

天
馬
印
の
川Ⅲ

←
Ⅲ劃

三
三
三
二
二
三
二
筐
三
三
三
三
三
一
一
一
二
三
三
一
三
三
二
三
二
三
詞

、
本
品
の
特
長

一
、
化
学
的
研
究
に
よ
る
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
主
剤
と
せ
る
新
製
品

《
從
来
の
菜
種
油
類
と
異
る
）

二
価
格
の
低
廉

（
従
来
の
製
品
の
三
分
の
一
程
度
）

三
、
化
学
製
品
な
る
た
め
作
業
衣
の
汚
築
、
特
に
地
下
足
袋
の
損
耗
等
の
欠
点
皆
無

（
従
っ
て
従
業
員
が
喜
ん
で
使
う
）

四
、
搬
出
時
の
使
用
過
度
に
よ
る
「
焼
け
」
が
無
い

（
作
業
能
率
の
増
進
）

五
、
雨
水
等
に
よ
る
流
亡
失
が
礎
で
経
済
的

（
耐
水
性
が
強
く
「
の
び
」
が
良
い
）

六
、
使
用
が
簡
単
で
長
期
保
存
に
適
す
る

、
価
格

一
、
⑬
原
液
一
五
旺
入
一
缶
二
、
八
○
○
円
（
荷
造
送
料
き

原
液
一
に
対
し
、
水
一
・
五
’
二
・
○
の
割
合
で
稀
釈
し
て
使
用
す
る

二
、
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釈
液
一
五
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入
一
缶
一
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四
○
○
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（
荷
造
送
料
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そ
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き
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》
何
れ
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北
海
道
九
州
は
一
○
○
円
増

、
新
製
品
は
林
業
試
験
場
安
部
化
学
部
長
及
藤
田
技
官
の
御
推
奨
に
係
り
且
つ
東
京
営
林
局

管
内
静
岡
営
林
署
で
実
験
の
結
果
独
自
の
優
秀
性
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認
め
ら
れ
、
目
下
国
有
林
に
お
い
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大
量
御
買
上
の
予
定
で
あ
り
ま
す
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	1957年6月号目次

	木材利用合理化と木材加工技術

	木材需給の將来と木材工業の動向

	最近の木材流通事情について

	日本林業の近代化と木材工業

	木材工業と林業技術のつながり

	木材工業界の動向

	消費都市における製材工業の動き
	合板
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	紙パルプ産業の方向

	家具・建具その他日用品

	木材乾燥工場の現場から

	木材防腐業界


	木材加工技術の将来
	改良木材

	木材加工
	木材化学
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